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政
府
は
平
成
26
年
６
月
、
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
等
を
目
指
し
て
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
し
た
。
教
育
委
員
会
制
度
を
見
直
し
、
27
年
４
月
か
ら
非
常

勤
の
教
育
委
員
長
と
常
勤
の
教
育
長
を
一
本
化
し
た
責
任
者
（
新
教
育
長
）
を
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
、
首
長
が
議
会
同
意

を
得
て
、
新
教
育
長
を
直
接
任
命
・
罷
免
す
る
こ
と
で
教
育
行
政
の
責
任
の
明
確
化
を
図
る
。
ま
た
、
首
長
と
教
育
委
員
会
が

教
育
行
政
の
指
針
な
ど
を
協
議
す
る
総
合
教
育
会
議
を
全
自
治
体
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
目
標
や
施
策
の
根
本
的
な

方
針
で
あ
る
大
綱
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の
見
直
し
も
な
さ
れ
た
。
鹿
児
島
市
の
教
育
委
員
会

は
従
来
、
５
人
の
教
育
委
員
（
任
期
４
年
）
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
１
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
臨
時
会

を
開
い
て
き
た
。
委
員
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
る
教
育
委
員
長
に
は
平
成
以
降
で
は
海
江
田
順
三
郎
氏
（
８
年
１
月
ま
で
）、
外

西
壽
鶴
子
氏
（
11
年
７
月
ま
で
）、岩
男
秀
彦
氏
（
19
年
７
月
ま
で
）
が
就
い
た
。
26
年
現
在
は
、委
員
長
＝
窪

修
氏
（
医
師
、

３
期
目
）、
委
員
長
職
務
代
理
者
＝
津
曲
貞
利
氏
（
会
社
役
員
、
２
期
目
）、
委
員
＝
髙
島
ま
り
子
氏
（
大
学
教
授
、
２
期
目
）、

桃
木
野
聡
氏
（
弁
護
士
、
２
期
目
）、
教
育
長
＝
石
踊
政
昭
氏
（
３
期
目
）
で
構
成
し
て
い
る
。

　

教
育
行
政
機
構
と
し
て
の
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
の
組
織
は
、
昭
和
27
年
の
発
足
以
降
、
数
回
に
わ
た
る
機
構
整
備
に
よ
っ

て
平
成
の
初
め
に
は
庶
務
課
、
学
務
課
、
施
設
課
、
指
導
課
、
保
健
体
育
課
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、
社
会
教
育
課
、
婦
人
青
少

年
課
、
図
書
館
・
科
学
館
建
設
室
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
建
設
室
と
い
う
８
課
・
２
建
設
室
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
２
年
12
月
の
図
書
館
と
科
学
館
の
開
館
に
伴
い
、
図
書
館
・
科
学
館
建
設
室
が
廃
止
さ
れ
た
。
４
年
に
は
、

教
育
委
員
会

の
組
織
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４
月
に
社
会
教
育
課
が
廃
止
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
生
涯
学
習
課
と
文
化
課
が
新
設
さ
れ
る
と
も
に
、
婦
人
青
少
年
課
を
女
性

青
少
年
課
に
、
同
課
婦
人
係
を
女
性
係
に
改
称
し
、
10
月
に
は
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
の
開
館
に
伴
っ
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
建
設
室
が

廃
止
さ
れ
た
。
６
年
４
月
に
は
教
育
次
長
制
度
を
廃
止
し
て
、
代
わ
っ
て
管
理
部
長
と
教
育
部
長
を
置
く
再
編
を
行
っ
た
。
７

年
４
月
に
は
、
近
代
文
学
館
・
メ
ル
ヘ
ン
館
建
設
室
が
設
置
さ
れ
、
10
年
１
月
の
か
ご
し
ま
近
代
文
学
館
・
か
ご
し
ま
メ
ル
ヘ

ン
館
の
開
館
に
伴
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
。

　

12
年
４
月
に
は
、
青
少
年
課
が
新
設
さ
れ
、
指
導
課
は
学
校
教
育
課
に
改
称
さ
れ
た
。
16
年
11
月
に
は
、
吉
田
町
、
桜
島
町
、

喜
入
町
、松
元
町
お
よ
び
郡
山
町
と
の
合
併
に
よ
り
、各
町
の
体
育
施
設
を
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
の
所
管
に
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

谷
山
分
場
を
谷
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
、
桜
島
町
を
除
く
４
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
所

管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
19
年
４
月
に
は
総
務
課
庶
務
係
を
廃
止
し
て
、
総
務
係
と
企
画
調
整
係
を
新
設
し
た
。

　

20
年
10
月
に
は
谷
山
北
公
民
館
を
開
館
し
た
。
26
年
４
月
に
は
、
施
設
課
に
計
画
保
全
係
を
新
設
し
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
業
務
を
市
長
事
務
部
局
に
移
管
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
を
廃
止
し
、
保
健
体
育
課
に
市
民
体
育
係
を

新
設
し
た
。文
化
に
関
す
る
業
務
は
市
長
事
務
部
局
に
移
管
さ
れ
、こ
れ
に
伴
っ
て
文
化
課
を
廃
止
し
、文
化
財
課
を
新
設
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
遷
を
経
て
26
年
４
月
の
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
は
、管
理
部
が
総
務
課（
総
務
係
、企
画
調
整
係
、

財
務
係
）
と
施
設
課
（
管
理
係
、
施
設
係
、
計
画
保
全
係
）、
文
化
財
課
の
３
課
、
教
育
部
が
学
務
課
（
教
職
員
係
、
学
事
係
、

谷
山
分
室
）
と
学
校
教
育
課
、
保
健
体
育
課
（
学
校
体
育
係
、
市
民
体
育
係
、
保
健
給
食
係
）、
青
少
年
課
、
生
涯
学
習
課
（
管

理
係
、
生
涯
学
習
係
）
の
５
課
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
人
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
進
む
一
方
で
、
社
会
的
モ
ラ
ル
の
低
下
や
心
の
あ
た
た
か
さ
、
思
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い
や
り
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
の
意
識
の
低
下
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
も
懸
念
さ
れ
る
。
家

庭
の
教
育
力
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
子
ど
も
が
増
加
し
、
い
じ
め
や
非
行
な
ど
問
題
行
動
が
深

刻
化
し
て
き
た
。
電
子
機
器
を
通
じ
て
流
れ
込
む
有
害
な
情
報
に
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
や
事
故
も
多
発
し
て
い
る
。

核
家
族
化
は
加
速
し
、
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
、
環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
な
か
、
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
ど
う
や
っ
て
確

保
し
て
い
く
か
は
今
日
的
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
教
育
・
学
習
上
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
教
育
憲
法
」
と
も

呼
ば
れ
る
教
育
基
本
法
が
平
成
18
年
12
月
22
日
、
約
60
年
ぶ
り
に
全
面
改
正
さ
れ
た
。
戦
後
間
も
な
く
で
き
た
全
面
改
正
前
の

教
育
基
本
法
に
比
べ
る
と
、
前
文
に
「
公
共
の
精
神
」
を
尊
ぶ
こ
と
を
掲
げ
る
な
ど
、
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
民
の
姿
を

提
示
し
て
い
る
。
教
育
の
目
標
と
し
て
は
「
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う
」「
伝
統
と
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と

郷
土
を
愛
す
る
」
な
ど
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
理
念
を
明
記
し
た
ほ
か
、
教
育
の
実
施
の
基
本
と
し
て
、
家
庭
教

育
や
幼
児
教
育
、
学
校
・
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
と
の
相
互
連
携
協
力
を
明
記
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
の
あ
り
よ
う
な
ど
が

追
加
さ
れ
、
こ
の
改
正
法
の
教
育
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
、
教
育
振
興
基
本
計
画
を
国
が
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
計
画

は
20
年
７
月
に
策
定
さ
れ
た
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
鹿
児
島
県
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
振
興
の
た

め
に
「
鹿
児
島
県
教
育
振
興
基
本
計
画
～
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
鹿
児
島
の
特
性
を
踏
ま
え
た
教
育
の
振
興
」
を
21
年
２
月

に
策
定
し
た
。
基
本
目
標
と
し
て
「
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。

　

国
や
鹿
児
島
県
の
動
き
を
受
け
て
、
鹿
児
島
市
は
、
中
長
期
的
視
点
か
ら
鹿
児
島
市
の
教
育
に
対
す
る
考
え
方
や
事
業
の
進

め
方
を
市
民
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
23
年
３
月
、
鹿
児
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
定
め
た
。
計
画
は
23
年
度
か
ら
の
11
年

鹿
児
島
市
教

育
振
興
基
本

計
画
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間
を
２
期
に
分
け
て
取
り
組
み
、「
鹿
児
島
市
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
生
き
る
力
を
養
い
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
、
学
び
続
け
る
人
材
を
社
会
全
体
で
育
成
し
ま
す
」
を
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
と
し
た
。
初
め
の
５
年
間
で
は

①
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
を
磨
き
、
生
活
や
職
業
に
必
要
な
知
識
等
を
継
続
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
、
②
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
、
③
わ
が
国
と
郷
土
を
愛
し
、
公
共
の
精
神
を

尊
び
、
社
会
の
形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
人
材
の
育
成
―
を
教
育
の
取
り
組
み
に
お
け
る
視
点
と
し
た
。
具
体
的
に
は
５
分

野
41
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
鹿
児
島
市
は
こ
れ
ま
で
「
教
育
施
策
の
方
針
」
を
毎
年
度
定
め
て
き
た
。
そ
の
基
本
理
念
を

「
豊
か
な
心
と
個
性
を
育
む
鹿
児
島
市
の
教
育
と
文
化
の
創
造
」
と
し
、「
確
か
な
学
力
、豊
か
な
人
間
性
、健
康
・
体
力
な
ど
『
生

き
る
力
』
を
育
む
」
な
ど
４
つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
機
能
の
充

実
・
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

　

19
年
６
月
の
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
は
毎
年
、
そ
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
管
理
と
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
と
評
価
を
行
い
、
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
て
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も

に
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
教
育
に
関
し
て
学
識
者
の
知
見
を
活
用
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。
20
～
22

年
度
は
「
市
民
が
知
り
た
い
、
分
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
」
で
重
要
な
施
策
で
あ
る
14
項
目
の
中
か
ら
「
基
礎
学
力
の
定
着
・
向

上
の
取
り
組
み
」
や
「
不
登
校
対
策
の
取
り
組
み
」
な
ど
、
４
項
目
を
選
定
し
て
行
っ
た
。
23
年
度
か
ら
は
、
鹿
児
島
市
教
育

振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
た
41
の
施
策
や
、
施
策
の
関
連
事
務
事
業
を
対
象
と
し
て
点
検
・
評
価
を
実
施
し
た
。
25
年
度
は
、
事

業
実
施
課
に
よ
る
一
次
評
価
、
教
育
行
政
評
価
会
議
と
事
務
局
に
よ
る
二
次
評
価
を
踏
ま
え
て
教
育
委
員
会
に
よ
る
最
終
評
価

を
行
い
、「
見
直
し
」
が
必
要
と
し
た
事
業
も
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会

活
動
の
自
己

点
検
・
評
価
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偏
差
値
重
視
の
教
育
制
度
の
見
直
し
が
進
む
な
か
、
平
成
元
年
に
文
部
省
（
当
時
）
は
臨
時
教
育
審
議
会
の
提
言
に
基
づ
い

て
新
学
力
観
を
導
入
し
た
。
知
識
や
技
能
を
中
心
に
据
え
て
い
た
旧
来
の
学
力
観
に
代
え
て
学
習
過
程
や
変
化
へ
の
対
応
力
の

育
成
な
ど
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
の
元
と
な
る
学
習
指
導
要
領
を
、
個
性
を
生
か
す
教
育
を
目
指
し
て
改
定

し
、
４
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
教
科
の
学
習
内
容
が
一
段
と
削
減
さ
れ
た
一
方
で
小
学
校
低
学
年
に
生
活
科
、
中
学
・
高
校

課
程
へ
の
地
理
歴
史
科
が
新
設
さ
れ
、
国
際
化
や
男
女
共
同
参
画
を
見
据
え
て
、
小
学
校
で
英
語
の
必
修
化
や
中
学
・
高
校
で

の
家
庭
科
の
男
子
必
修
化
も
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
中
央
審
議
会
の
提
言
で
「
生
き
る
力
の
育
成
」
と
い
う
目
的
が
導
入
さ
れ
、

学
習
指
導
要
領
は
14
年
に
戦
後
７
度
目
の
改
定
が
さ
れ
た
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
基
礎
・
基
本

を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
、
自
ら
学
び
、
考
え
る
力
を
は
ぐ
く
む
の
が
狙
い
で
あ
る
。
学
校
完
全
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
元
年
と
も
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
授
業
時
間
数
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
学
力
低
下
を
招
い
た
と
の
批
判
も
起
き
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の

学
習
到
達
度
調
査
）
に
お
い
て
日
本
の
順
位
が
落
ち
た
衝
撃
は
大
き
く
、
15
年
に
は
教
育
内
容
の
上
限
規
定
が
撤
廃
さ
れ
、
19

年
に
は
全
員
参
加
方
式
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
文
部
科
学
省
は
20
年
に
告
示
し

た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
「
脱
ゆ
と
り
教
育
」
に
か
じ
を
切
る
。
新
学
習
指
導
要
領
は
学
習
内
容
と
授
業
時
間
数
を
増
や
し

た
の
が
特
徴
で
、
23
年
に
小
学
校
、
24
年
に
中
学
校
、
25
年
に
高
校
と
順
次
導
入
さ
れ
た
。
初
め
て
授
業
時
数
が
削
減
さ
れ
た

昭
和
55
年
の
改
定
か
ら
す
れ
ば
、
約
30
年
ぶ
り
の
大
転
換
と
な
っ
た
。
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12
年
か
ら
は
義
務
教
育
課
程
で
絶
対
評
価
に
よ
る
教
育
評
価
と
成
績
評
価
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
観
点
別
学
習
状
況

に
よ
る
到
達
度
評
価
が
導
入
さ
れ
た
。
学
力
低
下
論
争
が
起
き
、
教
員
の
質
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
な
か
、
教
育
再
生
会
議
の
提

言
を
受
け
て
、
19
年
６
月
に
教
育
職
員
免
許
法
が
改
正
さ
れ
、
教
員
免
許
更
新
制
が
導
入
さ
れ
た
。
５
年
に
は
全
日
制
で
も
単

位
制
高
校
が
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
文
部
科
学
省
は
中
高
連
携
教
育
や
特
色
あ
る
学
校
を
認
可
す
る
な
ど
の
教

育
改
革
を
段
階
的
に
進
め
て
い
っ
た
。
24
年
に
は
中
等
教
育
の
保
健
体
育
で
武
道
と
ダ
ン
ス
が
必
修
と
な
り
、
武
道
は
剣
道
、

柔
道
、
相
撲
な
ど
か
ら
選
択
し
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⅰ　

学
校
教
育
の
動
向

　

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
は
平
成
元
年
度
の
教
育
行
政
の
基
本
理
念
と
し
て
「
21
世
紀
を
切
り
開
く
風
格
と
活
力
の
あ
る
鹿
児

島
市
の
教
育
と
文
化
の
創
造
」を
掲
げ
た
。目
指
し
た
の
は
豊
か
な
心
を
持
ち
、個
性
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、国
際
的
視
野
に
立
っ

て
明
日
を
拓
（
ひ
ら
）
く
、
健
康
で
生
き
生
き
し
た
市
民
の
育
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
重
点
施
策
で
あ
る
学
校
教
育
の
充
実

で
は
、
校
内
組
織
の
機
能
化
を
図
り
、
深
い
人
間
関
係
理
解
に
根
ざ
し
た
適
切
な
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
お
よ
び
新
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
徹
底
を
図
る
な
ど
と
し
た
。
５
年
度
に
な
る
と
学
校
週
５
日
制
に
対
す
る
態
勢
づ
く
り
が
盛
り
込
ま
れ
、
８
年

度
に
は
基
本
理
念
が
「
潤
い
と
活
気
に
満
ち
た
鹿
児
島
市
の
教
育
と
文
化
の
創
造
」
と
変
わ
り
、
学
習
指
導
の
充
実
で
も
自
ら

学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
12
年
度
に
な
っ
て
、
教
育
行
政
の
基

本
目
標
に
「
自
ら
学
ぶ
力
や
豊
か
な
人
間
性
な
ど
〝
生
き
る
力
〟
を
育
む
」
と
明
記
さ
れ
た
の
は
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行

が
迫
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
は
13
年
度
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
14
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
の
に
備
え
て
、
個
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性
が
輝
き
活
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
を
新
設
し
た
。
校
外
授
業
や
体
験
学
習
、
講
師
の
招
聘
（
へ
い
）
な
ど
に
充

て
る
予
算
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
学
校
現
場
の
声
に
こ
た
え
、
新
し
い
形
の
授
業
へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す
意
図
だ
っ

た
。

　
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議 

い
じ
め
や
不
登
校
の
な
い
学
校
づ
く
り
を
幅
広
く
市
民
全
体
で
考
え
、
改
善
策
を
探
ろ
う
と
、

鹿
児
島
市
の
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議
が
13
年
に
設
け
ら
れ
た
。
公
募
や
市
が
選
任
し
た
委
員
45
人
が
、
小
・
中
学
生
や
高
校

生
、
教
職
員
、
保
護
者
か
ら
意
見
を
聞
く
会
を
重
ね
な
が
ら
、
自
由
に
討
議
し
た
。
提
言
は
14
年
２
月
に
「
市
民
発
─
か
ご
し

ま
の
子
ど
も
を
育
む
七
つ
の
柱
」
の
タ
イ
ト
ル
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
教
育
力
や
鹿
児
島
ら
し
い
教
育
の
あ
り
方
に

注
目
す
る
な
か
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
は
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
と
し
て
、
連
携
組
織
の
立
ち
上
げ

や
相
談
態
勢
の
多
元
化
を
掲
げ
た
。
そ
の
後
、
提
言
を
受
け
、
明
る
く
楽
し
い
学
校
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
会
議
が
発
足
し
た
。
中

学
校
長
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
児
童
委
員
ら
地
域
の
特
性
、
実
情
に
合
わ
せ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
選
任
・
委
嘱
し
て
、
非
行
防
止
や

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
支
援
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
よ
う
と
の
考
え
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
か
ら「
さ
つ
ま
っ
子
」育
成
市
民
会
議
が
15
年
６
月
に
発
足
し
、家
庭
、学
校
、地
域
の
連
携
を
深
め
て
、

明
る
く
楽
し
い
学
校
づ
く
り
市
民
大
会
や
心
の
と
び
ら
を
開
く
家
庭
づ
く
り
講
座
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

20
年
度
か
ら
は
夢
を
は
ぐ
く
む
「
さ
つ
ま
っ
子
」
育
成
事
業
と
し
て
、
著
名
人
や
郷
土
出
身
者
を
招
い
て
の
授
業
、
講
演
を
毎

年
10
校
程
度
で
開
い
て
い
る
。
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
た
活
動
は
、
20
年
９
月
に
始
ま
っ
た
郷
土
愛
を
育
む
新
・
郷
中

教
育
事
業
に
も
つ
な
が
っ
た
。
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
余
裕
教
室
を
活
用
し
て
異
年
齢
で
の
交
流
や
学
習
に
取
り
組
む

の
が
狙
い
で
、
初
年
度
５
校
区
で
開
設
さ
れ
た
教
室
は
、
23
年
度
に
は
10
校
区
ま
で
広
が
っ
た
。
21
年
度
か
ら
は
郷
土
の
偉
人
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に
学
ぶ
鹿
児
島
の
心
推
進
事
業
も
始
ま
り
、
マ
ン
ガ
を
活
用
し
た
教
材
「
薩
摩
義
士
伝
」
を
作
成
、
市
内
の
小
学
５
年
生
全
員

に
５
年
間
配
布
し
た
。
26
年
度
は
「
徳
の
交
わ
り
」
を
作
成
、
市
内
の
小
学
５
年
生
全
員
に
５
年
間
配
布
す
る
。
市
民
会
議
の

提
言
を
受
け
、
15
年
度
か
ら
は
「
こ
こ
ろ
の
言
の
葉
」
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
作
品
集
の
発
刊
が
始
ま
っ
た
。
面
と
向
か
っ
て
は

気
恥
ず
か
し
さ
か
ら
言
え
な
い
こ
と
を
一
枚
の
は
が
き
に
託
す
こ
と
で
中
学
生
の
親
と
子
の
交
流
を
図
り
、
互
い
の
存
在
を
確

か
め
合
う
と
い
う
趣
旨
で
、
12
回
目
と
な
っ
た
26
年
は
１
万
６
千
点
を
超
す
応
募
が
あ
り
、
親
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

22
年
１
月
、
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
と
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
と
、

宇
宙
教
育
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
小
中
高
校
生
を
対
象
に
し
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
出
前
授
業
、
教
職
員
ら
向
け

の
指
導
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
宇
宙
教
育
の
普
及
拡
大
を
目
指
し
た
。
全
国
の
自
治
体
で
は
３
番
目
に
締
結
し
た
。

　
教
育
相
談
室 

教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
た
児
童
生
徒
と
保
護
者
に
対
す
る
教
育
相
談
室
は
昭
和
51
年
に
教

育
委
員
会
指
導
課
内
に
設
置
さ
れ
、
問
題
解
決
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
相
談
室
は
62
年
に
市
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に

移
り
、
平
成
８
年
度
か
ら
は
教
育
相
談
員
が
５
人
に
拡
充
さ
れ
、
助
言
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
相
談
内
容
は
不
登
校
や
非

行
・
非
社
会
的
行
動
、
学
業
・
進
路
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
な
ど
で
、
25
年
度
は
延
べ
３
７
６
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

８
年
度
か
ら
は
市
独
自
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
委
嘱
し
学
校
を
訪
問
し
て
、
教
職
員
の
教
育
相
談
に
関
す
る
資
質
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
の
解
決
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
４
人
で
始
ま
っ
た
事
業
は
段
階
的

に
増
員
さ
れ
、
19
年
度
ま
で
に
14
人
に
拡
充
さ
れ
、
25
年
度
の
延
べ
相
談
回
数
は
９
６
０
４
回
に
上
っ
た
。
13
年
度
か
ら
文
部

科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
も
始
ま
り
、
市
独
自
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
も
加
え
る
と
25
年
度
は
31
小
学
校
と
39
中
学
校
、
３
高
等
学
校
に
置
か
れ
た
。
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初
等
教
育

　
幼
稚
園 

就
学
前
の
幼
児
教
育
を
担
う
幼
稚
園
は
、
鹿
児
島
市
に
は
国
立
の
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
付
属
と
市
立
の
宮
川
、

皆
与
志
が
あ
り
、
平
成
16
年
の
５
町
合
併
に
よ
っ
て
桜
峰
、
松
元
の
２
園
が
市
立
幼
稚
園
と
し
て
加
わ
っ
た
。
大
き
な
比
重
を

占
め
る
の
は
私
立
幼
稚
園
だ
が
、元
年
に
70
を
超
え
た
施
設
が
25
年
に
は
合
併
町
分
の
２
園
を
加
え
て
も
64
園
に
減
っ
た
。（
第

１
表
参
照
）
新
設
は
な
く
、
閉
園
し
た
の
は
洗
心
、
西
田
、
む
ら
さ
き
、
若
草
、
和
光
分
園
犬
迫
、
小
山
田
、
一
之
宮
、
上
荒
田
、

敬
友
、
円
光
、
錦
江
、
く
る
み
の
12
園
。
ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
に
立
地
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
深
刻
化
す
る
少
子
化
に
加
え
て

子
育
て
世
代
の
周
辺
部
へ
の
居
住
が
進
ん
だ
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
私
立
の
園
児
数
も
約
２
千
人
減
り
、
26
年
に
は
９
千
人
を

割
り
込
ん
だ
。
国
公
立
も
合
わ
せ
た
幼
稚
園
児
数
の
合
計
で
は
９
２
１
６
人
と
な
る
。
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
は
少

子
化
に
加
え
て
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
託
し
て
い
た
教
育
・
育
児
を
、
親
た
ち
が
保

育
所
に
委
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
か
つ
て
は
４
～
６
歳
児
の
教
育
を
専
門
に
し
て
い
た
幼
稚
園
で
も
、
２

歳
児
ク
ラ
ス
を
設
け
る
と
か
、
長
時
間
の
預
か
り
を
実
施
し
て
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
園
が
増
え
た
。
市
は
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
就
園
奨
励
補
助
金
を
従
前
か
ら
交
付
し
て
き
た
が
、
21
年
度
か
ら
は
多
子
世
帯
保
育
料
等
を
軽
減
す
る
た
め
の

事
業
も
始
め
た
。

　
保
育
所 

共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
、
核
家
族
化
の
進
行
と
い
っ
た
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
施

策
は
重
要
性
を
増
す
ば
か
り
で
、
認
可
保
育
所
へ
の
入
所
を
待
つ
待
機
児
童
は
都
市
部
を
中
心
に
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
き

た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
、
鹿
児
島
市
内
の
認
可
保
育
所
は
平
成
元
年
に
は
68
カ
所
、
定
員
は
４
８
５
０
人
に
増
加
し
、
認
可
外
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第１表　鹿児島市内の幼稚園の一覧   （平成26年５月現在：人）
園名 所在地 園児 園名 所在地 園児

鹿児島市立 さみどり 薬師１丁目 247
宮川 五ヶ別府町 22 武 武１丁目 67
皆与志 皆与志町 17 ヴェリタス 武岡１丁目 85
桜峰 桜島松浦町 29 鹿児島おおとり 武岡４丁目 139
松元 上谷口町 110 武岡 武岡５丁目 93

市立小計 178 さつき 西陵３丁目 174
国　立 ひばり 田上５丁目 91

鹿児島大学付属 郡元１丁目 88 田上 田上４丁目 147
私　立 唐湊 唐湊４丁目 145

よしだルンビニー 東佐多町 37 共研 上之園町 73
吉田南 本名町 90 聖母 荒田２丁目 140
東俣 東俣町 36 研明舎 下荒田２丁目 33
吉野 吉野町 74 八幡 下荒田４丁目 92
錦ヶ丘 吉野町 192 めぐみ 鴨池２丁目 46
鹿児島小鳩 大明丘３丁目 132 鴨池 郡元３丁目 107
川上 川上町 185 鴨池しらうめ 鴨池新町 147
はなぶさ 緑ヶ丘町 268 太陽の子 鴨池新町 198
千年 千年１丁目 82 鹿女短附かもめ 紫原１丁目 207
恵光 小山田町 71 カトリックカリタス 紫原３丁目 88
伊敷 伊敷５丁目 134 紫原 紫原６丁目 123
あけぼの 小野４丁目 61 宇宿 宇宿４丁目 142
いにしき 下伊敷２丁目 186 鹿児島さくら 桜ヶ丘７丁目 145
うちの 玉里団地１丁目 144 桜ヶ丘中央 桜ヶ丘４丁目 290
玉里善き牧者 草牟田２丁目 215 若葉 桜ヶ丘６丁目 194
草牟田 草牟田２丁目 70 つばき 中山１丁目 204
辻ヶ丘 東坂元２丁目 144 錦城 星ヶ峯２丁目 189
坂元 坂元町 70 星ヶ峯 星ヶ峯３丁目 197
共立 春日町 91 鹿女短附すみれ 皇徳寺台４丁目 189
和光 東千石町 197 ひまわり 東谷山３丁目 181
鹿児島三育 平之町 36 こまつばら 小松原２丁目 437
大谷 新町 132 清谿 谷山中央１丁目 159
アソカ 新屋敷町 81 谷山善き牧者 西谷山１丁目 186
集成 加治屋町 47 谷山 和田１丁目 154
敬愛 加治屋町 45 鹿児島 錦江台１丁目 282
鹿女短附なでしこ 明和２丁目 126 可愛 下福元町 262
みのり 明和１丁目 80 喜入 喜入町 50
昭和 原良２丁目 236 私立小計 8,965
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保
育
所
も
約
40
カ
所
を
数
え
た
。
こ
れ
ら
の
保
育
所
も
定
員
を
超
え
る
施
設
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
市
は
第
一
次

（
17
～
21
年
度
）
と
第
二
次
（
21
～
26
年
度
）
か
ご
し
ま
市
保
育
計
画
を
策
定
し
、
認
定
こ
ど
も
園
の
推
進
や
施
設
の
新
増
設
、

入
所
枠
の
拡
大
に
努
め
、
認
可
保
育
所
は
26
年
４
月
で
１
１
４
園
、
定
員
は
１
万
78
人
に
増
え
た
。
ま
た
、
26
年
３
月
に
は
同

計
画
を
改
定
し
、
26
年
度
ま
で
に
定
員
を
２
３
５
０
人
増
や
す
と
し
て
い
る
。
25
年
度
か
ら
は
、
待
機
児
童
の
解
消
策
の
一
環

と
し
て
、
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
補
助
を
拡
充
し
た
。

　
幼
保
連
携
の
動
き 

教
育
基
本
法
に
基
づ
く
幼
稚
園
と
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
育
所
と
は
法
的
・
歴
史
的
な
区
分
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
幼
保
一
元
化
の
論
議
が
続
く
な
か
、
か
つ
て
の
よ
う
な
明
確
な
違
い
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
へ
の

つ
な
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
〝
教
育
〟
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
の
一
体

化
を
図
り
、
相
互
に
補
完
す
る
子
育
て
支
援
策
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
な
か
、
登
場
し
た
の
が
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
。

鹿
児
島
県
は
認
定
こ
ど
も
園
設
置
法
に
基
づ
く
条
例
を
18
年
に
制
定
し
、
鹿
児
島
市
で
は
初
め
て
の
認
定
こ
ど
も
園
が
20
年
に

桜
ヶ
丘
に
で
き
た
。
認
定
こ
ど
も
園
は
４
類
型
に
分
け
ら
れ
、
市
内
に
は
26
年
４
月
で
幼
保
連
携
型
が
５
園
、
幼
稚
園
型
が
４

園
と
な
っ
て
い
る
。
保
育
所
型
、
地
方
裁
量
型
は
な
い
。
手
続
き
が
煩
雑
と
の
指
摘
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
に
し
か

な
っ
て
い
な
い
が
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
垣
根
を
取
り
払
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ⅲ　

義
務
教
育

　

偏
差
値
で
輪
切
り
し
て
志
望
校
を
決
め
る
よ
う
な
風
潮
を
改
め
よ
う
と
、
文
部
省
（
当
時
）
は
平
成
５
年
２
月
、
中
学
校
が

業
者
テ
ス
ト
に
依
存
し
な
い
進
路
指
導
を
行
う
よ
う
通
知
し
た
。
長
年
、
業
者
テ
ス
ト
に
頼
っ
て
き
た
学
校
現
場
に
は
戸
惑
い

認
定
こ
ど
も

園
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が
あ
り
、
生
徒
や
保
護
者
に
は
不
安
も
広
が
っ
た
が
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
校
内
テ
ス
ト
の
充
実
と
進
路
デ
ー
タ
蓄
積
に

努
め
る
よ
う
指
導
し
て
、
業
者
テ
ス
ト
の
追
放
が
進
ん
だ
。
校
則
の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
３
年
に
鹿
児
島
市
で
は
中
学
生
の
男

子
丸
刈
り
に
つ
い
て
実
験
校
を
設
け
て
取
り
組
ん
だ
。翌
年
２
月
に
は
長
田
中
学
校
が
県
内
公
立
中
で
は
初
め
て
長
髪
を
試
行
、

９
月
に
は
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
も
髪
型
自
由
化
を
打
ち
出
し
た
。
５
年
12
月
の
鹿
児
島
市
議
会
で
丸
刈
り
強
制
の
廃
止
を
求

め
る
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
見
直
し
の
流
れ
は
加
速
し
て
い
っ
た
。

　

鹿
児
島
市
は
基
礎
学
力
を
定
着
・
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
り
「
分
か
る
・
で
き
る
」

授
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
鹿
児
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

21
年
度
の
標
準
学
力
検
査
と
知
能
検
査
結
果
を
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
、
鹿
児
島
市
の
児
童
生
徒
は
学
習
能
力
相
応
の
学
力
を

発
揮
し
て
お
り
、こ
う
し
た
取
り
組
み
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
す
る
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
少
人
数
指
導
や
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
指
導
を
実
施
し
て
い
る
の
も
一
因
だ
ろ
う
。

　

鹿
児
島
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
14
年
度
の
７
４
２
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
た
。
18
年
度
に
一
旦
増
加
し
、
そ
の
後
再

び
減
少
を
続
け
て
い
た
が
、
25
年
度
は
再
び
増
加
し
５
４
３
人
だ
っ
た
。
在
籍
者
に
占
め
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
は
25
年

度
末
で
比
べ
る
と
小
学
校
で
０
・
22
％
と
、
全
国
平
均
、
県
よ
り
低
く
、
中
学
校
で
は
２
・
92
％
で
全
国
平
均
や
県
よ
り
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
１
年
に
か
け
て
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
え
る
、
い
わ
ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

が
全
国
に
も
ま
し
て
増
え
て
い
る
の
は
見
過
ご
せ
な
い
。
不
登
校
の
理
由
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不
足
や

学
業
不
振
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
児
童
生
徒
と
の
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
鹿
児
島
市
の
教
育
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
う
ち
、
５
割
程
度
が
不
登
校
に
関
す
る

不
登
校
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も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
育
相
談
や
生
徒
指
導
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
、
小
・
中
学
校
の
連
携
や
早
期
発
見
・
対
応
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
じ
め
の
認
知
件
数
を
19
年
度
と
23
年
度
で
比
較
す
る
と
、小
学
校
で
64
件
が
20
件
に
、中
学
校
で
１
５
６
件
が
58
件
に
減
っ

て
い
る
。
全
国
で
い
じ
め
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
自
殺
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
24
年
９
月
、文
部
科
学
省
は
緊
急
調
査
を
指
示
し
、

鹿
児
島
県
内
で
は
共
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
児
童
生
徒
が
答
え
や
す
い
よ
う
な
様
式
に
し
た
た
め
、
24
年
度
の

鹿
児
島
市
の
認
知
件
数
も
小
学
校
１
万
４
０
４
３
件
、
中
学
校
４
１
３
４
件
、
市
立
高
校
２
２
２
件
と
膨
れ
上
が
っ
た
。
軽
微

な
い
じ
め
も
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
早
め
に
手
を
打
つ
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
25
年
度
は
小
・
中
・
高
等
学
校
合
計
で
１
４
７

５
件
と
な
っ
た
。
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
が
街
頭
で
補
導
し
た
少
年
の
数
は
過
去
５
年
間
、
１
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

25
年
度
は
９
０
５
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
の
基
本
的
な
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
り
、
自
立
意
識
を
養
お
う
と
20
年
度
か
ら
夢
・
挑
戦
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
事
業
も
始
ま
っ
た
。
26
年
度
に
は
個
性
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
に
統
合
さ
れ
、
実
施
し
て
い
る
。
小

学
校
は
も
の
づ
く
り
体
験
授
業
、
小
・
中
学
校
で
仕
事
に
関
す
る
授
業
を
行
い
、
中
学
生
に
は
職
場
体
験
、
高
校
生
に
は
就
業

体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
数
の
推
移 

昭
和
45
年
以
降
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
鹿
児
島
市
立
の
小
学
校
児
童
数
は
58
年
に
ピ
ー
ク

に
達
し
た
後
は
微
減
傾
向
と
な
っ
た
。対
し
て
中
学
校
の
生
徒
数
は
62
年
に
２
万
５
千
人
を
超
え
た
後
に
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。

（
第
２
表
参
照
）
平
成
25
年
５
月
現
在
で
は
、
市
立
に
国
立
と
私
立
を
合
計
し
た
小
学
校
児
童
数
は
３
万
３
７
９
８
人
、
中
学

校
生
徒
数
は
１
万
７
９
６
５
人
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
の
一
極
集
中
が
続
く
県
都
で
は
、
周
辺
部
へ
の
大
型
団
地
造
成
が
進
ん

い
じ
め

キ
ャ
リ
ア
教

育
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だ
こ
と
に
よ
り
、
平
成
に
入
っ
て
も
大
規
模
校
を
解
消
し
、
快
適
な
教
育

環
境
を
つ
く
る
と
い
う
課
題
に
引
き
続
い
て
対
峙
（
じ
）
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
学
校
用
地
の
確
保
が
困
難
を
極
め
、
膨
張
の

一
途
を
た
ど
る
児
童
生
徒
数
に
対
し
て
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
建
て
、
急
場
し

の
ぎ
に
追
わ
れ
た
昭
和
40
、
50
年
代
に
比
べ
る
と
、
後
発
団
地
の
場
合
、

開
発
指
導
要
綱
に
の
っ
と
り
、
開
発
業
者
が
学
校
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
図
っ
た
の
で
対
応
策
が
練
れ
た
面
も
あ
る
。

　
学
校
の
開
校 

皇
徳
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
抱
え
る
宮
川
小
学
校
（
皇
徳

寺
台
４
丁
目
）
は
県
営
や
市
営
の
集
合
住
宅
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
児
童
数
が
急
増
し
平
成
元
年
度
の
児
童
数
は
１
千
人
を
超

え
、
30
学
級
に
達
し
て
い
た
。
校
舎
建
設
の
た
め
の
敷
地
の
余
裕
は
な

く
、
さ
ら
に
児
童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
宮
川
小
学
校
か
ら
分

離
し
て
団
地
内
の
山
田
町
側
に
皇
徳
寺
小
学
校
（
皇
徳
寺
台
２
丁
目
）
の

新
設
が
決
ま
っ
た
。
開
校
は
３
年
４
月
、
新
１
年
生
を
合
わ
せ
て
児
童
７

３
８
人
、
33
人
の
教
職
員
に
よ
っ
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
だ
。
一
方
、
伊

敷
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
北
東
に
は
５
年
４
月
、
伊
敷
台
小
学
校
（
伊
敷
台
４

丁
目
）
が
開
校
し
、
坂
元
や
玉
江
、
伊
敷
の
３
小
学
校
な
ど
か
ら
５
２
２

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

元
年
２
年
３
年
４
年
５
年
６
年
７
年
８
年
９
年
10
年
11
年
12
年
13
年
14
年
15
年
16
年
17
年
18
年
19
年
20
年
21
年
22
年
23
年
24
年
25
年
26
年

（年度）

小学校 中学校

第２表　市立小・中学校の児童・生徒数の移り変わり� （単位：千人）
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人
の
児
童
が
編
入
し
て
き
た
。
市
内
の
学
校
で
は
初
め
て
採
用
し
た
大
断
面
集
成

材
の
小
屋
組
み
で
造
ら
れ
た
体
育
館
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
ん
で
い
る
。

　

両
団
地
で
は
、
並
行
し
て
中
学
校
の
建
設
も
進
ん
だ
。
皇
徳
寺
中
学
校
が
谷
山

北
中
学
校
か
ら
分
離
し
て
２
年
４
月
に
現
在
の
皇
徳
寺
台
３
丁
目
に
生
徒
数
３
８

０
人
、
11
学
級
で
開
校
し
、
６
年
４
月
に
は
伊
敷
台
中
学
校
（
伊
敷
台
１
丁
目
）

が
32
番
目
の
市
立
中
と
し
て
開
校
、
伊
敷
中
学
校
と
坂
元
中
学
校
か
ら
の
転
入
生

ら
７
４
８
人
が
22
学
級
で
新
た
な
伝
統
づ
く
り
を
誓
っ
た
。
伊
敷
台
中
学
校
の
開

校
は
伊
敷
中
学
校
と
城
西
中
学
校
の

校
区
見
直
し
に
も
つ
な
が
り
、
長
年

の
懸
案
だ
っ
た
超
マ
ン
モ
ス
校
の
緩

伊敷台小学校体育館

和
に
も
寄
与
し
た
。

　

中
央
教
育
審
議
会
の
第
２
次
答
申
を
受
け
て
10
年
６
月
に
「
学
校
教
育
法
」
が

一
部
改
正
さ
れ
た
。
翌
春
か
ら
中
等
教
育
の
多
様
化
を
推
進
し
、
一
人
一
人
の
個

性
を
よ
り
重
視
し
た
教
育
の
実
現
を
目
指
す
「
中
高
一
貫
教
育
」
を
選
択
的
に
導

入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
鹿
児
島
市
立
中
学
と
鹿
児
島
市
立
高
等
女
学
校

を
前
身
と
す
る
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
は
18
年
４
月
、新
た
に
中
学
校
を
併
設
し
、

６
年
間
を
見
据
え
た
中
高
一
貫
教
育
の
鹿
児
島
玉
龍
中
・
高
等
学
校
と
し
て
新
た

鹿
児
島
玉
龍

中
学
校

鹿児島玉龍中高一貫教育校開校式
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校
し
た
。
集
落
は
50
世
帯
余
り
に
ま
で
減
っ
て
お
り
、
児
童
数
２
人
で
新
た
な
入
学
者
も
見
込
め
な
い
た
め
、
桜
峰
小
学
校
へ

転
校
す
る
道
を
選
ん
だ
。
市
内
の
休
校
は
昭
和
51
年
の
福
平
小
学
校
火
の
河
原
分
校
以
来
の
こ
と
だ
っ
た
。
古
里
小
学
校
と
し

て
創
立
さ
れ
、
１
１
８
年
の
伝
統
を
誇
っ
た
改
新
小
学
校
も
平
成
９
年
４
月
か
ら
休
校
と
な
っ
た
。
果
樹
栽
培
と
観
光
で
活
気

が
あ
っ
た
改
新
小
校
区
も
若
者
の
流
出
が
続
き
、
最
後
は
児
童
数
３
人
に
ま
で
減
少
し
た
。
校
区
住
民
は
再
び
地
域
を
活
性
化

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
市
は
16
年
度
か
ら
中
高
一
貫
教
育
準
備
室
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
公
募
委
員
か
ら
成
る
同
研
究
会
議
を
設
け
て
、
一
貫
教
育
の
あ
り
方
と
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
探
っ
た
。
公
立
で
は
県
内
初
の
併
設
型
の
試
み
と
あ
っ
て
、
市
民
の

関
心
は
高
く
、初
年
度
は
１
２
０
人
の
定
員
に
対
し
て
10
倍
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

教
育
理
念
の
３
本
柱
と
し
て
、
真
の
学
力
の
向
上
、
豊
か
な
人
間
性
育
成
、
国
際
性
の

育
成
を
掲
げ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
土
曜
日
や
長

期
休
業
中
の
特
別
講
座
な
ど
特
色
あ
る
教
育
で
、
進
路
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

４
月
７
日
に
行
わ
れ
た
開
校
式
・
入
学
式
で
は
新
入
生
代
表
が
「
伝
統
で
あ
る
文
武
両

道
を
目
指
し
て
努
力
し
、先
輩
方
に
教
わ
り
な
が
ら
明
る
く
楽
し
い
学
校
を
築
き
た
い
」

と
誓
っ
た
。
新
設
・
移
転
校
の
概
要
は
第
３
表
を
参
照
。

　
学
校
の
休
・
廃
校 

推
計
人
口
が
60
万
人
を
超
え
る
鹿
児
島
市
で
も
過
疎
・
高
齢
化

が
進
み
、
児
童
数
の
減
少
が
深
刻
化
し
た
地
域
が
あ
る
。
象
徴
的
な
の
は
降
灰
禍
に
あ

え
ぐ
桜
島
。
ピ
ー
ク
時
80
人
の
児
童
が
学
ん
だ
高
免
小
学
校
は
平
成
５
年
３
月
末
で
休

第３表　新設・移築の市立校の概要（平成以降）

学校名
校地面積（㎡） 建物面積（㎡）

建物 運動場 その他 計 校舎 屋　内
運動場

吉 田 小 12,214 3,348 6,080 21,642 3,678 894
伊 敷 台 小 9,898 7,636 0 17,534 5,562 863
皇 徳 寺 小 8,500 8,690 5,826 23,026 5,782 863
伊 敷 台 中 10,164 12,865 0 23,029 6,420 1,030
皇 徳 寺 中 11,431 15,334 0 26,765 6,822 1,030
鹿児島玉龍中 3,840 9,809 1,756 15,405 4,082 985
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さ
せ
再
開
を
、
と
模
索
し
て
き
た
が
、
26
年
３
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
。
思

い
出
の
校
舎
の
一
部
は
26
年
、
ゆ
か
り
の
作
家
・
林
芙
美
子
や
舞
台
「
放
浪
記
」

関
連
の
資
料
な
ど
展
示
す
る
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
さ
ら
に

26
年
度
、
教
室
棟
や
教
員
住
宅
に
つ
い
て
も
無
料
で
貸
し
付
け
、
地
域
活
性
化
や

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
す
る
利
用
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
の
移
転 
明
治
８
年
に
創
立
さ
れ
た
吉
田
小
学
校
は
平
成
20
年
４
月
に
、

５
０
０
㍍
離
れ
た
吉
田
北
中
学
校
（
西
佐
多
町
）
の
隣
に
移
転
新
築
し
た
。
昭
和

40
年
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
が
け
地
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
移
転
新
築
に
踏
み
切
っ
た
。
中
学
と
隣
り
合
う
こ
と
で
、
授
業
や
行
事
な

ど
で
連
携
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
教
育
環
境
の
整
備 

平
成
元
年
に
58
校
を
数
え
た
鹿
児
島
市
の
市
立
小
学
校

は
、休
・
廃
校
の
一
方
で
新
設
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
16
年
の
合
併
も
あ
っ
た
た
め
、26
年
５
月
１
日
現
在
で
は
79
校
に
増
え
、

児
童
数
は
合
計
３
万
２
５
２
９
人
と
な
っ
た
。（
第
４
表
参
照
）
ま
た
同
じ
く
市
立
中
学
校
は
15
校
が
39
校
に
増
え
、
生
徒
数

は
１
万
６
０
４
２
人
に
上
る
。（
第
５
表
参
照
）
鹿
児
島
市
は
「
確
か
な
学
力
」
を
育
成
す
る
た
め
、教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、

児
童
生
徒
の
安
全
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
種
々
の
情
報
機
器
も
取
り
入
れ
、
教
育
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ほ
か
に
市
内
に
は
郡
元
１
丁
目
に
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
付
属
の
小
学
校
（
児
童
９
０
５
人
、
27
学
級
）
と
中
学
校
（
生
徒

５
９
６
人
、
15
学
級
）、
私
立
の
三
育
小
学
校
（
平
之
町
、
児
童
30
人
、
６
学
級
）、
池
田
学
園
池
田
小
学
校
（
西
別
府
町
、
児 吉田小学校移転新築竣工
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第４表　鹿児島市立小学校の一覧  （平成26年５月現在）
学校名 所在地 児童数 学級 学校名 所在地 児童数 学級
吉 田 西佐多町 51 6 伊 敷 伊敷５丁目 433 16
本 名 本名町 238 10 花 野 花野光ケ丘１丁目 247 11
宮 宮之浦町 49 7 西 伊 敷 西伊敷４丁目 393 14

本 城 本城町 39 5 伊 敷 台 伊敷台４丁目 583 21
牟 礼 岡 牟礼岡１丁目 133 8 玉 江 下伊敷１丁目 852 28
南 方 川田町 79 7 小 山 田 小山田町 82 7
花 尾 花尾町 29 3 犬 迫 犬迫町 71 8
郡 山 郡山町 248 13 皆 与 志 皆与志町 56 7
川 上 川上町 530 22 東 桜 島 東桜島町 51 5
吉 野 吉野町 1,078 36 高 免 高免町 休校
吉 野 東 吉野町 908 31 黒 神 黒神町 5 3
大 明 丘 大明丘１丁目 458 18 桜 洲 桜島小池町 112 7
坂 元 玉里団地３丁目 449 17 桜 峰 桜島松浦町 32 3
坂 元 台 西坂元町 388 17 松 元 上谷口町 408 16
清 水 清水町 651 23 東 昌 直木町 68 6
大 龍 大竜町 382 16 春 山 春山町 398 16
名 山 山下町 347 14 石 谷 石谷町 326 16
山 下 西千石町 389 15 谷 山 谷山中央１丁目 1,033 37
松 原 南林寺町 264 12 西 谷 山 上福元町 773 26
城 南 城南町 195 8 東 谷 山 魚見町 830 29
草 牟 田 城山２丁目 475 19 清 和 上福元町 916 32
原 良 原良２丁目 824 28 和 田 和田２丁目 785 27
明 和 明和２丁目 474 17 錦 江 台 錦江台１丁目 741 26
武 岡 武岡２丁目 344 15 福 平 平川町 885 29
武 岡 台 武岡６丁目 308 14 平 川 平川町 51 5
西 田 薬師２丁目 523 19 錫山(併) 下福元町 17 3
武 武１丁目 534 21 中 山 中山２丁目 1,232 41

田 上 田上５丁目 609 24 桜 丘 西 桜ヶ丘２丁目 415 15
西 陵 西陵１丁目 698 25 桜 丘 東 桜ヶ丘６丁目 415 16
広 木 広木１丁目 577 22 星 峯 西 星ヶ峯４丁目 575 23
中 洲 上之園町 398 15 星 峯 東 星ヶ峯１丁目 340 15
荒 田 荒田１丁目 404 17 宮 川 皇徳寺台４丁目 445 16
八 幡 下荒田３丁目 779 26 皇 徳 寺 皇徳寺台２丁目 489 18
中 郡 郡元２丁目 353 14 瀬 々 串 喜入瀬々串町 102 7
紫 原 紫原２丁目 749 26 中 名 喜入中名町 101 7
西 紫 原 紫原４丁目 922 30 喜 入 喜入町 242 12
鴨 池 真砂本町 572 21 前 之 浜 喜入前之浜町 56 7
南 東郡元町 489 20 生 見 喜入生見町 29 3

宇 宿 宇宿４丁目 502 20 一 倉 喜入一倉町 13 3
向 陽 向陽１丁目 488 17 総計 32,529 1,279
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童
３
３
４
人
、
12
学
級
）
同
中
学
校
（
同
、
生
徒
１

５
７
人
、
６
学
級
）
と
、
鹿
児
島
純
心
女
子
中
学
校

（
唐
湊
４
丁
目
、
生
徒
１
２
９
人
、
６
学
級
）、
ラ
・

サ
ー
ル
中
学
校
（
小
松
原
２
丁
目
、生
徒
５
２
６
人
、

12
学
級
）、
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
（
永
吉
２
丁
目
、

生
徒
２
５
０
人
、
８
学
級
）、
志
學
館
中
等
部
（
南

郡
元
町
、
生
徒
２
６
５
人
、
９
学
級
）
が
あ
る
。

　

市
立
の
す
べ
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
を
電
話
回

線
で
結
ぶ
「
教
育
用
テ
レ
ビ
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
」
が
完
成
、
14
年
１
月
に
稼
働
し
た
。
92
の

学
校
と
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
を
画
像
と
音
声
で
つ
な

ぎ
、
児
童
・
生
徒
ら
が
意
見
交
換
し
た
り
、
同
時
に

学
習
し
た
り
、
学
校
外
の
専
門
家
に
話
を
聞
く
遠
隔

授
業
を
進
め
る
の
に
使
わ
れ
る
。
回
線
増
設
、
端
末

機
や
サ
ー
バ
ー
整
備
な
ど
の
た
め
約
３
１
０
０
万
円

を
投
じ
た
。

　

建
物
（
校
舎
）
の
構
造
に
つ
い
て
は
阪
神
淡
路
大

教
育
用
テ
レ

ビ
会
議
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム

耐
震
化

第５表　鹿児島市立中学校の一覧  （平成26年５月現在）
学校名 所在地 生徒数 学級数 学校名 所在地 生徒数 学級数
吉 田 北 西佐多町 47 3 西 紫 原 西紫原町 593 18
吉 田 南 本名町 265 10 伊 敷 下伊敷１丁目 685 20
郡 山 郡山町 209 8 伊 敷 台 伊敷台１丁目 629 19
緑 丘 緑ヶ丘町 467 14 河 頭 犬迫町 120 6
吉 野 吉野町 801 23 東 桜 島 東桜島町 32 4
吉 野 東 吉野町 399 13 黒 神 黒神町 5 2
坂 元 玉里団地３丁目 419 14 桜 島 桜島藤野町 75 3
清 水 稲荷町 382 13 松 元 上谷口町 494 16
長 田 小川町 233 9 谷 山 谷山中央８丁目 943 28
甲 東 樋之口町 230 9 東 谷 山 魚見町 826 24
城 西 城西２丁目 728 22 和 田 和田２丁目 734 21
明 和 明和２丁目 285 11 福 平 平川町 387 11
武 岡 武岡５丁目 331 12 錫山(併) 下福元町 22 3
武 武３丁目 525 17 谷 山 北 山田町 452 16

西 陵 西陵５丁目 371 11 皇 徳 寺 皇徳寺台３丁目 501 16
甲 南 高麗町 366 13 星 峯 星ヶ峯４丁目 397 14
天 保 山 下荒田２丁目 374 12 桜 丘 桜ヶ丘２丁目 468 14
鴨 池 真砂本町 488 15 喜 入 喜入町 300 11
南 東郡元町 459 14 鹿児島玉龍 池之上町 358 9

紫 原 紫原６丁目 642 20 総　計 16,042 518
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震
災
な
ど
で
耐
震
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
22
年
３
月
ま
で
に
市
立
小
・
中
・
高
校
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
２
０
０
平
方
㍍
以
上
の
２
階
建
て
に
つ
い
て
は
す
べ
て
対
策
を
終
え
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
環
境
教
育
や
市
民
へ
の
啓
発
に
も
役
立
て
る
た
め
、
18
年
１
月
、
坂
元
、
宇
宿

の
両
小
学
校
を
皮
切
り
に
太
陽
光
発
電
が
始
ま
っ
た
。
発
電
量
、
石
油
換
算
量
な
ど
を
目
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
節
電
意
識
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
事
業
は
段
階
的
に
広
げ
ら
れ
、
発
電
能
力
10
～
30
㌔
㍗
の
パ
ネ
ル
が
25
年
度
ま
で
に

28
の
小
学
校
と
21
の
中
学
校
に
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
増
や
す
計
画
で
あ
る
。
49
校
合
計
の
発
電
能
力
は
１
２
２
５
㌔
㍗
に
達
し

て
い
る
。
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
た
学
校
施
設
の
緑
化
事
業
も
18
年
か
ら
玉
江
、
武
の
両
小
学
校
を
手
始
め
に
始
ま
っ
た
。
芝

生
化
は
42
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
ま
で
拡
充
し
、
皇
徳
寺
小
学
校
と
坂
元
小
学
校
、
桜
島
中
学
校
の
校
庭
は
全
面
芝
生
化
さ

れ
た
。
20
年
に
牟
礼
岡
小
学
校
な
ど
か
ら
始
ま
っ
た
緑
陰
空
間
整
備
は
47
校
に
広
が
っ
て
い
る
。
屋
上
緑
化
も
山
下
小
学
校
な

ど
５
小
学
校
で
導
入
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
下
支
え
す
る
の
が
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
で
、
児
童
生
徒
と
教

師
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
や
資
源
の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
家
庭
や
地
域
に
ま
で
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
鹿
児
島

市
は
17
年
に
骨
子
案
を
作
り
、
翌
年
か
ら
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
環
境
管
理
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ
く
り
は
次
第
に
広
が
り
、
４
年
目
の
21
年
度
ま
で
に
は
市
内
１
１
７
校
が
す
べ
て
取

得
し
た
。
３
年
ご
と
の
更
新
を
踏
ま
え
、
意
識
を
再
確
認
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
逃
れ
が
た
い
の
が
桜
島
の
降
灰
と
酷
暑
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
授
業
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は

何
と
か
防
ぎ
た
い
と
22
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
事
業
を
開
始
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
設

置
は
そ
れ
ま
で
桜
島
地
区
や
管
理
教
室
、
特
別
教
室
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
国
も
自
然
災
害
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
垂
水

エ
コ
ロ
ジ
ー

の
取
り
組
み

降
灰
対
策
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市
と
併
せ
て
財
政
支
援
に
踏
み
込
ん
だ
。
26
年
の
夏
に
は
市
立
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
室
の
約
４
分
の
３
ま
で
い
き
わ
た
っ

た
。
対
象
は
１
１
４
校
に
上
る
だ
け
に
、
総
事
業
費
は
34
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。

　

今
や
情
報
機
器
の
活
用
な
し
に
教
育
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
鹿
児
島
市
は
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
た
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
61
年
設
置
）
で
、
教
職
員
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
や
メ
デ
ィ
ア
機
器
の
活
用
法
、
社
会
教
育
指
導

者
向
け
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
操
作
の
講
座
を
開
い
て
い
る
。
学
校
現
場
で
は
平
成
21
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
を
普
通
教

室
な
ど
に
１
台
ず
つ
設
置
し
終
え
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
整
備
は
中
学
校
で
10
年
度
、
小
学
校
で
12
年
度
に
始
ま
り
、
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
17
年
度
ま
で
に
整
備
が
完
了
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
特
別
教
室
、
普
通
教
室
へ
の
配
備
を
進
め
、
教
師
１
人

に
１
台
ず
つ
備
え
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
25
年
度
末
で
は
小
学
校
で
４
・
０
人
（
全
国
平
均
は
７
・
５
人
）、
中
学
校

で
３
・
４
人
（
同
６
・
５
人
）、
市
立
高
校
３
・
１
人
（
同
５
・
１
人
）
に
１
台
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
電
子
黒
板
は
全
小
、

中
学
校
に
２
台
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
書
画
カ
メ
ラ
は
小
学
校
合
計
で
１
４
０
６
台
、
中
学
校
合
計
で
５
４
０
台
備
え
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
機
器
は
「
わ
か
り
や
す
い
授
業
」
の
実
現
や
、
子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

半
面
、
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
や
情
報
機
器
を
使
い
こ
な
せ
る
子
ど
も
と
活
用
で
き
な
い
子
ど
も
と
で
差
が
生
じ
な
い
よ
う
な
取

り
組
み
も
大
切
に
な
っ
た
。

　

進
む
一
方
の
国
際
化
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
増
え
続
け
て
お
り
家
族
を
伴
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
鹿
児
島
県
も
例
外

で
な
く
、
な
か
で
も
留
学
生
の
多
い
鹿
児
島
市
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
日
本
語
の
指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の

対
処
は
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
小
・
中
・
高
校
に
通
い
な
が
ら
、
日
本
語
が
よ
く
わ
か
ら
ず
、
授
業
に

つ
い
て
い
け
な
い
外
国
人
や
帰
国
子
女
を
対
象
に
し
た
県
内
初
の
「
日
本
語
教
室
」
が
２
年
６
月
27
日
、
名
山
小
学
校
に
開
か

情
報
機
器
の

活
用

日
本
語
教
室
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れ
た
。
普
段
は
在
籍
校
に
通
い
な
が
ら
、
週
１
、
２
回
程
度
通
う
シ
ス
テ
ム
で
、
児
童
４
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
は
１
人

の
指
導
教
諭
が
ゼ
ロ
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
授
業
を
進
め
、
ビ
デ
オ
や
絵
本
な
ど
独
自
の
教
材
を
使
っ
て
取
り
組
ん

だ
。
通
級
生
が
増
え
る
に
つ
れ
、
対
応
に
苦
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
う
え
、
出
身
国
は
ば
ら
ば
ら
で
生
活
習
慣
や
文
化
も
異
な

る
と
い
う
難
題
も
膨
ら
ん
だ
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
な
か
で
、
子
ど
も
の
実
態
に
合
っ
た
〝
生
き
た
日
本
語
〟
を
学
ぶ
授
業
を

目
指
し
て
い
る
。
10
年
か
ら
は
訪
問
指
導
も
始
め
、
14
年
に
は
指
導
教
諭
ら
は
３
人
に
増
え
た
。
教
室
の
開
設
を
機
に
、
名
山

小
で
は
国
際
理
解
教
育
の
充
実
、
在
校
生
と
の
相
互
交
流
を
深
め
る
活
動
に
取
り
組
み
、
外
国
の
子
ど
を
受
け
入
れ
る
校
風
を

醸
成
し
て
い
る
。

Ⅳ　

高
等
学
校

　

テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
で
な
く
多
様
な
観
点
か
ら
生
徒
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
入
試
の
改
善
の
動
き
に
伴
い
、
鹿
児
島
県
の
公

立
高
校
で
は
職
業
学
科
や
専
門
学
科
に
限
ら
れ
て
い
た
推
薦
入
試
が
平
成
７
年
度
か
ら
普
通
科
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
10
年
度
に

は
個
性
を
伸
ば
す
教
育
を
進
め
る
た
め
、
傾
斜
配
点
制
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
と
受
験
生
の
立
場
に
配
慮

し
て
、
９
年
春
の
入
試
か
ら
合
格
者
名
簿
の
報
道
機
関
へ
の
公
表
が
中
止
さ
れ
た
。

　
高
校
の
再
編
整
備 

鹿
児
島
県
内
の
中
学
卒
業
者
は
昭
和
39
年
の
５
万
８
２
０
４
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
平
成
元
年

度
に
は
２
万
８
８
１
６
人
と
な
り
、
25
年
度
に
は
１
万
６
３
８
９
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
少
子
化
と
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
に

は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
30
年
に
は
中
学
卒
業
者
数
は
１
万
５
千
人
台
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
鹿
児

島
市
の
市
立
中
学
校
の
年
度
別
進
路
状
況
を
見
る
と
、
県
全
域
よ
り
も
遅
れ
て
６
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
進
学
率
も
97
・
３
％
で



第
一
章　

学
 校
 教
 育

第
第第

第第

第第

第第

第

九
五
五

高
止
ま
り
し
て
い
る
。（
第
６
表
参
照
）
将
来
的

な
生
徒
数
減
と
高
校
教
育
の
未
来
を
見
据
え
て
、

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
54
年
に
公
立
高
等

学
校
教
育
振
興
対
策
協
議
会
（
以
下
高
振
協
）
を

設
置
し
、
特
色
の
あ
る
学
校
、
学
科
の
あ
り
方
や

学
校
の
適
正
な
配
置
、
規
模
な
ど
に
つ
い
て
諮
問

し
た
。
高
振
協
の
答
申
は
56
年
に
出
さ
れ
、
公
立

高
校
の
通
学
区
域
は
そ
れ
ま
で
の
14
学
区
が
12
学

区
に
再
編
さ
れ
、普
通
科
に
お
け
る
一
定
枠
内（
募

第６表　市立中学卒業者の進路状況
（単位：人）

年度 卒業者 進学者 進学率
平成５年度 7,378 7,024 95.2%
６年度 7,484 7,165 95.7%
７年度 7,110 6,822 95.9%
８年度 7,082 6,761 95.5%
９年度 7,044 6,734 95.6%
10年度 7,120 6,813 95.7%
11年度 6,796 6,520 95.9%
12年度 6,548 6,277 95.3%
13年度 5,918 5,666 95.7%
14年度 6,390 6,154 96.3%
15年度 5,954 5,659 95.0%
16年度 6,246 6,043 96.7%
17年度 5,971 5,817 97.4%
18年度 5,946 5,759 96.9%
19年度 5,900 5,781 98.0%
20年度 5,936 5,793 97.6%
21年度 5,915 5,793 97.9%
22年度 5,465 5,359 98.1%
23年度 5,535 5,400 97.6%
24年度 5,539 5,407 97.6%
25年度 5,442 5,296 97.3%

集
定
員
の
５
％
）
で
の
学
区
相
互
乗
り
入
れ
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
鹿
児
島
学
区
に
限
っ
て
は
58
年
の
中
学
卒
業
者
が
前

年
よ
り
１
４
０
０
人
以
上
増
え
る
見
通
し
だ
っ
た
う
え
、
学
区
間
乗
り
入
れ
に
よ
る
希
望
者
増
に
よ
る
競
争
激
化
が
懸
念
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
同
年
、
松
元
町
（
当
時
）
に
松
陽
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
、
62
年
に
は
小
野
町
に
武
岡
台
高
等
学
校
が
開
校

す
る
。
高
振
協
の
答
申
に
基
づ
く
公
立
高
校
の
整
理
統
合
、
学
科
の
再
編
成
問
題
は
、
公
立
高
等
学
校
適
正
配
置
等
審
議
会
に

引
き
継
が
れ
、
60
年
に
具
体
化
し
た
。
県
内
の
全
日
制
と
普
通
科
各
４
校
で
生
徒
が
募
集
停
止
と
な
り
、
農
業
、
工
業
系
を
中

心
に
学
科
再
編
も
始
ま
っ
た
。

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
公
立
高
校
再
編
整
備
の
た
め
の
審
議
会
を
設
け
る
な
か
で
、
学
校
整
理
統
合
の
基
準
づ
く
り
と
単

位
制
高
校
開
設
に
向
け
て
の
方
針
を
練
り
、
公
立
高
等
学
校
の
募
集
定
員
を
段
階
的
に
削
減
し
、
平
成
15
年
の
募
集
定
員
は
１
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万
６
７
６
０
人
で
、
入
学
者
が
１
万
５
９
３
４
人
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
県
が
策
定
し
た
「
か
ご
し
ま
活
力
あ
る
高
校
づ
く
り

計
画
」
は
、
21
年
度
の
県
内
の
募
集
定
員
を
１
万
４
１
６
０
人
に
減
ら
し
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
21
年
度
に
な
る
と
56
校
96

学
科
で
定
員
割
れ
が
生
じ
た
。
普
通
科
を
希
望
す
る
生
徒
の
比
率
が
増
す
傾
向
も
背
景
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
県

は
21
年
に
県
公
立
高
校
再
編
整
備
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
「
今
後
の
生
徒
減
少
に
対
応
し
た
公
立
高
校
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
諮
問
し
た
。
22
年
に
出
さ
れ
た
答
申
は
、
情
報
社
会
の
進
展
や
産
業
構
造
の
激
変
が
予
想
さ
れ
る
な
か
進
学
希
望
者
の
目
的

や
学
習
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
学
校
規
模
の
適
正
化
と
学
校
・
学
科
の
適
正
な
配
置
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
一
段
と
進
め
、
高
校
教
育
の
一
層
の
質
的
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
た
。
適
正
規
模
は
１
学
年
４
か
ら
８
学
級
と
し
、

３
学
級
以
下
の
小
規
模
校
に
つ
い
て
は
再
編
整
備
を
実
施
す
る
と
し
、
各
通
学
区
域
内
に
総
合
学
科
の
高
校
か
総
合
選
択
制
の

高
校
、
い
ず
れ
か
の
設
置
・
導
入
に
努
め
る
と
も
し
た
。

　
学
区
の
統
合 

鹿
児
島
県
立
高
等
学
校
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
22
年
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま

で
の
12
学
区
を
７
学
区
に
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
５
％
だ
っ
た
学
区
外
か
ら
の
入
学
枠
は
16
年
度
に
10
％
ま
で
拡
大
さ
れ
て

い
た
が
、
教
育
の
普
及
と
機
会
均
等
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
公
立
高
校
の
通
学
区
域
は
、
市
町
村
合
併
の
影
響
や
交
通
事
情
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
加
え
て
、
学
校
選
択
幅
の
拡
大
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
専
門
学
科
や
単
位
制

高
校
で
は
既
に
広
範
に
通
学
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
普
通
科
だ
け
に
通
学
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
県
民
の
疑
問

の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
県
高
等
学
校
通
学
区
域
検
討
委
員
会
は
18
年
に
適
宜
見
直
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て

い
た
。
鹿
児
島
市
を
含
む
鹿
児
島
学
区
は
日
置
学
区
と
統
合
さ
れ
、
全
日
制
普
通
科
で
は
鶴
丸
、
甲
南
、
鹿
児
島
中
央
、
錦
江

湾
、
武
岡
台
、
松
陽
、
鹿
児
島
東
、
鹿
児
島
南
に
、
伊
集
院
と
串
木
野
が
加
わ
っ
て
県
立
10
高
等
学
校
に
鹿
児
島
市
立
の
鹿
児
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島
玉
龍
高
等
学
校
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
鹿
児
島
学
区
は
専
門
学
科
、
単
位
制
、
定
時
制
で
鹿
児
島
商
業
と
鹿
児

島
女
子
の
市
立
２
高
等
学
校
と
開
陽
、
明
桜
館
、
鹿
児
島
工
業
、
吹
上
、
市
来
農
芸
の
県
立
５
高
等
学
校
が
含
ま
れ
る
の
で
18

校
と
な
る
。
鹿
児
島
学
区
全
体
の
26
年
度
の
募
集
定
員
は
全
日
制
課
程
が
１
１
０
学
級
４
４
０
０
人
で
、
定
時
制
課
程
が
２
学

級
80
人
と
な
っ
た
。

　
公
立
高
校 

鹿
児
島
市
立
３
校
の
う
ち
、
幅
広
い
産
業
人
の
育
成
を
目
標
に
し
て
き
た
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
は
商
業
科
に

加
え
て
、
平
成
５
年
に
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
能
力
を
目
指
し
て
情
報
処
理

科
と
、
広
い
視
野
か
ら
判
断
で
き
る
人
材
育
成
を
行
う
た
め
国
際
経
済
科
を
設
置

し
、
厳
教
慈
育
を
進
め
る
。
21
年
か
ら
は
公
立
商
業
高
と
し
て
は
全
国
で
唯
一
の

男
子
校
と
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
は
17
年
に
商
業
科
２
学
級
、
情

報
会
計
科
２
学
級
、
生
活
科
学
科
４
学
級
に
再
編
さ
れ
た
。
26
年
に
は
創
立
１
２

０
周
年
を
祝
っ
た
。
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学
校
は
２
年
に
新
体
育
館
が
完
成
し
、
24

年
３
月
に
は
中
高
一
貫
教
育
の
一
期
生
が
巣
立
っ
た
。

　

県
立
で
は
12
年
４
月
、
県
内
初
の
単
位
制
高
校
と
し
て
開
陽
高
等
学
校
が
下
伊

敷
町
に
で
き
た
。
下
伊
敷
町
に
あ
っ
た
鹿
児
島
西
高
等
学
校
の
定
時
制
・
通
信
制

学
科
を
移
し
て
の
開
校
で
、
15
年
に
は
全
日
制
を
新
設
し
て
校
舎
は
上
福
元
町

（
現
西
谷
山
１
丁
目
）
に
移
転
し
た
。
授
業
時
間
は
90
分
で
、
学
年
と
い
う
概
念

を
取
り
払
い
、
校
則
も
制
服
も
な
い
。
22
年
４
月
に
は
郡
山
町
の
甲
陵
高
等
学
校

開陽高等学校開校式
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と
鹿
児
島
西
高
が
再
編
に
よ
り
明
桜
館
高
等
学
校
と
な
っ
て
新
た
な
歴
史
の
幕

を
開
い
た
。
３
年
生
で
は
学
科
の
枠
を
越
え
て
選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
導
入

さ
れ
た
。
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
は
３
年
４
月
に
工
業
Ⅰ
類
と
Ⅱ
類
に
大
別
す

る
再
編
整
備
を
行
い
、13
年
度
に
は
電
子
工
業
系
を
電
気
技
術
系
に
再
編
し
た
。

多
様
な
コ
ー
ス
を
持
つ
普
通
科
高
校
と
し
て
開
校
し
た
松
陽
高
等
学
校
は
７
年

度
に
音
楽
科
、
美
術
科
を
新
設
し
、
８
年
度
に
は
普
通
科
に
書
道
コ
ー
ス
も
設

け
て
学
校
芸
術
教
育
の
拠
点
校
化
を
進
め
る
。
鹿
児
島
東
高
等
学
校
は
10
年
に

中
国
や
韓
国
の
学
校
と
姉
妹
盟
約
を
結
び
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。
国
際
教
養

科
（
昭
和
61
年
設
置
）
の
募
集
を
平
成
23
年
度
に
停
止
し
た
が
、
第
２
外
国
語

と
し
て
の
韓
国
語
・
中
国
語
会
話
の
授
業
は
続
け
て
い
る
。

　

６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
鶴
丸
高
等
学
校
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
備
え
た
文
化
館
が
完
成
し
た
。
甲
南
高
等
学
校
に
は
10
年
に
屋
内
運
動
場
が
完
成
、
18
年
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
ホ
ー
ル
、
宿
泊
室
な
ど
備
え
た
二
甲
記
念
館
が
で
き
た
。
鹿
児
島
中
央
高
等
学
校
は
創
立
40
周
年
と
な
っ
た
16
年
に
愛
好
歌

「
た
い
せ
つ
」
を
発
表
、
19
年
に
は
本
館
と
講
堂
が
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
武
岡
台
高
等
学
校
は
12
年
に
運
動
場

の
整
備
を
終
え
た
。
錦
江
湾
高
等
学
校
は
17
年
度
に
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指

定
さ
れ
、
22
年
度
に
は
再
指
定
に
よ
っ
て
コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
な
っ
た
こ
と
で
、
全
国
的
な
規
模
で
の
共
同
研
究
が
可
能
に
な
り
、

全
国
や
国
際
学
会
で
の
研
究
発
表
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。鹿
児
島
南
高
等
学
校
は
県
内
公
立
唯
一
の
体
育
科
の
生
徒
が
活
躍
、 明桜館高等学校入学式
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商
業
科
・
情
報
処
理
科
で
は
各
種
検
定
の
合
格
者
が
続
出
し
て
い
る
。

　

26
年
５
月
現
在
の
鹿
児
島
市
内
の
高
校
の
学
級
、
生
徒
数
と
設
置
学
科
は
第
７
表
参
照
。

　
私
立
高
校 

大
半
の
私
立
校
に
生
徒
減
少
期
の
経
営
の
厳
し
い
風
が
吹
く
。
県
内
の
私
立
高
等
学
校
全
体
の
充
足
率
は
平
成

11
年
以
降
１
０
０
％
を
切
っ
た
ま
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
続
く
。
私
立
離
れ
の
危
機
感
を
ぬ
ぐ
う
よ
う
に
、
各
校
は
特
色

あ
る
受
け
皿
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

女
子
教
育
に
独
自
の
地
歩
を
歩
み
、
最
盛
期
に
は
１
千
人
近
く
が
学
ん
だ
鹿
児
島
実
践
女
子
高
等
学
校
は
、
昭
和
58
年
に
鹿

児
島
女
子
大
付
属
高
等
学
校
と
改
称
、
平
成
11
年
に
鹿
児
島
学
芸
高
等
学
校
に
変
更
し
た
。
だ
が
、
定
員
割
れ
は
続
き
、
財
政

難
を
理
由
に
16
年
か
ら
募
集
を
停
止
し
た
。
保
護
者
ら
と
の
間
で
裁
判
に
も
な
っ
た
が
、
18
年
３
月
で
閉
校
と
な
っ
た
。
母
体

の
学
校
法
人
・
実
践
学
園
（
の
ち
志
學
館
学
園
）
は
昭
和
62
年
に
志
學
館
中
等
部
、
平
成
２
年
に
志
學
館
高
等
部
を
南
郡
元
町

に
開
設
し
、
中
高
一
貫
の
進
学
校
と
し
て
の
道
を
選
ん
だ
。
３
年
４
月
、
県
内
で
は
20
年
ぶ
り
20
校
目
の
新
設
と
な
っ
た
の
は

池
田
学
園
池
田
高
等
学
校
。
日
置
郡
吹
上
町
（
現
日
置
市
）
に
あ
っ
た
中
学
校
（
昭
和
61
年
開
校
）
と
併
せ
て
の
男
女
共
学
の

中
高
一
貫
教
育
を
う
た
っ
た
。
西
別
府
町
の
学
園
敷
地
に
は
平
成
７
年
に
小
学
校
も
開
校
、
８
年
に
は
中
学
校
も
移
転
し
た
。

６
年
な
い
し
12
年
と
い
う
教
育
期
間
を
生
か
す
な
か
で
21
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
励
み
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
も
指
定
さ
れ
た
。
津
曲
学
園
は
平
成
２
年
４
月
、
鹿
児
島
高
等
学
校
修
学
館
を
設
置
し
、
昭
和
58
年
に

開
設
し
た
鹿
児
島
中
学
校
と
併
せ
て
、
中
高
一
貫
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
平
成
13
年
に
鹿
児
島
短
期
大
学
の
跡
地
（
永
吉

２
丁
目
）
に
移
転
し
、
翌
14
年
に
鹿
児
島
修
学
館
高
等
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
県
内
24
番
目
の
私
立
高
と
な
っ
た
。
鹿
児
島

中
学
校
も
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
に
改
称
す
る
。
中
高
一
貫
教
育
で
は
長
い
歴
史
を
誇
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
２
校
の
な
か
で
、
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第７表　市内の高等学校  （平成26年５月現在）
学校名 所在地 学級数 生徒数 設置学科

市　　　　立
鹿児島玉龍 池之上町 18 712 普通
鹿児島商業 西坂元町 21 784 商業　情報処理　国際経済
鹿児島女子 玉里町 24 944 商業　情報会計　生活科学

県　　　　立
鶴　　丸 薬師２丁目 24 951 普通
甲　　南 上之園町 24 952 普通
鹿児島中央 加治屋町 24 952 普通
錦 江 湾 平川町 18 681 普通　理数
武 岡 台 小野町 24 949 普通　情報科学

開　　陽 西谷山１丁目
単位制 315 普通　福祉
（定時制） 135 普通　オフィス情報
（通信制） 1,743 普通　衛生看護

明 桜 館 郡山町 15 586 文理科学　商業
松　　陽 福山町 24 915 普通　音楽　美術
鹿児島東 東坂元３丁目 9 295 普通

鹿児島工業 草牟田２丁目 27 1,072
工Ⅰ　工Ⅱ　電子機械系　電気技術
系　情報技術系　工業化学系　建築
系　建設技術系　インテリア系

鹿児島南 谷山中央８丁目 24 946 普通　商業　情報処理　体育
私　　　　立

樟　　南 武岡１丁目 38 1,099 普通　
鹿児島純心女子 唐湊４丁目 19 429 普通　

鹿児島実業 五ケ別府町 41 1,388 総合学　普通　文理
（通信制） 163 普通

ラ・サール 小松原２丁目 17 694 普通
鹿 児 島 薬師１丁目 40 1,226 普通　情報ビジネス　英数

鹿児島情報 谷山中央２丁目 45 1,379
情報処理・自動車工学・情報システム・
医療福祉・マルチメディア・e－プレッ
プ・メカトロニクス・普通・プレップ

志學館高等部 南郡元町 10 312 普通
池田学園池田 西別府町 9 177 普通
鹿児島修学館 永吉２丁目 3 100 普通
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鹿
児
島
純
心
女
子
高
等
学
校
は
医
歯
薬
特
進
、
選
抜
、
選
抜
英
語
、
文
理
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
で
大
学

受
験
者
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
目
指
し
て
い
る
。
ラ
・
サ
ー
ル
高
等
学
校
は
県
外
出
身
者
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

な
か
、
26
年
に
新
寮
を
完
成
さ
せ
た
。

　

大
学
合
格
者
数
を
競
い
、
特
進
ク
ラ
ス
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
学
校
は
少
な
く
な
い
。
男
子
生
徒
だ
け
だ
っ
た
鹿
児

島
実
業
高
等
学
校
は
７
年
に
城
西
か
ら
五
ケ
別
府
町
へ
移
転
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
文
理
科
を
設
け
女
子
の
募
集
も
始
め
た
。

鹿
児
島
鉄
道
高
を
前
身
と
す
る
鹿
児
島
商
工
高
等
学
校
は
６
年
、
樟
南
高
等
学
校
に
校
名
変
更
し
た
。
７
年
に
は
荒
田
１
丁
目

か
ら
武
岡
１
丁
目
に
移
転
、
学
科
改
編
も
行
っ
た
。
鹿
児
島
情
報
高
等
学
校
は
、
鹿
児
島
電
波
工
業
高
等
学
校
か
ら
鹿
児
島
電

子
工
業
高
等
学
校
の
名
を
経
て
３
年
に
校
名
変
更
し
た
。実
践
的
英
会
話
力
を
身
に
つ
け
難
関
大
学
進
学
を
目
指
す
ｅ‒

プ
レ
ッ

プ
科
に
加
え
、
伝
統
の
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
系
、
自
動
車
工
学
系
な
ど
で
強
み
を
発
揮
す
る
狙
い
が
あ
る
。

Ⅴ　

特
別
支
援
教
育

　

平
成
19
年
４
月
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
特
別
支
援
教
育
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
鹿
児
島
市
は
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
幼
児
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
就
学
前
や
就
学
後
に
お
け
る
適
切
な
就
学
教
育
相
談
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
校
内

支
援
体
制
や
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
、
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
理
解
と
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

適
正
な
就
学
の
た
め
の
取
り
組
み
は
昭
和
50
年
に
設
置
さ
れ
た
鹿
児
島
市
障
害
児
就
学
委
員
会
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
障
害
の
種
類
と
程
度
、
状
態
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
や
支

援
の
充
実
に
努
め
る
た
め
、
教
育
関
係
者
に
加
え
て
教
育
学
や
心
理
学
、
医
学
、
福
祉
の
各
専
門
分
野
の
専
門
家
（
合
計
15
人
）
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か
ら
意
見
を
聞
き
、
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
教
育
措
置
に
つ
い
て
判
断
す
る
委
員
会
を
年
９

回
開
い
て
き
た
。
各
園
や
学
校
で
心
理
検
査
、
学
業
成
績
、
性
格
、
行
動
の
記
録
を
参
考
に
第
一
次
判
定
を
行
う
。
そ
の
後
、

教
育
委
員
会
で
就
学
に
関
す
る
教
育
相
談
を
行
っ
て
か
ら
、
最
終
判
定
す
る
。

　

学
校
教
育
課
が
窓
口
と
な
る
就
学
教
育
相
談
を
受
け
た
幼
児
児
童
生
徒
の
数
は
19
年
度
が
２
４
０
件
だ
っ
た
が
、
20
年
度
２

３
３
件
、
21
年
度
２
５
４
件
、
22
年
度
３
４
０
件
、
23
年
度
３
１
６
件
、
24
年
度
３
６
０
件
、
25
年
度
４
０
１
件
と
年
を
追
う

に
つ
れ
増
え
た
。
こ
れ
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
増
加
し
た
と
い
う
よ
り
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
18
年
度
ま
で
は
学
習
面
の
遅
れ
に
関
す
る
相
談
が
多
か
っ
た

が
、
19
年
度
以
降
は
行
動
面
や
情
緒
面
へ
の
配
慮
が
必
要
な
相
談
が
増
え
た
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

　

市
立
の
各
幼
稚
園
・
学
校
内
の
支
援
体
制
は
近
年
、
飛
躍
的
に
充
実
し
て
き
た
。
特
別
支
援
教
育
校
内
委
員
会
の
設
置
と
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名
は
す
べ
て
の
園
・
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。
対
象
児
一
人
一
人
の
将
来
・
生
活
を
見

据
え
、
一
貫
し
た
考
え
で
指
導
・
支
援
で
き
る
よ
う
な
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
策
定
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
園
・
学
校
で
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鹿
児
島
市
は
対
象
児
の
成
長
を
関
係
機
関
が
一
体
に
な
っ
て
見
守
る

た
め
の
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
「
夢　

す
こ
や
か　

フ
ァ
イ
ル
」
も
21
年
度
か
ら
希
望
者
に
配
布
し
て
い
る
。
県
の
補
助
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
私
立
幼
稚
園
に
対
し
て
、
鹿
児
島
市
は
私
立
幼
稚
園
障
害
児
教
育
補
助
事
業
を
行
い
、
就
園
の
機
会
拡
大
や
障

害
の
種
類
程
度
に
応
じ
た
教
育
を
支
え
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
校 

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
が
定
め
ら
れ
た
特
別
支
援
学
校
は
、
鹿
児
島
市
内
に
は
鹿
児
島
聾
学
校
な
ど

県
立
７
校
と
国
立
の
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
（
養
護
学
校
か
ら
名
称
変
更
）
が
あ
る
。（
第
８
表
参
照
）
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築
50
年
の
校
舎
も
あ
っ
て
老
朽
化
が
際
立
っ
た
鹿
児
島
盲
学
校
は
平
成
23

年
、
下
伊
敷
町
か
ら
上
福
元
町
（
現
西
谷
山
１
丁
目
）
の
県
農
業
試
験
場

跡
に
新
築
移
転
し
た
。
音
声
付
き
信
号
機
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど

通
学
環
境
が
整
備
さ
れ
た
新
校
舎
に
児
童
生
徒
が
通
っ
て
い
る
。
昭
和
40

年
代
に
は
市
内
の
養
護
学
校
は
県
立
鹿
児
島
養
護
学
校
に
限
ら
れ
た
が
、

養
護
学
校
教
育
の
義
務
化
に
伴
っ
て
、
武
岡
台
養
護
学
校
と
皆
与
志
養
護

学
校
が
昭
和
54
年
に
開
校
し
、
平
成
２
年
に
は
隣
接
す
る
県
立
整
肢
園
の

子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
た
め
桜
丘
養
護
学
校
が
で
き
た
。
利
用
者
減
で
同

園
が
20
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
存
続
が
論
議
さ
れ
た
が
、
市
南
部

の
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
施
設
と
し
て
残
り
、
翌

年
か
ら
は
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
障
害
が
重
度
、
重
複
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
央
教

育
審
議
会
は
17
年
に
障
害
の
種
類
に
と
ら
わ
れ
な
い
児
童
生
徒
の
受
け
入

れ
が
必
要
と
答
申
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
併
置
校
」
は
全
国
的
な
流
れ

と
な
り
、
桜
丘
養
護
学
校
に
続
い
て
武
岡
台
養
護
学
校
と
鹿
児
島
養
護
学

校
も
25
年
春
か
ら
「
知
肢
併
置
校
」
に
衣
替
え
し
た
。
結
果
的
に
エ
リ
ア

分
け
が
進
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
児
童
生
徒
数
増
に
よ
る
過
密
化
が
懸
念

第８表　特別支援学校の学級数と児童生徒数� （平成26年５月現在）
学校名 所在地 学級数 児童生徒数 設置学科

県　　　　立
鹿児島盲 西谷山１丁目 18 46 小（4）中（2）高（6）高・専（6）
鹿児島聾 草牟田２丁目 27 64 幼（4）小（10）中（5）高（7）高・専（1）
武岡台養護 小野町 54 265 小（18）中（14）高（22）
鹿児島養護 吉野町 61 217 小（20）中（15）高（26）
皆与志養護 皆与志町 12 26 小（6）中（6）
桜丘養護 桜ヶ丘６丁目 32 99 小（23）中（9）
鹿児島高等　
　　特別支援 東坂元３丁目 12 96 高（12）

国立（鹿児島大学教育学部付属）
小学校 郡元１丁目 27 905
中学校 郡元１丁目 15 596
特別支援学校 下伊敷１丁目 9 59
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さ
れ
て
い
た
武
岡
台
養
護
学
校
の
悩
み
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

障
害
者
を
取
り
巻
く
雇
用
情
勢
は
健
常
者
に
比
べ
厳
し
い
。
比
較
的
軽
度
の
知
的
障
害
の
あ

る
生
徒
の
就
労
を
促
そ
う
と
、鹿
児
島
高
等
特
別
支
援
学
校
が
鹿
児
島
東
高
校
内
に
24
年
４
月
、

開
校
し
た
。
県
内
初
の
高
等
部
だ
け
の
特
別
支
援
学
校
で
あ
る
。
授
業
の
ほ
ぼ
半
分
を
職
業
系

の
学
習
や
作
業
実
習
に
割
き
、
２
年
生
に
な
る
と
福
祉
・
Ｏ
Ａ
、
サ
ー
ビ
ス
実
務
、
製
造
・
加

工
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
社
会
的
自
立
を
目
指
す
。
通
学
も
自
力
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級 
知
的
障
害
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱
・
身
体
虚
弱
で

障
害
の
程
度
が
比
較
的
軽
度
な
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
特
別
支
援
学
級
は
年
々
拡
充
さ
れ

た
。（
第
９
表
参
照
）26
年
５
月
の
設
置
率
で
み
る
と
小
学
校
、中
学
校
と
も
に
89
・
７
％
と
な
る
。

鹿
児
島
市
は
今
後
も
新
・
増
設
を
進
め
る
傍
ら
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

　

昭
和
41
年
に
名
山
小
学
校
に
九
州
初
の
言
語
治
療
教
室
が
開
設
さ
れ
た
後
、
事
業
は
拡
充
さ

れ
、
平
成
６
年
度
に
通
級
指
導
教
室
に
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
年
次
・
計
画
的
に
増
設
さ
れ

た
。
言
語
障
害
児
童
の
た
め
の
教
室
は
24
年
度
で
は
名
山
、
谷
山
、
原
良
、
中
郡
の
各
小
学
校

に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
２
人
の
専
任
教
師
が
指
導
に
当
た
る
一
方
で
、
通
級
生
以
外
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
る
。
自
閉
症
・
情
緒
障
害
の
た
め
の
教
室
は
山
下
小
、
谷
山
小
、
吉
野
小
に
計

５
教
室
あ
り
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）
の
た
め
の
教
室

第９表　特別支援学級の数と児童生徒数� （平成26年５月１日現在）
学　校　数 学　級　数 児童生徒数（人）

知 的
障 害

自閉症・
情緒障害

病弱・身
体虚弱

肢 体
不自由

知 的
障 害

自閉症・
情緒障害 病・虚弱 肢 体

不自由
知 的
障 害

自閉症・
情緒障害

病弱・身
体虚弱

肢 体
不自由

小学校 68 55 3 12 78 66 3 12 320 309 4 13
中学校 34 31 0 0 35 32 0 0 123 102 0 0
総　計 102 86 3 12 113 98 3 12 443 411 4 13
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は
18
年
に
山
下
小
に
開
設
さ
れ
た
後
、
川
上
小
、
中
山
小
、
甲
南
中
に
も
開
設
さ
れ
た
。
難
聴
児
の
た
め
の
教
室
は
山
下
小
に

あ
る
。
こ
う
し
た
教
室
で
は
各
１
～
２
人
の
専
任
教
師
が
児
童
１
人
当
た
り
平
均
週
２
～
３
時
間
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
児
童
生
徒
に
付
き
添
う
保
護
者
の
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
19
年
度
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
２
０
０
人
程
度
が
対

象
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅵ　

大
学
・
短
大

　

大
学
・
短
大
の
受
験
者
は
平
成
３
年
に
初
め
て
全
国
で
１
２
０
万
人
の
大
台
を
突
破
し
た
が
、
５
年
以
降
は
減
少
傾
向
に
転

じ
る
。
18
歳
人
口
が
減
り
続
け
る
な
か
、
国
公
立
、
私
立
大
を
巻
き
こ
ん
だ
生
き
残
り
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
た
。
一
方
で
、

そ
れ
ま
で
学
部
、
学
科
、
教
員
資
格
、
授
業
科
目
、
学
生
定
員
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
規
制
し
て
き
た
大
学
設
置
基
準
が
３

年
７
月
、政
府
の
大
学
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
一
部
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
「
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
と
呼
ば
れ
、個
々

の
大
学
が
自
主
的
な
努
力
に
よ
っ
て
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
の
細
か
な
諸
基
準
が
廃
止
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
一
般
教
育
、
基
礎
教
育
、
専
門
教
育
に
区
分
し
て
そ
の
履
修
単
位
数
も
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
区
分
は
設
置
基

準
か
ら
省
か
れ
、
卒
業
要
件
と
し
て
履
修
す
べ
き
総
単
位
数
と
在
学
期
間
を
規
定
す
る
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
大
綱
化
に
よ
っ
て

裁
量
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
に
後
押
し
さ
れ
、
大
学
改
革
は
本
格
化
し
た
。
各
大
学
で
は
自
己
点
検
・
評
価
が
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
て
地
域
と
密
着
し
た
大
学
づ
く
り
が
加
速
し
て
い
く
。
16
年
４
月
に
は
、
自
主
自
立
を
う
た
い
文
句
に
鹿

児
島
大
学
な
ど
全
国
89
の
国
立
大
学
は
国
の
直
轄
経
営
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
独
立
行
政
法
人
化
し
た
。

　

21
世
紀
を
見
据
え
た
新
た
な
教
育
環
境
づ
く
り
、
大
学
改
革
が
正
念
場
を
迎
え
る
な
か
、
鹿
児
島
県
内
の
各
大
学
も
施
設
や
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設
備
を
一
新
す
る
傍
ら
、
学
科
再
編
や
講
座
見
直

し
、
大
学
院
の
拡
充
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を

行
っ
た
。
公
開
講
座
や
社
会
人
入
学
制
度
が
広

が
っ
た
の
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
。
法
人
と
し
て
経

営
効
率
を
追
求
し
つ
つ
、
ほ
か
に
な
い
特
色
づ
く

り
を
促
す
の
が
狙
い
で
あ
る
。
大
学
全
入
時
代
が

さ
さ
や
か
れ
る
な
か
、
よ
り
よ
い
学
生
を
確
保
す

る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
積
極
的
に
開

催
し
て
い
る
。
平
成
２
年
に
は
大
学
共
通
第
１
次

学
力
試
験
に
代
わ
っ
て
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

が
導
入
さ
れ
た
。
入
試
改
革
に
は
戸
惑
い
が
広

が
っ
た
が
、
国
立
大
学
に
限
ら
ず
、
私
立
大
学
受

験
生
の
大
量
参
入
を
呼
び
、
受
験
競
争
は
激
化
し

た
。
一
方
で
、
入
試
は
多
様
化
し
て
面
接
な
ど
人

物
重
視
の
選
考
法
で
あ
る
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
の
導
入
も
進
ん
だ
。
25
年

度
は
鹿
児
島
県
内
の
高
校
卒
業
者
１
万
６
４
４
７

第10表　鹿児島市の高等学校卒業者の進路状況�  （単位：人）

年度 卒業者数 大学等進学 専修学校・
高等課程

専修学校・
一般課程 就職 一時的就職 無業・左記

以外
平成５年度 8,587 3,502 1,177 903 2,772 282
６年度 8,423 3,361 1,019 1,089 2,551 462
７年度 8,262 3,355 1,050 1,102 2,328 498
８年度 8,194 3,299 1,026 1,140 2,183 546
９年度 7,847 3,331 1,011 1,056 2,005 444
10年度 7,964 3,422 975 1,002 1,978 587
11年度 7,631 3,364 1,079 1,009 1,589 590
12年度 7,547 3,288 1,126 938 1,450 744
13年度 7,659 3,406 1,110 887 1,578 677
14年度 7,543 3,293 1,175 1,027 1,335 716
15年度 7,461 3,239 1,244 875 1,319 784
16年度 7,659 3,338 1,327 963 1,344 96 594
17年度 6,888 3,079 1,236 875 1,214 50 434
18年度 7,529 3,525 1,466 774 1,311 70 384
19年度 6,993 3,259 1,308 711 1,303 76 336
20年度 6,475 3,088 1,060 734 1,224 63 305
21年度 6,288 3,176 982 681 1,160 78 211
22年度 6,166 3,050 1,072 713 982 68 281
23年度 6,152 3,012 1,055 760 1,069 70 186
24年度 6,035 2,826 1,083 750 1,105 58 212
25年度 6,041 2,909 1,005 778 1,067 68 178
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人
の
う
ち
、
６
８
１
５
人
が
大
学
・
短
大
に
進
み
、
進
学
率
は
41
・
４
％
に
達
し
た
。
就
職
し
た
の
は
４
３
２
９
人
で
26
・
３
％

で
あ
る
。
鹿
児
島
市
内
の
高
校
卒
業
生
に
限
る
と
、
48
・
１
％
の
２
９
０
９
人
が
大
学
な
ど
に
進
ん
で
い
る
。（
第
10
表
参
照
）

　
鹿
児
島
大
学 

鹿
児
島
大
学
は
平
成
元
年
、
工
学
部
に
情
報
工
学
科
を
新
設
し
、
農
学
部
や
水
産
学
部
で
は
大
講
座
制
へ
の

移
行
を
打
ち
出
し
、
法
文
学
部
で
も
改
組
を
行
う
な
ど
模
索
を
重
ね
て
き
た
。
な
か
で
も
創
設
以
来
最
も
大
規
模
な
教
育
と
組

織
の
改
革
と
な
っ
た
の
は
９
年
３
月
の
教
養
部
廃
止
で
あ
る
。
５
年
に
基
本
構
想
が
示
さ
れ
た
後
、
４
年
間
に
わ
た
る
熱
い
論

議
を
重
ね
た
末
、
全
学
部
に
わ
た
っ
て
講
座
・
学
科
の
増
設
ま
た
は
改
組
が
行
わ
れ
た
。
共
通
教
育
と
専
門
教
育
を
連
携
さ
せ
、

４
年
な
い
し
６
年
の
一
貫
教
育
を
目
指
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
総
合
大
学
と
し
て
の
魅
力
を
打
ち
出
す
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
た
。
教
養
部
は
解
体
さ
れ
、
法
文
、
教
育
、
理
の
３
学
部
を
中
心
に
教
官
を
振
り
分
け
た
。
大
学
院
も
法
学
研

究
科
と
人
文
科
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
が
10
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
、
同
年
４
月
か
ら
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
理
工
学
研
究

科
と
に
再
編
さ
れ
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
３
年
制
）
は
10
年
４
月
、
医
学
部
に
新
設
さ
れ
た
４
年
制
の
保
健
学
科
に
移

行
し
た
。
傍
ら
、
少
子
化
を
見
据
え
た
定
員
削
減
も
法
文
学
部
や
教
育
学
部
、
医
学
部
、
工
学
部
で
実
施
し
た
。
獣
医
学
科
に

つ
い
て
は
宮
崎
な
ど
西
日
本
の
４
大
学
と
と
も
に
九
州
大
学
へ
の
統
合
が
検
討
さ
れ
た
が
、
見
送
ら
れ
て
24
年
に
山
口
大
学
と

共
同
学
部
を
開
設
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。全
国
的
に
例
が
な
い
県
を
越
え
た
連
携
は
畜
産
県
に
と
っ
て
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
大
学
は
法
文
、
教
育
、
理
、
医
、
歯
、
工
、
農
、
水
産
、
共
同
獣
医
の
９
学
部
と
な
り
、
大
学
院
は
人
文

社
会
科
学
、
教
育
学
、
保
健
学
、
理
工
学
、
農
学
、
水
産
学
、
医
歯
学
総
合
、
医
学
（
旧
）、
司
法
政
策
、
臨
床
心
理
学
、
連

合
農
学
の
各
研
究
科
と
、
鹿
児
島
大
学
、
佐
賀
大
学
、
宮
崎
大
学
、
琉
球
大
学
で
構
成
す
る
大
学
院
連
合
獣
医
学
研
究
科
に
再

編
さ
れ
た
。（
第
11
表
Ａ
・
Ｂ
参
照
）

組
織
・
学
部

の
再
編
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第11表Ａ　鹿児島大学の入学定員と学生総数� （平成26年５月現在）

学　　部 学科・課程 入学定員 ３年次編入学定員 学生数
法文学部 法政策学科 95 423

経済情報学科 145 640
人文学科 155 689

10
小計 395 10 1,752

教育学部 学校教育教員養成課程 225 974
特別支援教育教員養成課程 15 66
生涯教育総合課程 35 163
小計 275 1,203

理学部 数理情報科学科 40 173
物理科学科 45 209
生命化学科 50 218
地球環境科学科 50 215
小計 185 815

医学部 医学科 107 10 696
保健学科 120 20 507
小計 227 30 1,203

歯学部 歯学科 53 319
工学部 機械工学科 94 441

電気電子工学科 78 377
建築学科 55 263
環境化学プロセス工学科 35 165
海洋土木工学科 48 205
情報生体システム工学科 80 365
化学生命工学科 50 215
応用化学工学科（旧） 1
情報工学科（旧） 5
生体工学科（旧） 1

20
小計 440 20 2,038

農学部 生物生産学科 80 353
生物資源化学科 60 269
生物環境学科 65 282
獣医学科（旧） 95
小計 205 999

水産学部 水産学科 130 543
水産教員養成課程 10 41
小計 140 584

共同獣医学部 獣医学科 30 95
学部合計 1,950 9,008
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平
成
に
入
っ
て
学
内
の
共
同
研
究
施
設
の
開
設
が
相
次

い
だ
。
４
年
に
は
大
学
と
産
業
界
が
連
携
し
、
共
同
研
究

や
学
術
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
活
性
化
を
目

指
す
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。そ
の
後
、

知
的
財
産
本
部
、
産
学
官
連
携
推
進
機
構
を
経
て
、
24
年

に
産
学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
知
財
活
用
や
事

業
化
支
援
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。
４
年
に
は
開

か
れ
た
大
学
と
し
て
生
涯
学
習
を
手
助
け
し
よ
う
と
の
狙

い
か
ら
、
大
学
院
法
学
研
究
科
に
九
州
で
初
め
て
の
社
会

人
受
け
入
れ
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
７
年
に
設
置
さ
れ
た

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
は
15
年
に
学
術
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
っ
た
。
12
年
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
13
年
に
総
合

研
究
博
物
館
、
15
年
に
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と

教
育
セ
ン
タ
ー
も
開
設
さ
れ
た
。
24
年
に
は
自
然
科
学
教

育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
が
前
身
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
か
ら
改
称
し
て
設
置

付
属
研
究
施

設

第11表Ｂ　鹿児島大学大学院の入学定員と学生総数� （平成26年５月現在）
研究科 入学定員 修士課程 博士課程 合計

人文社会科学研究科 28 57 57
6 22 21

教育学研究科 38 77 77

保健学研究科 22 38 38
6 6 22

理工学研究科 286 564 564
24 24 67

農学研究科 69 115 115
水産学研究科 32 79 79

医歯学総合研究科 10 24 24
50 341 341

医学研究科（旧） 7 7
司法政策研究科 15 15 15
臨床心理学研究科 15 32 32
連合農学研究科 23 109 109

大学院合計 624 954 615 1,569
院連合獣医学研究科 12 24 24
※�ほかに大学院には社会人選抜入学者が57人（人文社会科学４、教育学８、保健学10、理
工学８、農学３、医歯学総合24）いる
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さ
れ
た
。
23
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
災
害
防
止
教
育
セ
ン
タ
ー
は
台
風
や
火

山
と
直
面
す
る
地
域
に
あ
っ
て
、
自
然
災
害
の
防
止
・
軽
減
、
災
害
復
旧
等

の
課
題
に
対
応
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
昭
和
56
年
に
設
置
さ
れ
た
南
方
海

域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
多
島
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
は
平
成
22
年

に
国
際
島
嶼
（
し
ょ
）
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
模
様
替
え
し
た
。

　

学
部
・
大
学
院
付
属
組
織
と
し
て
は
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
（
教
育
学

部
）、
海
洋
資
源
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
水
産
学
部
）、
南
西
島
弧
地
震

火
山
観
測
所
（
理
工
学
研
究
科
）、
難
治
性
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
研
究
セ
ン

タ
ー
（
医
歯
学
研
究
科
）
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。
工
学
部
Ｏ
Ｂ
の
稲
盛
和
夫
・

京
セ
ラ
会
長
が
寄
贈
し
、
６
年
に
完
成
し
た
稲
盛
会
館
は
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観

と
照
明
が
相
ま
っ
て
、
夢
を
は
ぐ
く
む
。「
豊
か
な
人
間
力
を
持
っ
た
次
世

代
を
担
う
若
者
を
育
て
た
い
」
と
の
思
い
で
、
稲
盛
氏
は
17
年
に
再
度
の
寄

付
を
し
て
稲
盛
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
設
に
尽
力
し
た
。

　

９
年
に
は
総
合
大
学
の
特
性
を
生
か
し
、
研
究
者
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
地
域
の
要
請
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。
農
、
医
、
理
な
ど
全
８
学
部
が
一
体
と
な
っ
て
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
有
機
農
業
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

健
康
や
環
境
面
ま
で
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
、
農
業
・
畜
産
県
へ
の
多
大
な
成
果
が
期
待
さ
れ
た
。
地
域
密
着
へ
の
模
索

は
さ
ら
に
続
き
、
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
「
鹿
児
島
学
」
や
「
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
屋
久
島
モ
デ
ル
構
築
」「
島
嶼
圏
開

全
学
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

鹿児島大学稲盛会館
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発
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
に
深
化
し
て
い
く
。
奄
美
の
本
土
復
帰
50
周
年
に
合
わ
せ
16
年
、
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

が
名
瀬
市
に
開
設
さ
れ
た
。
離
島
で
高
度
専
門
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
全
国
で
も
例
の
な
い
試
み
で
あ
り
、
19

年
に
は
徳
之
島
町
に
分
室
を
設
け
た
。
な
か
で
も
人
文
社
会
科
学
研
究
科
は
独
自
に
「
奄
美
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
講
座
を
設

け
、
地
元
の
期
待
に
こ
た
え
て
い
る
。

　

９
年
に
理
学
部
に
開
設
さ
れ
た
宇
宙
コ
ー
ス
は
、
二
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を
持
つ
鹿
児
島
県
に
立
地
す
る
大
学
な
ら
で
は

の
講
座
と
い
え
る
。
さ
ら
に
17
年
に
は
理
学
部
が
中
心
に
な
っ
て
県
内
産
業
界
に
呼
び
か
け
て
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
超

小
型
人
工
衛
星
・
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
開
発
を
開
始
し
た
。
大
学
の
頭
脳
と
民
間
の
技
術
力
、
資
金
を
生
か
す
試
み
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

結
成
へ
と
進
み
、
完
成
し
た
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
初
号
機
は
22
年
５
月
、
Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
。
26
年
２
月
に
は

２
号
機
が
集
中
豪
雨
の
予
測
研
究
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
ん
だ
。
19
年
に
開
設
さ
れ
た
全
国
初
の
焼
酎
学
講
座
も
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
で
、
23
年
に
は
付
属
焼
酎
・
発
酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
も
で
き
て
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

地
元
の
大
学
に
期
待
さ
れ
る
の
は
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
し
て
解
決
す
る
姿
勢
だ
。
医
学
部
が
17
年
に
県
内
離
島
、

へ
き
地
で
勤
務
す
る
医
師
を
養
成
す
る
た
め
、
推
薦
入
試
枠
に
「
地
域
枠
」
を
設
け
た
の
は
医
療
過
疎
県
に
と
っ
て
朗
報
だ
っ

た
。
19
年
11
月
に
は
「
学
問
の
自
由
と
多
様
性
を
堅
持
し
つ
つ
、
自
主
自
律
と
進
取
の
精
神
を
尊
重
し
、
地
域
と
と
も
に
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
総
合
大
学
を
め
ざ
す
」
と
う
た
っ
た
大
学
憲
章
を
制
定
し
た
。
22
年
度
か
ら
は
重
点
領
域
研
究
と
し
て
島

嶼
、
環
境
、
食
と
健
康
を
掲
げ
、
全
学
横
断
的
な
研
究
活
動
に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
と
前
後
し
て
、
優
秀
な
教
育
や
研
究
に
資
金
を
重
点
配
備
す
る
試
み
と
し
て

「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（
卓
越
し
た
研
究
拠
点
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」「
現
代
的

地
域
と
密
着
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教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」
に
代
表
さ
れ
る
大
学
教
育
改
革
支
援
事
業
を
始
め
た
。
17
年
５
月
に
は
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
を
設
置
し
、戦
略
的
な
取
り
組
み
で
選
り
す
ぐ
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
資
金
と
人
材
を
投
入
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
優
秀
な
教
育
研
究
に
対
す
る
お
墨
付
き
を
も
ら
お
う
と

の
思
い
は
各
大
学
等
し
い
。
競
い
合
い
は
激
し
さ
を
増
し
、
鹿
児
島
大
学
は
17
年
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
活
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の

展
開
」
な
ど
３
件
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

16
年
に
は
司
法
制
度
改
革
の
目
玉
と
し
て
、
社
会
人
な
ど
多
様
な
人
材
に
門
戸
を
広
げ
る
こ
と
で
法
曹
界
の
充
実
を
図
る
た

め
、
全
国
74
の
大
学
に
法
科
大
学
院
が
創
設
さ
れ
た
。
鹿
児
島
大
学
で
も
定
員
30
人
で
司
法
政
策
研
究
科
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

３
年
制
の
専
門
職
大
学
院
で
司
法
過
疎
と
呼
ば
れ
る
南
九
州
に
あ
っ
て
活
動
的
な
法
曹
養
成
を
と
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
志
願

倍
率
が
年
々
低
下
し
続
け
た
た
め
、
21
年
に
は
定
員
を
15
人
に
半
減
し
た
。
そ
れ
で
も
修
了
者
を
対
象
に
し
た
新
司
法
試
験
の

合
格
率
は
低
迷
す
る
一
方
で
、
25
年
は
２
・
86
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
定
員
割
れ
が
改
善
し
な
い
状
況
が
続
く
な
か
で
は
存
続

は
厳
し
く
、
26
年
４
月
に
は
法
科
大
学
院
の
入
学
者
募
集
を
27
年
度
か
ら
廃
止
し
、
15
人
の
在
学
生
が
修
了
し
た
時
点
で
廃
止

す
る
と
い
う
苦
渋
の
選
択
に
至
っ
た
。
全
国
で
最
大
74
校
が
開
校
し
た
法
科
大
学
院
だ
が
、
募
集
停
止
は
16
例
目
、
国
立
大
学

で
は
４
例
目
で
あ
る
。
25
年
度
ま
で
に
鹿
児
島
大
学
が
送
り
出
し
た
修
了
生
は
１
３
０
人
、
う
ち
司
法
試
験
の
合
格
者
は
13
人

だ
っ
た
。
多
様
な
専
門
分
野
の
教
員
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
地
方
大
学
な
ら
で
は
の
悩
み
が
あ
る
と
は
い
え
、
存
在
意
義
が

問
わ
れ
る
事
態
で
、
全
国
的
に
も
法
科
大
学
院
の
制
度
自
体
が
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学 

全
国
で
も
数
少
な
い
公
立
短
期
大
学
で
あ
る
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
（
下
伊
敷
１
丁
目
）
は
、
平

成
７
年
に
家
政
科
を
生
活
科
学
科
（
植
物
栄
養
、
生
活
科
学
専
攻
）、
文
科
を
文
学
科
（
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
、
英
語
英
文

法
科
大
学
院



第
一
章　

学
 校
 教
 育

第
第第

第第

第第

第第

第

九
七
三

学
専
攻
）
に
科
名
変
更
し
た
。
男
女
共
学
で
あ
る
が
、
修
業
３
年
制
の
夜
間
部
も
あ
る
商
経
学
科
（
経
済
、
経
営
情
報
専
攻
）

で
さ
え
、
男
子
学
生
、
勤
労
者
は
少
な
く
、
女
子
学
生
が
目
立
つ
。
学
内
外
で
は
４
年
制
へ
の
移
行
論
議
や
奄
美
キ
ャ
ン
パ
ス

設
置
の
研
究
も
さ
れ
た
が
、
予
算
の
厚
い
壁
も
横
た
わ
り
、
前
進
し
て
い
な
い
。
26
年
５
月
現
在
の
学
生
数
は
文
学
科
１
４
３

人
、生
活
科
学
科
１
３
０
人
、商
経
学
科
１
７
０
人
、第
二
部
商
経
学
科
（
夜
間
）
１
５
９
人
の
合
計
６
０
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
国
際
大
学 

鹿
児
島
国
際
大
学
は
平
成
12
年
、
鹿
児
島
経
済
大
学
か
ら
改
称
し
た
。
同
時
に
国
際
文
化
学
部
（
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
人
間
文
化
学
科
）
を
開
設
し
て
商
科
系
大
学

か
ら
の
脱
皮
を
図
る
。
13
年
に
は
男
女
共
学
と
な
っ
た
鹿
児
島
短
期
大
学
が

鹿
児
島
国
際
大
学
短
期
大
学
部
と
名
称
を
変
え
て
、
永
吉
町
か
ら
坂
之
上
の

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
合
流
し
た
。
同
時
に
社
会
学
部
は
福
祉
社
会
学
部
に

変
わ
り
、
短
大
児
童
教
育
学
科
を
再
編
し
て
４
年
制
の
児
童
学
科
と
し
て
組

み
入
れ
ら
れ
た
。
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
・
技
能
を
持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
育
成
を
主
眼
に
、
経
済
学
や
福
祉
社
会
学
、
国
際
文
化
研
究
科
で
大
学
院

の
開
設
も
11
年
か
ら
19
年
に
か
け
順
次
進
め
ら
れ
た
。
18
年
に
は
経
済
学
部

に
地
域
創
生
専
攻
が
で
き
、
地
元
で
活
躍
す
る
経
営
者
ら
の
実
践
を
聞
く
機

会
を
広
げ
た
。
一
方
、
短
期
大
学
の
教
養
学
科
は
12
年
に
情
報
文
化
学
科
に

改
称
す
る
な
ど
し
た
も
の
の
維
持
が
難
し
く
、
22
年
に
学
生
募
集
を
停
止
し

た
。
同
時
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
者
を
揃
え
た
音
楽
科
は
国
際
大
学
の
国

鹿児島国際大学考古学ミュージアム
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際
文
化
学
部
に
組
み
入
れ
４
年
制
と
し
た
上
で
、
26
年
３
月
で
短
期
大
学
部
は
廃
止
さ
れ
た
。
数
度
の
改
組
を
経
て
現
在
は
、

経
済
（
経
済
、
経
営
学
科
）、
福
祉
社
会
（
現
代
社
会
、
社
会
福
祉
、
児
童
学
科
）、
国
際
文
化
（
国
際
文
化
、
音
楽
科
）
の
３

学
部
が
あ
り
、
大
学
院
は
経
済
学
（
地
域
経
済
政
策
専
攻
）、
福
祉
社
会
学
（
社
会
福
祉
学
専
攻
）、
国
際
文
化
（
国
際
文
化
専

攻
）
の
３
研
究
科
と
な
っ
て
い
る
。
学
芸
員
資
格
取
得
の
た
め
14
年
に
開
設
さ
れ
た
国
際
文
化
学
部
の
博
物
館
実
習
施
設
は
16

年
、
鹿
児
島
県
か
ら
博
物
館
相
当
施
設
の
指
定
を
受
け
、
名
前
を
「
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
改
め
、
企
画
展
や
講
演
会
を

行
う
な
ど
市
民
へ
の
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
る
。
鹿
児
島
経
済
大
学
時
代
か
ら
併
置
さ
れ
て
い
た
地
域
経
済
研
究
所
は
、
大

学
名
の
変
更
に
伴
い
地
域
総
合
研
究
所
に
名
称
を
変
え
、
南
九
州
や
琉
球
弧
の
地
域
経
済
の
組
織
的
研
究
を
積
み
重
ね
、
実
績

を
上
げ
て
い
る
。

　

26
年
８
月
に
は
鹿
児
島
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
・
知
的
資
源
や
機
能
な
ど
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
幅
広
い
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も
、
国
際
大
学
は
学

生
ら
の
知
見
・
発
想
・
行
動
力
を
生
か
し
て
「
白
く
ま
黒
豚
電
車
・
で
ん
で
ん
」
の
企
画
や
「
文
化
薫
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り

プ
ラ
ン
事
業
」
な
ど
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
志
學
館
大
学 

志
學
館
大
学
は
平
成
11
年
、
鹿
児
島
女
子
大
学
か
ら
改
称
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
文
学
部
に
加
え
て

県
内
初
の
法
学
部
を
新
設
し
て
男
女
共
学
と
な
っ
た
。
経
営
母
体
の
学
校
法
人
・
実
践
学
園
の
名
称
も
志
學
館
学
園
に
変
わ
っ

た
。
15
年
に
は
文
学
部
を
人
間
関
係
学
部
に
名
称
変
更
し
て
心
理
臨
床
学
科
、
人
間
文
化
学
科
を
置
き
、
17
年
に
は
大
学
院
心

理
臨
床
学
研
究
科
、
20
年
に
は
法
学
部
に
法
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
す
る
改
組
や
学
生
数
削
減
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
の

確
保
は
苦
戦
続
き
で
、
不
利
な
立
地
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
末
、
23
年
４
月
に
鹿
児
島
市
の
紫
原
1
丁
目
に
移
転
し
た
。
昭
和
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54
年
に
開
学
し
、
約
30
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
旧
隼
人
町
（
霧
島
市
）
を
離
れ

た
の
は
、
大
学
淘
汰
の
時
代
に
あ
っ
て
県
内
全
域
か
ら
学
生
を
募
る
に
は
、

県
都
移
転
が
最
後
の
手
段
だ
っ
た
と
い
え
る
。
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
す
な

か
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
や
地
域
住
民
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
16

年
に
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
、
23
年
に
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
25
年
に
地
域
協

働
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
実
践
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
こ

と
な
ど
で
学
生
の
就
職
率
は
年
々
向
上
し
、
25
年
度
で
97
・
６
％
と
な
り
、

初
の
司
法
試
験
合
格
者
も
出
た
。
英
国
な
ど
海
外
の
５
大
学
と
交
流
協
定
を

結
び
、
長
期
留
学
生
を
派
遣
し
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ
っ
て
26

年
、
学
部
合
計
の
定
員
充
足
率
は
初
め
て
１
０
０
％
を
超
え
た
。
26
年
３
月

に
は
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
と
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
を
備
え
た
体
育
館
が
完
成
し
た
。

　
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学 

志
學
館
学
園
系
列
の
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
は

平
成
18
年
、
紫
原
か
ら
高
麗
町
の
鹿
児
島
学
芸
高
校
跡
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
逆
に
利
便
性
向
上
に
よ
る
学
生
確
保
を
目
指
し

た
。
昭
和
63
年
に
家
政
学
科
を
生
活
科
学
科
に
改
称
し
生
活
学
専
攻
と
食
物
栄
養
学
専
攻
を
置
い
て
い
た
が
、
平
成
７
年
に
生

活
学
専
攻
科
の
中
の
家
政
専
攻
を
生
活
科
学
専
攻
に
改
称
し
た
。
現
在
は
児
童
教
育
学
科
、
生
活
科
学
科
、
教
養
学
科
、
専
攻

科
（
児
童
教
育
、
生
活
科
学
、
食
物
栄
養
）
を
置
い
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
志
學
館
大
学
と
協
調
し
て
介
護
福
祉
士

ら
を
対
象
に
、
20
～
23
年
に
開
講
し
た
実
践
力
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
介
護
困
難
な
事
例
に
悩
む
現
場
で
働
く
社
会
人
に
と
っ 志學館大学
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て
、
心
理
的
支
援
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
介
護
技
術
学
び
直
し
の
場
に
な
っ
た
。
26
年
４
月
に
は
、
鹿
児
島
市
と
地
域
振
興
や
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
目
指
し
た
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
大
学
の
知
力
や
若
者
の
発
想
力
を
地
域
課
題
の
解
決
や
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
食
育
推
進
に
も
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
と
教
育
機

関
と
の
連
携
協
定
は
鹿
児
島
大
学
に
続
い
て
２
例
目
で
あ
っ
た
。

　
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学 

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
（
唐
湊
４
丁
目
）
は
平
成
元
年
に
家
政
科
を

生
活
学
科
に
名
称
変
更
し
、
英
語
科
と
の
２
科
と
し
た
う
え
で
、
生
活
学
科
内
に
生
活
学
専
攻
（
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
生

活
ク
リ
エ
イ
ト
コ
ー
ス
）
と
食
物
栄
養
専
攻
の
２
専
攻
を
設
置
し
た
。
14
年
に
は
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
（
現
薩
摩
川
内
市
）

と
連
携
し
て
、
生
活
学
科
内
に
こ
ど
も
学
専
攻
も
設
け
た
。
付
属
機
関
と
し
て
は
図
書
館
に
加
え
て
、
20
年
９
月
に
江
角
学
び

の
交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
江
角
学
び
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
人
間
科
学
研
究
所
（
８
年
設
置
）
と
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
（
14
年
設
置
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
61
年
設
置
）
の
活
動
を
見
直
し
て
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
地

域
人
間
科
学
研
究
所
と
生
涯
学
習
支
援
室
、
こ
ど
も
未
来
支
援
室
の
３
専
門
機
関
を
統
合
・
再
編
し
た
も
の
。
公
開
講
座
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
教
育
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
の
実
践
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

場
と
し
て
い
る
。
平
成
26
年
に
は
新
た
に
地
域
貢
献
推
進
室
が
設
置
さ
れ
た
。
16
年
に
は
体
験
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
英

語
教
育
が
、
県
内
で
初
め
て
文
部
科
学
省
の
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
。

　

鹿
児
島
国
際
大
学
と
志
學
館
大
学
、
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
は
12
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
履
修
し
た
科
目
を
卒
業
単
位

と
し
て
認
定
す
る
「
単
位
互
換
制
度
」
も
導
入
し
て
い
る
。
21
年
に
設
立
さ
れ
た
「
大
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
鹿
児
島
」
は

県
内
13
の
高
等
教
育
機
関
が
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
教
育
と
学
術
研
究
の
充
実
・
発
展
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
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く
り
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

　

鹿
児
島
市
内
に
あ
る
私
立
大
学
の
概
要
は
第
12
表
参
照
。

　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー 

昭
和
56
年
に
広
く
社
会
人
ら
に
大
学
教
育
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
放
送
大
学
学
園
法

が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
60
年
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
同
法
に
基
づ
く
「
特
別
な
学
校
法
人
」
で
文
部
科
学
省
と
総
務
省
が

共
同
管
理
す
る
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
授
業
を

行
う
生
涯
学
習
の
た
め
の
公
開
大
学
で
、
通
信
教
育
に
加
え
て
、
学
生
の
身

近
な
場
所
で
地
元
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
面
接
授
業
に
よ
っ
て
単
位
を
取

得
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
千
葉
市
に
置
か
れ
た
大
学
本
部
の
ほ
か
に
、
平
成

２
年
か
ら
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
が
順
次
各
地
に
設
置
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー

は
10
年
に
は
学
習
セ
ン
タ
ー
と
改
め
ら
れ
全
都
道
府
県
へ
の
設
置
が
完
了

し
た
。
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
も
10
年
４
月
、
鹿
児
島
市
山
下
町
の
旧
県
庁

東
別
館
に
開
所
し
、
10
月
か
ら
学
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
旧

県
警
察
本
部
庁
舎
に
仮
住
ま
い
し
た
後
、
15
年
に
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
た
の
に
伴
っ
て
同
セ
ン
タ
ー
４
階
に
移
転
し
た
。
教
養
学
部

と
大
学
院
が
あ
り
、
18
歳
か
ら
80
歳
を
越
え
た
年
配
者
ま
で
合
計
す
れ
ば
、

毎
年
１
８
０
０
人
前
後
が
学
士
や
修
士
号
の
修
得
に
努
め
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や
豊
か
な
教
養
を
身
に
着
け
よ
う
と
学
習
に
励
ん
で
い
る
。

放送大学（かごしま県民交流センター）
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第12表　鹿児島市内の私立の大学と短期大学� （平成26年５月現在、単位：人）
大学名 所在地 設置者 学部/大学院 学科 学生数

【大学・大学院】

鹿児島国際 坂之上８丁目 津曲学園

経済 経済・経営 1,199

福祉社会 現代社会・社会福祉・
児童 1,140

国際文化 国際文化・音楽 561
学部合計 2,900
経済学研究・
修士課程 地域経済政策 26

経済学研究・
博士課程 地域経済政策 3

福祉社会学研
究・修士課程 社会福祉学 13

福祉社会学・
博士課程 社会福祉学 14

国際文化研
究・修士課程 国際文化 36

同・博士課程 国際文化 12
大学院合計 104

志學館 紫原１丁
目 志學館学園

人間関係 心理臨床・人間文化 780
法 法律・法ビジネス 466
大学院 心理臨床学専攻 22

【短期大学】

鹿児島女子 高麗町 志學館学園

児童教育学

981生活科
教養学
専攻

鹿児島純心
女子 唐湊４丁目 鹿児島純心女子学園

生活学 524英語
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Ⅶ　

専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど

　

昭
和
60
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
と
円
高
を
契
機
に
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
景
気
に
突
入
し
た
が
、
平
成
２
年
に
入
る
と
、
株
価
や
地
価

の
暴
落
が
起
き
、
企
業
は
人
件
費
を
圧
縮
す
る
た
め
、
軒
並
み
新
規
採
用
の
抑
制
を
始
め
、
就
職
率
も
落
ち
込
ん
だ
。
就
職
難
の

な
か
大
学
へ
の
進
学
率
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
大
手
企
業
が
製
造
現
場
で
も
高
学
歴
者
へ
求
人
を
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
と
は
い
え
、
大
学
卒
の
雇
用
環
境
も
こ
の
時
期
著
し
く
悪
化
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
こ
の
就
職
氷
河
期
は
景
気

が
緩
や
か
に
回
復
す
る
に
つ
れ
、
い
っ
た
ん
は
持
ち
直
し
か
け
た
が
、
緊
縮
財
政
に
加
え
て
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
の
影
響
で
９

年
ご
ろ
再
び
就
職
状
況
は
悪
化
す
る
。
企
業
は
求
人
数
を
減
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
業
績
悪
化
や
競
争
激
化
か
ら
新
卒
者
を
育

成
す
る
余
裕
が
な
く
な
り
、
即
戦
力
を
求
め
る
風
潮
が
強
ま
っ
た
。
大
手
企
業
が
新
卒
者
を
厳
選
す
る
傾
向
を
強
め
る
一
方
で
、

中
小
企
業
に
は
人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
は
依
然
と
し
て
続
き
、
専
門
教
育
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
能
力
が
生
か
せ
る
、
希
望
通
り

の
仕
事
を
得
る
の
は
容
易
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
る
就
職
状
況
は
、
若
者
に
職
業
観
、
ひ
い
て
は
進
路
の

見
直
し
を
迫
っ
た
。各
学
校
は
学
生
確
保
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、キ
ャ
リ
ア
教
育
、職
業
教
育
に
力
を
傾
注
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
50
年
に
学
校
教
育
法
を
一
部
改
正
し
て
誕
生
し
た
教
育
施
設
が
専
修
学
校
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
「
学
校
教
育
に
類
す

る
教
育
を
行
う
も
の
」
と
し
て
各
種
学
校
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
各
種
学
校
の
う
ち
、
一
定
の
設
置
基
準
を
満
た
し
た

施
設
が
専
修
学
校
に
移
行
し
た
。
そ
の
教
育
目
的
は
「
職
業
も
し
く
は
実
際
生
活
に
必
要
な
能
力
を
育
成
し
、
ま
た
は
教
養
の

向
上
を
図
る
」
こ
と
に
あ
り
、
入
学
資
格
の
違
い
に
よ
っ
て
一
般
課
程
と
専
門
課
程
、
高
等
課
程
に
分
か
れ
、
う
ち
専
門
課
程

を
設
置
す
る
専
修
学
校
を
専
門
学
校
と
呼
ぶ
。
実
践
を
重
視
し
て
職
業
人
を
養
成
す
る
専
門
学
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
得
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す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
就
職
率
は
全
国
専
修
学
校
各
種
学
校
総
連
合
会
な
ど
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成
24

年
は
全
国
で
専
門
学
校
卒
は
77
・
４
％
と
大
学
卒
よ
り
13
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
短
期
大
学
卒
よ
り
６
・
62
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
鹿
児

島
県
内
の
専
門
学
校
卒
の
就
職
は
、
31
校
が
加
盟
す
る
鹿
児
島
県
専
修
学
校
各
種
学
校
協
会
加
盟
校
に
限
っ
て
も
88
・
６
％
で
、

全
国
平
均
を
さ
ら
に
11
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
24
年
、
全
国
の
専
門
学
校
入
学
者
の
う
ち
大
学
卒
業
者
は
８
・
８
％
を
占
め
、

２
万
３
千
人
を
超
え
た
。
大
学
中
途
退
学
者
が
再
入
学
す
る
例
や
、
大
学
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
専
修
学
校
専
門
課
程
で
学
ぶ
ダ

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
選
ぶ
者
は
バ
ブ
ル
期
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
就
職
氷
河
期
を
迎
え
た
こ
ろ
か
ら
次
第
に
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
即
戦
力
を
期
待
す
る
社
会
、
企
業
の
空
気
を
感
じ
取
っ
た
若
者
の
就
職
観
の
変
化
だ
ろ
う
。

　
専
門
士
制
度 

学
校
教
育
法
の
第
１
条
に
定
め
ら
れ
た
学
校
で
な
い
た
め
、
専
修
学
校
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
っ
た
が
、

設
置
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
平
成
６
年
に
専
門
士
制
度
、
17
年
に
は
高
度
専
門
士
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
専
門
士
に
は
大
学
に
編
入
学
す
る
資
格
が
与
え
ら
れ
、
修
業
年
限
４
年
以
上
で
総
授
業
時
間
３
４
０
０
時
間
以
上
な

ど
を
満
た
し
た
高
度
専
門
士
に
は
大
学
院
入
学
資
格
を
与
え
ら
れ
る
。
卒
業
し
て
国
家
公
務
員
に
な
っ
た
高
度
専
門
士
の
場
合
、

初
任
給
な
ど
の
基
準
は
大
学
卒
並
み
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
き
た
。
鹿
児
島
県
内

で
は
25
年
度
の
高
校
卒
業
者
１
万
６
４
４
７
人
の
う
ち
、
３
４
２
５
人
が
専
修
学
校
専
門
課
程
に
、
１
１
１
８
人
が
専
修
学
校
一

般
課
程
に
進
ん
で
お
り
、全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
。
鹿
児
島
市
の
高
等
学
校
卒
業
者
に
限
っ
た
進
路
状
況
は
第
10
表
を
参
照
。

　

県
内
に
は
26
年
５
月
現
在
、
私
立
と
公
立
合
わ
せ
て
専
修
学
校
は
44
校
、
各
種
学
校
は
３
校
あ
り
、
そ
の
７
割
が
集
中
す
る

鹿
児
島
市
に
は
専
修
学
校
が
休
校
中
を
含
め
て
32
校
（
生
徒
数
６
４
９
５
人
）
で
、
各
種
学
校
は
姿
を
消
し
た
。
鹿
児
島
県
専

修
学
校
各
種
学
校
協
会
は
21
年
か
ら
会
員
校
が
連
携
し
て
「
し
ご
と
フ
ェ
ア
～
わ
く
わ
く
夢
探
し
」
を
毎
年
３
月
に
開
催
し
、
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進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
進
路
相
談
に
努
め
て
い
る
。
23
年
に
は
協
会
内
に
鹿
児
島
県
進
路
支
援

セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
た
。

　

専
修
学
校
は
小
規
模
校
が
多
く
、
小
回
り
の
利
い
た
学
校
経
営
を
し
や
す
い
。
実
社
会
の
動
向
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
め
る
強
み
が
あ
る
。
設
置
学
科
に
も
そ
の
傾
向
が
表
れ
て
お
り
、
昭
和
50
年
ご
ろ
ま
で
は
半
数
を
占
め
て
い
た

服
飾
、
家
政
は
平
成
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
次
第
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
模
様
替
え
し
た
。
鹿
児
島
市
内
の
専
修
学

校
・
各
種
学
校
の
課
程
別
生
徒
数
の
推
移
か
ら
は
看
護
系
が
１
２
０
０
人
前
後
、
理
美
容
系
が
４
０
０
人
前
後
で
ほ
ぼ
一
定
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
平
成
15
年
に
は
商
業
簿
記
は
激
減
、
情
報
、
Ｉ
Ｔ
を
含
む
商
業
実
務
に
変
わ
り
、
介
護
な
ど
福
祉
分
野

は
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
生
徒
数
も
増
加
し
た
。
鹿
児
島
市
内
の
専
修
学
校
・
各
種
学
校
も
こ
う
し
た
領
域
を
強
化
し

て
お
り
、
原
田
学
園
や
赤
塚
学
園
と
い
っ
た
学
校
法
人
が
専
門
領
域
を
分
か
り
や
す
く
表
し
た
学
校
名
で
独
立
し
て
認
可
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
第
13
表
参
照
）

　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校 

昭
和
53
年
に
開
設
さ
れ
た
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
園
芸
学
部
は
上
福
元
町
に
設
け
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
本
部
が
牧
園
町
に
あ
る
ほ
か
県
内
５
カ
所
に
点
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
に
吹
上
町
（
現
日
置
市
）

に
移
転
・
集
約
さ
れ
た
。
18
年
に
県
農
業
試
験
場
な
ど
と
一
体
化
し
て
「
鹿
児
島
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
再
編
・
統

合
す
る
こ
と
で
、
農
業
技
術
開
発
と
担
い
手
育
成
を
図
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
意
図
も
あ
っ
た
。
移
転
に
際
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
畜
産
工
学
、
畜
産
、
園
芸
、
茶
業
、
果
樹
の
５
学
部
は
畜
産
学
部
（
肉
用
牛
、
酪
農
、
養
豚
の
３
コ
ー
ス
）
と
農
学
部
（
野

菜
、
花
き
、
茶
業
、
果
樹
の
４
コ
ー
ス
）
に
再
編
し
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
科
を
設
け
た
。
少
子
化
が
進
む
な
か
、
非
農
家
出
身
者

に
も
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
定
員
充
足
率
に
歯
止
め
を
か
け
る
狙
い
か
ら
、
19
年
に
は
学
校
教
育
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法
に
基
づ
く
専
修
学
校
の
資
格
を
取
得
し
た
。

第13表　鹿児島市内にある専修学校� （単位：人）
学校名 所在地 認可年 総定員

野村服飾専門 下荒田３丁目 昭和52年 115
タラ美容福祉専門 上荒田町 昭和52年 152
南洲スポーツ＆ビジネスCocoro専門 荒田１丁目 昭和51年 180
鹿児島高等看護学院 永吉１丁目 昭和51年 60
鹿児島中央看護専門 泉町 昭和52年 120
鹿児島医療法人協会立看護専門 中山町 昭和56年 120
鹿児島歯科学院専門 照国町 昭和55年 216
鹿児島鍼灸専門 高麗町 昭和55年 60
今村学園ライセンスアカデミー 新屋敷町 昭和51年 310
城西プロフェッショナル 薬師１丁目 昭和51年 80
鹿児島県理容美容専門 加治屋町 昭和51年 160
鹿児島工学院専門 五ケ別府町 昭和53年 370
ＫＣＳ鹿児島情報専門 郡元１丁目 昭和59年 440
第一東大医進予備校（休校） 上荒田町 昭和53年 　　－
鹿児島英語専修 田上１丁目 昭和56年 210
鹿児島情報ビジネス専門 東千石町 昭和62年 400
鹿児島キャリアデザイン専門 谷山中央２丁目 昭和63年 1,050
鹿児島医療福祉専門 田上８丁目 平成元年 705
南九州医療秘書福祉専門 荒田１丁目 平成４年 150
久木田学園看護専門 本名町 平成５年 150
鹿児島医療技術専門 平川町 平成５年 1,520
鹿児島公務員専修 田上１丁目 平成５年 60
鹿児島外語学院 下荒田４丁目 平成５年 45
鹿児島高等予備校 高麗町 平成５年 450
鹿児島レディスカレッジ 加治屋町 平成９年 140
鹿児島医療事務専門 武２丁目 平成９年 80
鹿児島県美容専門 鴨池２丁目 平成11年 320
タラデザイン専門 上荒田町 平成13年 90
北九州予備校鹿児島校 西田１丁目 平成16年 560
独立病院機構鹿児島医療センター
付属鹿児島看護 下伊敷１丁目 平成16年 240

鹿児島動物専門 東谷山２丁目 平成18年 360
タラ看護専門 上荒田町 平成22年 145
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高
齢
化
や
国
際
化
、
情
報
化
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
従
来
の
「
青
少
年
お
よ
び
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
教
育
活

動
」
と
い
う
社
会
教
育
の
概
念
に
変
革
を
迫
っ
た
。
昭
和
40
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
「
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
統
合
す
る
こ
と
が

生
涯
教
育
の
基
本
的
原
理
」
と
の
考
え
を
示
し
た
こ
と
も
大
き
い
。
政
府
は
臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
62
年
に
教
育

改
革
推
進
大
綱
を
定
め
、
生
涯
学
習
体
制
の
整
備
を
閣
議
決
定
し
た
。
63
年
に
は
文
部
省
に
生
涯
学
習
局
が
新
設
さ
れ
る
。
そ

れ
以
降
は
、
従
来
の
社
会
教
育
か
ら
、
学
校
教
育
を
含
め
た
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
ま
で
領
域
は
広
が
り
、
乳
幼
児
期

か
ら
高
齢
期
ま
で
、
自
ら
の
自
由
な
発
想
で
主
体
的
に
行
う
生
涯
学
習
が
潮
流
と
な
っ
て
い
く
。

Ⅰ　

生
涯
学
習

　

鹿
児
島
県
は
平
成
元
年
に
教
育
委
員
会
内
に
生
涯
学
習
推
進
班
を
発
足
さ
せ
、
４
年
２
月
に
「
か
ご
し
ま
県
民
大
学
」
実
現

に
向
け
た
指
針
と
な
る
生
涯
学
習
推
進
大
綱
を
制
定
す
る
。
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
も
同
年
４
月
、
社
会
教
育
課
を
廃
し
て
生

涯
学
習
課
と
文
化
課
を
新
設
し
た
。
10
月
に
は
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
成
る
生
涯
学
習
推
進
会
議
を
設
置
す
る
。
縦
割
り
行
政

の
壁
を
越
え
て
各
分
野
の
連
携
と
調
整
を
図
る
の
が
目
的
で
、
約
60
人
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
会
合
で
は
、
学
習
意
欲
を
引
き

出
す
ソ
フ
ト
面
を
重
視
し
よ
う
と
の
指
摘
の
ほ
か
、
中
核
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
を
整
備
す
る
構
想
も
示
さ
れ
た
。
鹿

児
島
市
は
６
年
３
月
に
策
定
し
た
第
三
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
で
、
基
本
目
標
の
一
つ
に
「
豊
か
な
心
と
個
性
が
は
ぐ
く
ま
れ

る
ま
ち
」
づ
く
り
を
掲
げ
、
生
涯
を
通
じ
て
市
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
す



第
四
編　

教　
　
　
　

育

九
八
四

と
し
た
。
そ
の
た
め
の
生
涯
学
習
推
進
大
綱
も
策
定
さ
れ
、
①
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
推
進
体
制
の
整
備
、
②
学
ぶ
喜

び
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
社
会
教
育
の
充
実
、
③
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
の
推
進
―
の
三
つ
を
柱
に
据
え

た
。
市
民
が
主
体
的
、
創
造
的
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
関
連
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
、
指
導
者
の

育
成
・
確
保
策
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
」
基
盤
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

市
民
一
人
一
芸
、
一
学
習
、
一
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
方
向
は
定
ま
り
、
市
民
の
学
び
の
場
を
市
内
全
域
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
そ

の
連
携
と
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
生
涯
学
習
の
動
向 
授
け
ら
れ
る
と
い
う
語
感
の
（
教
育
）
よ
り
（
学
習
）
と
い
う
自
発
性
を
重
視
し
た
生
涯
学
習
へ
の
転

換
の
流
れ
を
受
け
、
従
来
、
鹿
児
島
市
社
会
教
育
大
会
の
名
称
で
開
か
れ
て
き
た
催
し
は
平
成
３
年
２
月
か
ら
生
涯
学
習
推
進

大
会
と
な
り
、
翌
年
に
は
２
日
間
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
名
称
を
変
え
、
25
年
２
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
別
個
に
開

い
て
き
た
男
女
共
同
参
画
部
門
の
イ
ベ
ン
ト
と
統
合
し
て
開
催
す
る
サ
ン
エ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
に
衣
替
え
し
た
。
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
作
品
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
行
っ
て
い
る
。
７
年
９
月
に
は
第
１
回
生
涯
学
習
講
演
会
が
開
か
れ
、
み
な
み
ら
ん

ぼ
う
、
外
山
滋
比
古
の
両
氏
が
招
か
れ
た
。
そ
の
後
、
20
年
ま
で
14
回
続
い
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
ユ
ニ
ー
ク
な
特
技
を
持
っ
た
人
材
の
活
用
を
目
指
し
た
「
わ
が
ま
ち
の
名
人
」
活
用
事
業
が
平
成
２
年
に
始

ま
っ
た
。
料
理
や
芸
能
、
日
曜
大
工
と
い
っ
た
身
近
な
技
を
持
つ
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
に
還
元
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い

で
初
年
度
は
８
校
区
が
名
乗
り
を
上
げ
た
。
名
人
は
徐
々
に
増
え
続
け
、
10
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
地
域
公
民
館
で
行
う
市

民
は
つ
ら
つ
得
意
技
講
座
は
同
じ
よ
う
な
意
図
で
自
主
講
座
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
役
を
務
め
て
い
る
。

　

24
年
に
策
定
さ
れ
た
第
五
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
で
は
、
生
涯
学
習
の
原
点
と
し
て
の
家
庭
教
育
、
基
盤
と
し
て
の
学
校
教
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育
、
実
践
の
場
と
し
て
の
社
会
教
育
の
一
層
の
充
実
と
連
携
を
図
り
、
市
民
の
学
び
の
場
を
市
内
全
域
に
広
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
そ
の
体
系
化
を
進
め
る
と
し
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
中
央
教
育
審
議
会
が
20
年
２
月
に
出
し
た
「
新
し
い
時
代
を

切
り
拓
く
生
涯
学
習
の
振
興
方
策
」
で
あ
る
。
今
後
配
慮
し
て
い
く
べ
き
視
点
と
し
て
、
①
「
個
人
の
要
望
」
と
「
社
会
の
要

請
」
の
バ
ラ
ン
ス
、
②
「
継
承
」
と
「
創
造
」
等
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
目
指
す
、
③
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
施
策
を
推
進
す
る
、
の
三
つ
を
強
調
し
た
。
第
五
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
も
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
た
上

で
、
学
習
成
果
が
適
切
に
生
か
さ
れ
る
と
と
も
に
自
己
実
現
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
家
庭
の
教

育
力
を
高
め
る
た
め
、
子
育
て
に
関
す
る
講
座
の
開
設
や
子
育
て
を
支
援
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
や
、
鹿
児
島
市
の
特

徴
で
あ
る
校
区
公
民
館
活
動
を
軸
に
、
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。
学
習
成

果
を
生
か
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
仲
間
づ
く
り
や
豊
か
な
人
間
形
成
に
役
立

ち
、
学
習
活
動
を
核
に
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
で
、
そ
の
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
る
と
し
た
。

　

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
と
関
わ
り
の
深
い
社
会
教
育
団
体
は
次
の
と
お
り
。

　
【
青
少
年
団
体
】
鹿
児
島
市
青
年
教
養
セ
ミ
ナ
ー
連
絡
協
議
会
、
鹿
児
島
市
あ
い
ご
子
ど
も
会
、
鹿
児
島
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
利
用
者
友
の
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
市
連
絡
会
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県
連
盟
、
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

鹿
児
島
海
洋
少
年
団
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
コ
ア
ラ
、
鹿
児
島
青
年
会
議
所
、
鹿
児
島
杉
の
子
会
、
鹿
児
島
法
人
会
青

年
部
、
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
【
成
人
団
体
】　

鹿
児
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
鹿
児
島
市
あ
い
ご
会
連
合
会
【
女
性
団
体
】

鹿
児
島
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、
鹿
児
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
懇
談
会
、
鹿
児
島
市
生
活
学
校
運
動
連
絡
会
【
文
化
団

体
】
鹿
児
島
市
芸
術
文
化
協
会
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国
は
平
成
13
年
に
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
、
鹿
児
島
県
図
書
館
協
会
は
15
年
に
「
毎
月
23

日
は
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」
の
推
進
を
決
議
し
て
い
る
。
県
も
16
年
に
鹿
児
島
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を

策
定
し
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
鹿
児
島
市
は
18
年
３
月
に
鹿
児
島
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
、
子
ど
も
た
ち
が

あ
ら
ゆ
る
機
会
、
場
所
で
主
体
的
に
読
書
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
と
推
進
体
制
の
整
備
、
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。
５
年
間
の

第
一
次
推
進
計
画
期
間
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
職
員
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
お
は
な
し
会
と
い
っ
た
多
彩
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
、
１
カ
月
当
た
り
の
読
書
量
は
18
年
度
小
学
校
で
14
・
４
冊
だ
っ
た
の
が
22
年
度
19
・
６
冊
に
、
中
学
校
で
も
４･

４
冊
が
５･

９
冊
に
増
加
し
、
国
、
県
平
均
を
上
回
っ
た
。
図
書
貸
出
・
管
理
シ
ス
テ
ム
が
す
べ
て
の
市
立
校
に
整
備
さ
れ
、

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
読
書
活
動
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
成
果
や
課
題
を

踏
ま
え
て
23
年
３
月
に
は
鹿
児
島
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
が
改
定
さ
れ
た
。
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
の
読
書
活
動
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
望
ま
し
い
読

書
活
動
を
目
指
し
て
、
日
常
的
に
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
施
設
や
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
連
携
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
毎
年
10
月
27
日
～
11
月
９
日
を
「
さ
つ
ま
っ
子
読
書
週
間
」
に
設
定
し
、啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

成
長
の
早
い
段
階
か
ら
絵
本
に
触
れ
さ
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
そ
う
と
い
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
１
９

９
２
（
平
成
４
）
年
に
英
国
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
運
動
を
鹿
児
島
市
も
平
成
19
年
４
月
に
取
り
入
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
た
め

保
健
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
０
歳
児
に
、
５
種
類
の
本
の
中
か
ら
１
冊
を
贈
る
事
業
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
集
い
」
が
活
発
化
す
る
波
及
効
果
も
あ
っ
た
。
写
真
立
て
な
ど
を
贈
っ
て
い
た
市
の
出
生
記

念
品
は
24
年
に
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
絵
本
に
一
本
化
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
読

書
活
動
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生
涯
学
習
プ
ラ
ザ 

鹿
児
島
市
は
平
成
８
年
度
に
生
涯
学
習
と
男
女
共
同
参
画
活
動
を
支
援
す
る
施
設
を
複
合
化
す
る
基
本

構
想
を
策
定
し
た
。
事
業
の
柱
は
学
習
、
情
報
提
供
、
市
民
活
動
の
支
援
、
相
談
、
調
査
・
研
究
の
５
つ
。
地
上
５
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
８
５
０
３
平
方
㍍
の
建
物
は
荒
田
１
丁
目
の
樟
南
高
校
跡
地
に
完
成
し
、
13
年
１
月
25
日
に
開
館
記
念
式
が
行
わ

れ
た
。
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
と
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
て
サ
ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま
と
命
名
さ
れ
た
施
設
は
、
４
０
０

人
収
容
の
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
、
工
芸
・
洋
裁
・
華
道
・
調
理
実
習
の
た
め
の
工
房
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
学
習
室
な
ど
を
備
え
る
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
系
の
端
末
が
約
70
台

設
置
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
施
設
と
公
民
館
な
ど
を
結
ぶ
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
（
遠
隔
学
習
シ
ス
テ
ム
）
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
開
館
以
来
の
年
間
入

館
者
は
40
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
25
年
１
月
に
は
５
０
０
万
人
の
大
台
に

到
達
し
た
。
25
年
度
の
主
催
講
座
は
36
あ
り
、
プ
ラ
ザ
に
登
録
す
る
団
体
は
１
１

７
団
体
に
上
る
。
地
域
公
民
館
、
校
区
公
民
館
な
ど
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

も
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
25
年
度
は
市
民
１
人
当

た
り
２
・
３
回
、
プ
ラ
ザ
か
地
域
公
民
館
を
利
用
し
た
計
算
に
な
る
。
サ
ン
エ
ー

ル
か
ご
し
ま
や
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
、
地
域
公
民
館
な
ど
の
施
設
の
利
用
申
し
込
み

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
で
き
る
鹿
児
島
市
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム

（
キ
ュ
ー
ト
ピ
ア
・
ネ
ッ
ト
）
も
開
館
と
同
時
に
稼
働
し
た
。
手
続
き
が
簡
便
化

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
各
施
設
の
紹
介
や
申
し
込
み
状
況
も
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

サンエールかごしま
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閲
覧
が
可
能
で
、
25
年
度
末
ま
で
に
延
べ
５
万
４
千
件
以
上
の
利
用
登
録
が
さ
れ
た
。

　
地
域
公
民
館 

昭
和
40
年
代
以
降
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
の
整
備
は
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
地
域
公
民

館
は
中
核
施
設
と
な
る
中
央
公
民
館
に
加
え
て
、
鴨
池
公
民
館
、
城
西
公
民
館
、
谷
山
市
民
会
館
、
吉
野
公
民
館
、
伊
敷
公
民

館
、
武
・
田
上
公
民
館
、
東
桜
島
公
民
館
で
平
成
に
入
る
ま
で
に
整
備
を
終
え
た
。
し
か
し
、
大
型
団
地
の
造
成
が
進
ん
だ
地

域
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り
20
年
10
月
、
中
山
町
に
谷
山
北
公
民
館
が
開
館
し
た
。
鴨
池
公
民
館
の
建
て
替
え
か
ら
す
る
と
20

年
ぶ
り
の
地
域
公
民
館
建
設
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
兼
体
育
館
に
加
え
、
５
万
冊
を
収
蔵
す
る
図
書
室
を
併
設
し
、
図
書
室
サ
ポ
ー

タ
ー
制
を
導
入
、
ま
た
視
聴
覚
室
に
お
い
て
は
情
報
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
の
が
特
色
だ
。
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
こ
と
が
奏

功
し
、開
館
６
年
足
ら
ず
で
入
館
者
は
１
０
０
万
人
を
超
え
た
。
合
併
町
分
と
合
わ
せ
て
地
域
公
民
館
は
14
カ
所
体
制
と
な
り
、

う
ち
喜
入
公
民
館
は
支
所
の
建
て
替
え
に
伴
っ
て
、
23
年
10
月
に
複
合
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
（
地
域
公
民
館
の
概
要
は
第

１
表
を
参
照
）。
避
け
が
た
い
施
設
の
老
朽
化
を
防
ぎ
、
機
能
を
高
め
る
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
25
年
５
月
に
谷
山
市
民
会

館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
内
装
を
改
め
、
８
月
に
は
中
央
公
民
館
の
外
壁
の
塗
り
直
し
を
行
っ
た
。
26
年
４
月
に
は
城

西
公
民
館
の
ト
イ
レ
と
渡
り
廊
下
、
内
装
な
ど
の
改
築
を
行
っ
た
。

　

各
地
域
公
民
館
は
市
教
育
委
員
会
か
ら
配
置
さ
れ
る
職
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
運
営
審
議
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

審
議
会
委
員
は
学
校
・
社
会
・
家
庭
な
ど
の
教
育
関
係
者
と
学
識
経
験
者
が
委
嘱
さ
れ
、
年
に
２
、
３
回
の
協
議
を
行
う
。
各

館
４
～
９
人
の
委
員
が
い
て
、
26
年
は
14
館
合
計
で
96
人
と
な
っ
て
お
り
、
半
数
を
超
え
る
50
人
が
女
性
で
あ
る
。
ど
の
館
も

冷
暖
房
が
整
い
、
研
修
室
や
視
聴
覚
室
、
調
理
室
な
ど
完
備
し
て
お
り
、
少
年
、
親
子
、
家
庭
教
育
、
青
年
・
成
人
、
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
各
種
講
座
を
設
け
て
、
市
民
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
こ
た
え
て
い
る
。
桜
島
公
民
館
は
豊
か
な
郷
土
素
材
を
有
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第１表　鹿児島市の地域公民館
（平成25年度、延べ面積＝単位：㎡、利用者数＝単位：人）

名　称 所在地 延べ面積 内　容 講座数 利用者数

中央公民館 山下町 3,478
中会議室３、和室・小
会議室、ホール、市民
ルーム、陶芸室など

37 90,784

鴨池公民館 鴨池２丁目 1,761
研修室３、ホール兼体
育館、視聴覚室、幼児
室など

41 149,338

城西公民館 草牟田１丁
目 2,095

会議室３、ホール兼体
育館、図書室、健康づ
くり学習室など【改修
工事あり】

41 19,418

谷山市民会館 谷山中央３
丁目 2,227

ホール、和室、会議室
４、視聴覚室、読み聞
かせ室など

47 153,689

吉野公民館 吉野町 2,197
会議室４、ホール兼体
育館、図書室、郷土学
習室など

35 118,983

伊敷公民館 伊敷５丁目 1,936
研修室４、ホール兼体
育館、図書室、和室２、
焼成室など

39 105,555

武・田上公民館 西別府町 1,933
研修室４、ホール兼体
育館、図書室、和室２、
幼児室など

38 86,511

東桜島公民館 東桜島町 620 研修室、図書室、調理室、和室など 22 8,336

吉田公民館 本城町 910
会議室２、図書室、和
室２、ホール、調理室
など

28 19,562

桜島公民館 桜島横山町 1,090 会議室、図書室、和室、ホール、相談室など 21 20,796

喜入公民館 喜入町 1,532
研修室３、図書室、和
室、幼児室、視聴覚室、
調理室など

26 34,517

松元公民館 上谷口町 1,986
会議室、図書室、ホー
ル、研修室、健康増進
室など

36 45,607

郡山公民館 郡山町 1,423
会議室２、図書室、和
室、ホール、相談室な
ど

31 32,863

谷山北公民館 中山町 2,516
会議室４、図書室、ホー
ル兼体育館、視聴覚室
など

42 170,007
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効
活
用
し
た
講
座
事
業
を
展
開
し
、
喜
入
公
民
館
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
積
極
的
に
推
進
し
、
東
桜
島
公
民
館
は
文
化
祭
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
地
域
活
性
化
を
図
り
、
松
元
公
民
館
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
谷
山
北
公
民
館
は
各
団

体
と
連
携
し
た
読
書
活
動
が
充
実
し
、
吉
田
公
民
館
は
子
ど
も
読
書
活
動
に
定
評
が
あ
る
。
こ
う
し
た
公
民
館
活
動
は
、
地
域

住
民
の
学
習
活
動
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
、
鴨
池
公
民
館
（
４
年
）、
東
桜
島
公
民
館
（
13
年
）、
城
西
公
民
館
（
17

年
）、
吉
田
公
民
館
（
21
年
）、
桜
島
公
民
館
（
23
年
）、
喜
入
公
民
館
（
24
年
）、
谷
山
北
公
民
館
（
25
年
）
が
文
部
科
学
大
臣

表
彰
に
輝
い
た
。
地
域
公
民
館
に
は
４
年
度
か
ら
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
個
人
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
学
校
・
地
域

と
連
携
し
た
指
導
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
家
庭
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
25
年
度
に
各
地
域
公
民
館
が
開
い

た
講
座
数
は
、
合
計
で
４
８
４
講
座
に
上
る
。
ま
た
講
座
受
講
生
を
母
体
に
結
成
さ
れ
た
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
14
館
合
計
の

数
と
人
数
は
文
化
活
動
が
３
４
１
グ
ル
ー
プ
、
５
２
１
３
人
、
体
育
活
動
が
１
９
２
グ
ル
ー
プ
、
４
４
４
６
人
に
達
し
、
活
況

を
呈
し
て
い
る
。
合
計
利
用
件
数
は
約
17
万
件
、
利
用
者
は
１
０
５
万
人
で
、
市
立
図
書
館
と
の
連
携
で
貸
し
出
さ
れ
た
図
書

は
93
万
冊
を
超
え
た
。

　
校
区
公
民
館 

小
学
校
校
区
ご
と
に
整
備
さ
れ
る
校
区
公
民
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
委
員
長
・
副
委
員
長
各
１
人
と
委
員
17
人
、

主
事
１
人
か
ら
な
る
運
営
審
議
会
の
主
導
で
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
区
ご
と
に
設
け
ら
れ
た

特
徴
を
生
か
し
て
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
を
図
る
一
方
で
、
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
で
青

少
年
の
健
全
育
成
と
い
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
当
初
は
余
裕
教
室
や
プ
レ
ハ
ブ
を
利
用
し
て
い
た
が
、

昭
和
60
年
度
か
ら
鉄
筋
２
階
建
て
の
施
設
を
年
次
的
に
整
備
し
、
旧
市
域
58
校
区
に
は
平
成
６
年
度
ま
で
に
設
置
を
終
え
た
。

16
年
の
合
併
に
よ
っ
て
増
え
た
校
区
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
18
年
に
春
山
校
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区
と
郡
山
校
区
、
19
年
に
南
方
校
区
、
20
年
に
花
尾
校
区
と
松
元
校
区
、
21
年
に
石
谷
校
区
、
東
昌
校
区
、
桜
洲
校
区
と
い
っ

た
具
合
に
建
設
を
進
め
、
全
79
校
区
に
整
っ
た
。
25
年
度
に
校
区
公
民
館
が
開
設
し
た
学
級
は
合
計
で
女
性
学
級
65
、
成
人
学

級
71
で
、
校
区
文
化
祭
や
運
動
会
、
歩
こ
う
会
、
郷
土
芸
能
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
も
多
い
。
ま
た
市
内
の
小
・

中
学
校
と
校
区
公
民
館
が
開
設
し
た
社
会
学
級
を
合
計
す
る
と
、
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
５
６
２
４
、
成
人
学
級
２
３
７
５
、

女
性
学
級
２
２
３
３
、
中
学
校
家
庭
教
育
学
級
２
４
９
３
、
父
親
セ
ミ
ナ
ー
９
３
７
に
上
る
。

　
文
化
工
芸
村 
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
市
民
が
陶
芸
、
木
工
芸
な
ど
の
創
作
に

親
し
み
な
が
ら
、互
い
の
交
流
を
図
る
た
め
、西
別
府
町
の
西
郷
野
屋
敷
跡
に
「
か

ご
し
ま
文
化
工
芸
村
」
が
16
年
11
月
５
日
に
開
所
し
た
。
西
郷
野
屋
敷
跡
を
含
む

敷
地
は
面
積
約
５
・
２
㌶
あ
り
、
木
造
平
屋
建
て
の
施
設
は
延
べ
９
５
６
平
方
㍍

で
陶
芸
と
木
工
芸
の
ア
ト
リ
エ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
七
宝
焼
な
ど
の
手
芸
全
般
の

た
め
の
自
由
工
房
を
備
え
る
。
成
人
や
子
ど
も
、
女
性
向
け
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
の
ほ
か
、
春
と
秋
に
は
創
作
が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
作
品
展

示
も
行
っ
て
い
る
。
開
所
以
来
の
年
間
施
設
利
用
者
は
２
万
人
を
超
え
て
お
り
、

そ
の
他
の
利
用
を
加
え
る
と
３
万
人
前
後
が
訪
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
施
設 

昭
和
62
年
に
開
館
し
た
山
下
町
の
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に

は
四
つ
の
研
修
室
を
備
え
た
女
性
会
館
（
延
べ
床
面
積
２
２
５
平
方
㍍
）
と
、
体

育
室
や
図
書
連
絡
室
、サ
ー
ク
ル
活
動
室
、研
修
室
な
ど
を
備
え
た
青
年
会
館
（
同

かごしま文化工芸村
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１
４
７
５
平
方
㍍
）
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
講
座
や
講
習
会
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
促
進
な
ど
の
た
め

活
用
さ
れ
て
い
る
。
鴨
池
２
丁
目
に
昭
和
55
年
に
開
館
し
た
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
（
同
１
０
９
２
平
方
㍍
）
と
昭
和
49
年
開
館

の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
同
１
６
５
６
平
方
㍍
）
は
長
い
歴
史
を
持
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
多
彩
な
長
期
・
短
期
の
講
座
を
持
つ
ほ
か
、

相
談
事
業
や
広
報
活
動
、自
主
活
動
ク
ラ
ブ
の
育
成
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
多
彩
な
講
座
や
活
発
な
催
し
で
利
用
者
が
多
い
。

　

平
川
町
の
錦
江
湾
公
園
に
国
立
天
文
台
野
辺
山
宇
宙
電
波
観
測
所
（
長
野
県
）
か
ら
直
径
６
㍍
の
ミ
リ
波
電
波
望
遠
鏡
が
移

設
さ
れ
た
の
を
機
に
、鹿
児
島
市
が
造
っ
た
宇
宙
学
習
室
が
平
成
５
年
11
月
開
所
し
た
。
平
屋
で
約
１
８
０
平
方
㍍
の
施
設
で
、

子
ど
も
た
ち
の
宇
宙
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
大
き
く
広
げ
、
市
民
の
星
空
観
測
会
に
も
利
用
さ
れ
る
。
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
模
型
も
設

置
さ
れ
た
公
園
に
は
、
６
年
に
は
日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
型
複
合
遊
具
も
寄
贈
さ
れ
た
。

Ⅱ　

青
少
年
育
成

　

昭
和
50
年
、
吉
野
町
に
開
所
し
た
少
年
自
然
の
家
は
平
成
元
年
の
利
用
者
が
７
万
４
５
１
６
人
に
達
し
た
。
し
か
し
、
以
降

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
25
年
度
は
４
万
５
１
４
８
人
（
う
ち
学
校
利
用
１
万
４
０
７
８
人
）
の
利
用
で
、
６
割
以
上
が
日
帰
り

だ
っ
た
。
青
少
年
が
野
外
活
動
や
自
然
観
察
、
勤
労
生
産
活
動
、
集
団
宿
泊
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
心
身
を
鍛
錬
し
、
情
操

や
社
会
性
の
涵
（
か
ん
）
養
を
図
る
た
め
に
造
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
が
重
要
と
し
て
、
新
規
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
・
学
習
に
工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
25
年
度
は
次
世
代
を
切
り
拓
く
青
少
年
育
成
事

業
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
長
期
宿
泊
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
自
然
環
境
の
中
で
宿
泊
学
習
や
野
外
活
動
が
で
き
る
教
育
施
設
と
し
て
、
昭
和
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62
年
に
開
所
し
た
五
ケ
別
府
町
の
宮
川
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
体
力
づ
く
り
や
創
作
活
動
な
ど
の
用
具
も
整
っ
て
い
て
、
自
主

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
で
き
る
。
開
所
年
の
利
用
者
こ
そ
１
万
５
千
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
２
万
人
を
超
え
、
平
成
25
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
利
用
者
も
各
年
２
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

　
冒
険
ラ
ン
ド
い
お
う
じ
ま 

ロ
マ
ン
と
野
趣
た
っ
ぷ
り
の
南
の
島
を
拠
点
に
、
青
少
年
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
っ
て

も
ら
お
う
と
、
鹿
児
島
市
は
三
島
村
硫
黄
島
に
平
成
16
年
７
月
27
日
に
、
冒
険
ラ
ン
ド
い
お
う
じ
ま
を
開
所
し
た
。
敷
地
は
２

万
１
千
平
方
㍍
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
組
み
立
て
ハ
ウ
ス
各
４
棟
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
延
べ
床
面
積
７
２
７
平
方
㍍
で
、
宿
泊

定
員
は
１
５
０
人
。
施
設
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
豊
か
な
自
然
に
加
え
て
島
民
や

暮
ら
し
、
史
跡
ま
で
ひ
っ
く
る
め
て
島
全
体
を
体
験
活
動
の
場
と
と
ら
え
た
。

三
島
村
も
地
域
交
流
に
役
立
て
た
い
と
積
極
的
に
協
力
す
る
。
離
島
の
自
然
体

験
施
設
は
、
も
と
も
と
は
桜
島
の
南
西
に
浮
か
ぶ
沖
小
島
に
建
設
す
る
計
画
で

11
年
に
島
を
民
間
か
ら
購
入
し
た
が
、
希
少
な
鳥
類
な
ど
生
態
系
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
断
念
、
硫
黄
島
に
変
更
し
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、
片
道
約
４

時
間
か
か
る
週
３
便
の
定
期
船
が
頼
り
で
、
利
用
期
間
（
３
月
20
日
か
ら
11
月

末
ま
で
）
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
利
用
者
は
19
年
度
に
４
千
人

を
超
え
た
も
の
の
、
減
少
傾
向
で
25
年
は
２
２
２
２
人
で
あ
っ
た
。
中
学
や
高

校
の
部
活
動
や
集
団
宿
泊
学
習
等
の
利
用
を
促
進
す
る
の
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
18
年
度
か
ら
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
３
泊
４
日
の

冒険ランドいおうじま
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わ
く
わ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ⅲ　

図
書
館

　

運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
鴨
池
・
与
次
郎
地
区
に
、
鹿
児
島
市
は
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
二
つ
の
文
化
的
施
設
を
建
設
し
た
。
平
成
２
年
12
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
図
書
館
と
科
学
館
（
第
五
編　

文
化
を
参
照
）
で
、
合
わ
せ
て
約
60
億
円
を
か
け
た
。
隣
り
合
う
施
設
は
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
、
市
民
の
学
習
意
欲
に
こ
た

え
て
い
る
。

　
鹿
児
島
市
立
図
書
館 
「
市
民
に
開
か
れ
た
図
書
館
」
を
基
本
方
針
に
建
設
さ

れ
た
鹿
児
島
市
立
図
書
館
は
６
階
建
て
、延
べ
床
面
積
は
５
１
４
５
平
方
㍍
あ
る
。

一
般
開
架
室
、児
童
室
、青
少
年
開
架
室
、郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
、視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
、

Ａ
Ｖ
（
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
点
字
図
書
室
な
ど
を
備
え

て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
、
市
民
が
く
つ
ろ
げ
る
施
設
を
目
標
に
掲
げ

て
新
設
さ
れ
た
。
図
書
資
料
な
ど
の
整
備
充
実
を
図
る
一
方
で
、
文
化
・
読
書
普

及
活
動
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、
身
近
な
情
報
拠
点
を
目
指
し
、
市
民
の
生
涯
学

習
や
児
童
生
徒
の
学
習
を
手
助
け
し
て
い
る
こ
と
は
、
24
年
８
月
で
通
算
の
貸
出

冊
数
が
２
千
万
冊
を
突
破
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
２
年
の
開
館
当
初
、
約

32
万
冊
で
ス
タ
ー
ト
し
た
蔵
書
は
、
26
年
３
月
末
に
は
図
書
に
限
っ
て
も
90
万
３

鹿児島市立図書館
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千
冊
に
増
え
た
。
う
ち
、
約
20
万
冊
は
開
架
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
自
由
に
好
き
な
本
を
手
に
と
っ
て
確
か
め
ら
れ
、

荷
物
の
持
ち
込
み
も
自
由
と
い
う
開
放
性
と
引
き
換
え
に
、
心
な
い
利
用
者
に
よ
る
蔵
書
の
流
失
や
汚
破
損
本
が
発
生
し
て
い

る
。
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
築
か
れ
る
べ
き
〝
市
民
の
財
産
〟
を
守
る
た
め
に
は
、
マ
ナ
ー
と
意
識
を
学
ぶ
場
に
も
し
た
い
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
る
蔵
書
は
、
利
用
者
端
末
機
に
よ
っ
て
書
名
、
著
者
な
ど
多
面
的
な
検
索
を
可
能
に
し
、
使
い

勝
手
が
よ
い
図
書
館
の
実
現
に
役
立
っ
た
。
当
初
か
ら
谷
山
市
民
会
館
、
武
・
田
上
、
伊
敷
、
城
西
、
吉
野
、
東
桜
島
の
各
地

域
公
民
館
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
、
迅
速
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
５
年
以
降
は
図
書
館
施
設
の
ほ
か
に
も

返
却
ポ
ス
ト
の
増
設
も
進
め
、
14
カ
所
ま
で
増
え
た
。
ど
こ
で
も
借
り
ら
れ
、
ど
こ
で
も
返
却
で
き
る
態
勢
が
で
き
た
こ
と
で

利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
13
年
８
月
に
は
、
市
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
外
部
か
ら
蔵
書
や
Ａ

Ｖ
資
料
の
検
索
が
で
き
る
図
書
館
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
当
初
、
本
の
予
約
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
16
年

１
月
に
は
自
宅
か
ら
で
も
予
約
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
た
。
17
年
７
月
に
は
合
併
前
の
５
町
域
の
公
民
館
図
書
室
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
化
さ
れ
、
配
送
シ
ス
テ
ム
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
。
25
年
２
月
に
は
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
が

行
わ
れ
、
よ
り
見
や
す
く
、
借
り
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
地
区
公
民
館
図
書
室
・
移
動
図
書
館
に
は
25
年
現

在
で
合
計
約
38
万
冊
（
図
書
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

夜
ま
で
利
用
し
た
い
と
の
要
望
は
強
く
、
18
年
４
月
に
平
日
は
午
後
７
時
ま
で
と
、
１
時
間
繰
り
下
げ
た
。
26
年
３
月
に
は

午
後
９
時
ま
で
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
貸
出
・
返
却
な
ど
の
窓
口
業
務
や
移
動
図
書
館
業
務
を
外
部
の
業
者
に
委
託
し

た
。
時
間
延
長
に
伴
う
人
件
費
の
抑
制
を
狙
っ
た
も
の
で
、
本
の
選
書
な
ど
の
管
理
業
務
は
市
の
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。
昭

和
49
年
に
始
ま
っ
た
移
動
図
書
館
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
25
年
度
現
在
、
３
千
冊
を
収
載
で
き
る
「
わ
か
く
さ
号
」「
こ
す

電
算
シ
ス
テ

ム
の
導
入

開
館
時
間
の

延
長
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も
す
号
」
の
２
台
で
行
っ
て
い
る
。
市
内
に
は
61
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、団
地
や
学
校
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
お
り
、

25
年
度
の
巡
回
は
延
べ
３
２
２
回
に
上
っ
た
。
館
内
で
は
、
お
は
な
し
の
時
間
、
映
画
会
、
文
化
講
座
、
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
な
ど
の
催
し
も
定
着
し
て
い
る
。
学
校
の
長
期
休
暇
中
に
催
す
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
な
ど
子
ど
も
の
読
書
意
欲
を
高
め
る

特
色
あ
る
実
践
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
18
年
に
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　
鹿
児
島
県
立
図
書
館 

平
成
元
年
に
40
万
冊
を
超
え
た
県
立
図
書
館
の
蔵
書
は
25
年
度
末
に
は
約
77
万
冊
に
な
っ
た
。
一
般

閲
覧
用
に
限
る
と
、
開
架
が
９
万
５
６
８
６
冊
で
、
約
52
万
冊
が
書
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
幅
広
い
資
料
を
収
集
・
整
理
・

保
存
す
る
こ
と
は
、
県
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
中
核
施
設
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
だ
。
一
方
で
市
町
村
立
図
書
館
や
学
校

図
書
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
運
営
や
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
５
年
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
働
し
、
８
年
に
は
県
立
図
書
館
で
借
り
た
本
を
居
住
地
の
公
共
図
書
館
で
返
却
で
き
る
制
度

も
始
ま
っ
た
。
11
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま
る
。
お
は
な
し
の
時
間
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
視
聴
覚
課
は
県
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
た
。
午
後
７
時
ま
で
だ
っ
た
開
館
時
間
は
16
年
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
延
長

さ
れ
、
利
便
性
を
高
め
た
。
17
年
６
月
に
は
入
館
者
が
１
千
万
人
の
大
台
を
突
破
し
、
翌
年
に
は
年
間
入
館
者
が
60
万
人
を
超

え
た
。
館
内
に
は
郷
土
を
代
表
す
る
作
家
の
海
音
寺
潮
五
郎
氏
が
寄
贈
し
た
蔵
書
な
ど
を
基
に
昭
和
53
年
、
開
設
さ
れ
た
「
海

音
寺
潮
五
郎
文
庫
」
が
あ
り
、
文
庫
の
充
実
や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
故
人
の
顕
彰
に
力
を
注
い
で
い
る
。
平
成
23
年
に
神
奈

川
県
に
あ
っ
た
財
団
法
人
海
音
寺
潮
五
郎
記
念
館
が
解
散
し
、
記
念
館
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
晩
年
に
海
音
寺
氏
が
執
筆

に
い
そ
し
ん
だ
書
斎
一
式
が
寄
贈
さ
れ
た
。
24
年
に
は
方
言
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
改
装
し
、
郷
土
の
図
書
館
に
課
せ
ら
れ
た
課
題

に
こ
た
え
た
。
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平
川
動
物
公
園

　

平
川
動
物
公
園
は
平
成
４
年
５
月
28
日
、
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
か
ら
第
６
回
古
賀
賞
を
贈
ら
れ
た
。
動
物
園
・
水
族
館

関
係
者
に
と
っ
て
は
国
内
最
高
の
勲
章
で
あ
る
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
従
来
、
生
態
が
ほ
と
ん
ど
判
明
し
て
い
な
か
っ
た

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
研
究
が
認
め
ら
れ
た
。
平
川
動
物
公
園
で
は
こ
の
奄
美
固
有
種
を
昭
和
55
年
か
ら
平
成
７
年
に
か
け

て
全
国
で
た
だ
１
カ
所
飼
育
し
、
こ
の
間
、
11
匹
の
繁
殖
に
成
功
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
特
異
な
習
性
、
行
動
の
ベ
ー
ル
を
は

が
し
、
飼
育
技
術
を
確
立
し
た
。
種
の
保
存
が
動
物
園
の
役
割
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
な
か
、
絶

滅
危
惧
種
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
生
き
た
化
石
」
を
地
元
で
守
り
た
い
と
試
行
錯
誤
し
た
結
果
だ
け
に
誇
ら
し
い
。
野
生
動

物
の
国
際
取
引
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
動
物
園
同
士
で
貸
し
借
り
す
る
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ン
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
性
は
増
し
て
お
り
、
平
川
動
物
公
園
の
高
い
繁
殖
技
術
へ
の
信
頼
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
動
物
園
水

族
館
協
会
は
、
種
の
保
存
や
環
境
教
育
な
ど
を
目
的
に
掲
げ
て
活
動
し
て
お
り
、
９
年
の
総
会
は
５
月
27
日
に
鹿
児
島
市
で
開

か
れ
、
人
と
動
物
の
共
存
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
協
会
の
総
裁
を
務
め
る
秋
篠
宮
殿
下
も
ご
夫
妻
で
出
席
さ
れ
「
ア

マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
野
生
動
物
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
鹿
児
島
で
の
開
催
に
は
大
き
な
意
義
を
感
じ
る
」
と
述
べ
ら

れ
た
。
翌
日
は
平
川
動
物
公
園
を
視
察
さ
れ
、
か
ご
し
ま
水
族
館
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
も
出
席
さ
れ
た
。
18
年
10
月
に
は
平
川

動
物
公
園
で
同
協
会
主
催
の
動
物
園
技
術
者
研
究
会
が
あ
り
、
秋
篠
宮
殿
下
は
再
び
来
鹿
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
人
間
と
動
物
の
距
離
を
縮
め
、
動
物
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、「
命
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ
役
割
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
６
年
８
月
に
初
の
「
夜
の
動
物
公
園
見
学
会
」
が
開
か
れ
た
の
も
、
そ
の
一
環
で
あ
る
。
暑
さ
か
ら
解
放
さ

古
賀
賞
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九
九
八

れ
た
動
物
が
活
発
に
動
き
回
る
姿
を
夏
休
み
の
思
い
出
に
と
企
画
さ
れ
、
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

激
し
い
誘
致
合
戦
の
末
、
昭
和
59
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
初
来
日
し
た
コ
ア
ラ
。
平
川
動
物
公
園
で
は
２
世
、
３
世
の

誕
生
が
相
次
い
だ
ば
か
り
か
、
平
成
５
年
に
は
国
内
初
の
４
世
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
９
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
飼
育
頭
数
は

27
頭
と
な
り
、「
日
本
一
の
大
家
族
」
を
誇
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
は
飼
育
頭
数
が
一
ケ
タ
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
コ
ア
ラ
の

高
齢
化
等
に
伴
い
、
繁
殖
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
他
園
に
も
共
通
す
る
悩
み
の
解
決
の
手
が

か
り
に
と
、
22
年
12
月
に
豪
州
な
ど
の
専
門
家
も
参
加
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ア
ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
が
鹿
児
島

市
で
開
か
れ
、
飼
育
方
法
や
人
工
授
精
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
新
た
な
個
体
の
導
入
に
向
け
て
の
相
互
交
流

が
進
み
、
26
年
10
月
、
豪
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
か
ら
29
年
ぶ
り
に
雄
２
頭
、
雌
１
頭
が
寄
贈
さ
れ
た
。
鹿
児
島
市
は
こ
の
間
、

現
地
の
飼
育
施
設
へ
の
寄
付
、
輸
送
費
な
ど
関
連
予
算
約
２
５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
野

生
コ
ア
ラ
の
保
護
や
人
工
授
精
の
研
究
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

郡
元
町
に
あ
っ
た
鴨
池
動
物
園
が
市
街
地
の
過
密
化
に
伴
う
環
境
悪
化
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
新
た
な
構
想
の
下
、
平
川
動
物

公
園
と
し
て
移
転
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
47
年
の
こ
と
で
あ
る
。
雄
大
な
景
観
と
相
ま
っ
て
、
広
々
と
し
た
ア
フ
リ
カ

園
や
フ
ラ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
を
飛
び
交
う
鳥
類
な
ど
が
人
気
を
呼
ん
だ
。
平
成
８
年
３
月
に
は
ア
ー
チ
形
の
新
し
い
メ
ー
ン
ゲ
ー

ト
も
完
成
し
た
。
し
か
し
、
コ
ア
ラ
ブ
ー
ム
に
わ
い
た
昭
和
60
年
の
年
間
90
万
人
を
ピ
ー
ク
に
入
園
者
数
は
減
少
し
、
平
成
10

年
度
に
50
万
人
を
割
り
込
ん
だ
後
、
ほ
ぼ
40
万
人
台
で
推
移
し
た
。
開
園
35
年
を
前
に
し
た
19
年
10
月
７
日
、
平
川
動
物
公
園

の
開
園
か
ら
の
総
入
園
者
数
は
２
千
万
人
を
突
破
し
た
も
の
の
、
20
年
の
年
間
入
園
者
数
は
42
万
人
弱
だ
っ
た
。
伸
び
悩
み
は

明
ら
か
で
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
再
整
備
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
動
物
本
来
の
生
態
を
見
せ
る
生
態
展

コ
ア
ラ
会
議

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
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示
は
時
代
の
す
う
勢
で
も
あ
り
、
飼
育
環
境
の
改
善
、
見
せ
方
の
工
夫
な
ど
に
よ
る
魅
力
あ
る
動
物
公
園
づ
く
り
が
７
年
計
画

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
楽
し
く
遊
べ
る
、
楽
し
く
学
べ
る
動
物
公
園
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
43
億
円
を
投
じ
る

工
事
が
21
年
度
か
ら
順
次
進
ん
だ
。「
ア
フ
リ
カ
の
草
原
ゾ
ー
ン
」
や
頭
上
を
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
が
歩
く
「
野
生
の
イ
ヌ
・
ネ
コ
」、

ガ
ラ
ス
越
し
に
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
泳
ぐ
「
世
界
の
ク
マ
」、猛
禽
（
き
ん
）
類
や
夜
行
性
動
物
が
暮
ら
す
「
不
思
議
な
動
物
」、

「
か
ご
し
ま
の
動
物
」な
ど
の
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
、動
物
の
息
遣
い
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
よ
っ
て
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し
い
施
設
づ
く
り
も
目
指
し
て
い
る
。

22
年
に
は
新
た
に
長
崎
県
と
神
戸
市
の
動
物
園
か
ら
カ
バ
を
迎
え
入
れ
、
翌
年

に
は
中
国
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
と
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
も
や
っ
て
来
た
。
ホ
ワ

イ
ト
タ
イ
ガ
ー
と
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
は
桂
林
市
の
飼
育
施
設
か
ら
鹿
児
島
市
の
新

日
本
科
学
の
永
田
良
一
社
長
が
譲
り
受
け
、
市
に
寄
贈
し
た
。
半
年
後
に
は
ホ

ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
人
気
者
と
な
っ
た
。
23
年
に
は
大

人
の
入
園
料
を
２
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
に
改
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
19

年
ぶ
り
に
60
万
人
台
を
回
復
す
る
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
成
果
が
表
れ
始
め

た
。
24
年
４
月
か
ら
は
、
か
ご
し
ま
水
族
館
と
共
通
で
使
え
る
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
も
始
め
た
。
半
年
以
内
の
利
用
に
限
る
が
、
大
人
１
６
０
０
円
（
小
・
中
学

生
７
７
０
円
）と
割
安
に
な
っ
て
お
り
、好
評
だ
。同
時
に
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
の
周
辺
道
路
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

平川動物公園
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導
入
を
決
め
、
七
ツ
島
２
丁
目
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
所
有
地
に
設
け
る
臨
時
駐
車
場
（
約
１
千
台
収
容
）
と
動
物
公
園
と
の
間
を
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
結
ん
で
い
る
。

　

専
門
の
職
員
を
育
て
、
運
営
の
質
向
上
を
図
る
た
め
、
飼
育
業
務
は
24
年
４
月
か
ら
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
市
公
園
公
社
に

移
管
さ
れ
た
。
現
在
飼
育
さ
れ
る
約
１
４
０
種
、
１
千
点
近
い
動
物
た
ち
の
た
め
に
も
、
蓄
積
さ
れ
た
知
識
や
経
験
が
ス
ム
ー

ズ
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
専
門
家
集
団
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅴ　

か
ご
し
ま
水
族
館

　

平
成
７
年
１
月
に
本
港
区
北
ふ
頭
で
「
か
ご
し
ま
水
族
館
」
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
営
し
て
い

た
鴨
池
マ
リ
ン
パ
ー
ク
が
５
年
に
閉
鎖
さ
れ
て
以
来
、待
望
の
施
設
で
あ
っ
た
。
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
の
目
玉
と
し
て
、

総
工
費
１
２
７
億
円
を
か
け
て
南
九
州
最
大
規
模
の
水
族
館
を
目
指
し
、
敷
地
面
積
１
万
４
千
平
方
㍍
で
地
上
４
階
（
一
部
５

階
）
建
て
、
地
下
２
階
。
黒
潮
浪
漫
海
道
と
銘
打
っ
た
容
量
１
５
０
０
㌧
で
単
独
水
槽
と
し
て
全
国
で
も
３
番
目
の
規
模
を
誇

る
黒
潮
大
水
槽
を
は
じ
め
、
大
小
55
基
の
水
槽
を
設
置
し
、
４
０
０
種
５
万
点
を
集
め
た
。

　

９
年
５
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
水
族
館
に
は
市
民
か
ら
の
公
募
で
「
い
お
ワ
ー
ル
ド
」
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
。
地
域
の

自
然
と
の
密
着
を
重
視
し
、
サ
ツ
マ
ハ
オ
リ
ム
シ
の
世
界
初
展
示
や
水
中
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
よ
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
展
示
を
導

入
し
た
。
12
年
11
月
に
初
展
示
さ
れ
た
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
は
代
を
重
ね
て
飼
育
さ
れ
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
な
ど
と
一
緒
に
大
水
槽

を
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
ぎ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
15
年
11
月
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
も
来
館
さ
れ
た
。
14
年
７
月
、
川
内
市
（
現

薩
摩
川
内
市
）
の
海
岸
に
種
不
明
の
鯨
類
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
タ
イ
ヘ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ボ
ウ
モ
ド
キ
と
判
明
し
、
16
年
３
月
か

い
お
ワ
ー
ル

ド
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ら
世
界
で
初
め
て
全
身
骨
格
標
本
が
館
内
に
展
示
さ
れ
た
。
人
気
者
の
イ
ル
カ
は
よ
り
自
然
な
行
動
を
展
示
す
る
た
め
、
館
内

の
プ
ー
ル
か
ら
屋
外
に
つ
な
が
る
水
路
で
も
展
示
し
て
お
り
、
22
年
２
月
に
は
イ
ル
カ
水
路
を
拡
大
し
て
い
る
。
24
年
３
月
に

生
ま
れ
た
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
初
め
て
授
乳
に
成
功
し
て
い
る
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
館
づ
く
り
を
目
標
に
、
発
電
の
際
の
排
熱
を
冷
暖
房
や
水
温
調
節
に
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
熱
電
併
給
）
や
排
水
再
処
理
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
年
間
パ
ス
の
導
入
（
14
年
４
月
に
販
売
開
始
）
な
ど
も
好
評
で
、
入

館
者
数
は
年
間
60
万
人
台
を
維
持
し
て
い
る
。開
館
10
年
と
な
る
19
年
５
月
に
は
、中
学
生
以
下
の
入
館
料
を
無
料
に
し
て
祝
っ

た
。
開
館
15
年
目
の
23
年
９
月
に
は
入
館
者
数
が
１
千
万
人
を
突
破
、
25
年
５

月
に
は
１
１
０
０
万
人
を
超
え
た
。
県
内
の
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
取
り
、

希
少
種
を
含
む
展
示
水
族
の
確
保
・
収
集
に
努
め
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
き

た
。
常
設
展
示
で
は
な
い
も
の
の
、
イ
ル
カ
水
路
に
放
流
さ
れ
る
マ
ン
ボ
ウ
も

そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
県
内
の
漁
協
の
定
置
網
に
か
か
っ
た
マ
ン
ボ
ウ
を

水
族
館
に
搬
入
し
、
悠
然
と
泳
ぐ
姿
に
親
し
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、
食
事
の
様
子

は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
。
折
し
も
、
全
国
的
に
水
族
館
ブ
ー
ム

の
感
が
あ
り
、
新
し
い
施
設
が
各
地
に
誕
生
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
。
目

新
し
さ
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、
運
営
に
は
厳
し
い
波
が
打
ち
寄
せ
る
。
20
年
に
は

ア
ク
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
改
修
し
、「
ワ
ク
ワ
ク
は
っ
け
ん
ひ
ろ
ば
」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
25
年
に
は
、
イ
ル
カ
水
路
に
お
け
る
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
常
設
展

かごしま水族館
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示
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
育
・
観
光
施
設
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
24
年
４
月
、
展
示
課
の
中
に
学
習
交
流
係
が
設
け
ら
れ
た
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
を
対
象
に
し
た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
、生
き
物
や
自
然
に
対
す
る
興
味
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
狙
い
で
あ
る
。

14
年
度
か
ら
続
く
人
気
講
座
「
ワ
ク
ワ
ク
き
び
な
ご
塾
」
を
よ
り
進
化
さ
せ
た
「
い
お
っ
子
海
っ
子
体
験
塾
」
を
開
講
す
る
な

ど
、
生
き
た
教
材
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
天
寿
を
全
う
し
た
ラ
ッ
コ
に
代
わ
っ
て
、
25
年
７
月
か
ら
は
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ

シ
の
展
示
が
始
ま
り
、
愛
き
ょ
う
あ
ふ
れ
る
仕
草
で
人
気
者
に
な
っ
た
。
同
年
12
月
に
は
海
洋
調
査
や
資
源
探
査
に
42
年
間
活

躍
し
、
退
役
し
た
有
人
潜
水
艇
「
は
く
よ
う
」
の
展
示
除
幕
式
が
あ
っ
た
。
鹿
児
島
湾
奥
で
海
底
火
山
の
素
顔
や
サ
ツ
マ
ハ
オ

リ
ム
シ
の
生
態
を
と
ら
え
る
な
ど
、
深
い
縁
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
所
有
す
る
深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設
が
鹿
児
島
市
に
寄
贈
し

た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
深
海
へ
の
思
い
を
広
げ
て
い
る
。
運
営
主
体
と
し
て
７
年
10
月
に
発
足
し
た
財
団
法
人
鹿
児
島
市

水
族
館
公
社
は
、
18
年
４
月
に
指
定
管
理
者
と
な
り
、
24
年
４
月
に
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
。

Ⅵ　

県
な
ど
の
施
設

　

鹿
児
島
県
立
博
物
館
は
、
鹿
児
島
の
豊
か
な
自
然
に
つ
い
て
地
道
な
調
査
収
集
活
動
を
続
け
る
傍
ら
、「
鹿
児
島
の
自
然
」

と
「
自
然
を
生
か
す
人
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
実
物
標
本
や
ジ
オ
ラ
マ
、
模
型
、
立
体
映
像
で
展
示
紹
介
し
、
自
然
へ
の
理
解

を
深
め
、
関
心
を
呼
び
覚
ま
し
て
い
る
。
平
成
16
年
に
は
本
館
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
、
新
収
蔵
庫
も
完
成
し
た
。
県
文

化
セ
ン
タ
ー
４
階
に
は
化
石
展
示
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
備
え
た
別
館
が
あ
る
。
科
学
教
室
や
楽
し
い
実
験
教
室
と
い
っ
た
定

期
的
催
し
も
好
評
で
、
23
年
３
月
に
、
昭
和
56
年
の
博
物
館
登
録
以
来
の
入
館
者
は
４
０
０
万
人
を
超
え
た
。

学
習
施
設

鹿
児
島
県
立

博
物
館
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山
下
町
の
県
庁
跡
に
平
成
15
年
４
月
開
所
し
た
「
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
地
上
６
階
、
地
下
２
階
で
延
べ
床
面

積
が
４
万
４
７
２
７
平
方
㍍
あ
っ
て
、
県
民
ホ
ー
ル
と
多
目
的
ホ
ー
ル
、
学
習
・
研
修
室
を
備
え
る
。
国
際
交
流
、
男
女
共
同

参
画
、
共
生
・
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
介
護
実
習
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
放
送
大
学
を
含
め
て
県
民
の
生
涯
学

習
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

民
間
の
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
が
生
涯
学
習
に
果
た
す
役
割
は
軽
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
市
の
草
分

け
は
昭
和
37
年
に
開
校
し
た
南
日
本
芸
術
学
園
で
47
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
学
園
（
城
山
町
）
と
改
称
し
、
平
成
24
年
に
は
50
周
年
を
迎

え
、
現
在
２
４
０
を
超
す
講
座
を
持
つ
。
ほ
か
に
南
日
本
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー
（
山
下
町
）
の
「
み
ん
カ
ル
」
や
南
日
本
リ
ビ

ン
グ
新
聞
（
泉
町
）
の
「
リ
ビ
ン
グ　

カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
」、
ペ
ア
ー
レ
徳
洲
会
（
谷
山
中
央
２
丁
目
）
な
ど
が
あ
り
、
多

彩
な
講
座
の
充
実
ぶ
り
や
、
講
師
の
陣
容
を
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
受
講
生
を
集
め
て
い
る
。

か
ご
し
ま
県

民
交
流
セ
ン

タ
ー

民
間
施
設
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Ⅰ　

学
校
体
育

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
生
活
様
式
が
激
変
す
る
な
か
、
運
動
や
戸
外
活
動
の
機
会
が
減
り
、
生
活
習
慣
の
変

化
と
も
相
ま
っ
て
、
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下
が
憂
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
ス
ト
レ
ス
の

増
大
も
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
基
本
的
生
活
習
慣
や
食
生
活
の
乱
れ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
疾
病
や
さ
ま
ざ
ま
な
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
学
校
で
は
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
校
や

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
早
く
か
ら
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
は
学
校
の
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
適
切
に
行

う
こ
と
と
し
、
特
に
児
童
生
徒
の
体
力
の
向
上
と
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て
は
教
科
体
育
の
時
間
を
は
じ
め
、
特
別

活
動
に
お
け
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
一
貫
し
て
指
導
し
て
き
た
。
そ
の
核
に
な
っ
た
の
が
、
山
坂
達
者
運
動
（
昭
和
56
年
度

～
平
成
２
年
度
）、い
き
い
き
子
ど
も
育
成
事
業（
３
年
度
～
12
年
度
）で
あ
る
。13
年
度
か
ら
は
全
県
あ
げ
て
の
一
校
一
運
動（
一

人
一
運
動
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
は
こ
う
し
た
特
色
あ
る
活
動
を
通
し
て
、
十
分
な
運
動
量
が
確
保
で

き
る
よ
う
授
業
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、生
活
の
中
で
進
ん
で
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
家
庭
と
も
連
携
を
図
る
一
方
で
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
や
子
ど
も
た
ち
の
指
導
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
25
年
度
か
ら
は
市
独
自
で「
ち
ょ
ト
レ
」

運
動
を
始
め
た
。
全
小
・
中
学
校
に
呼
び
か
け
、
日
常
的
に
時
間
を
工
夫
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
こ
と
で
、
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敏
捷
（
び
ん
し
ょ
う
）
性
や
疾
走
能
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
の
体
力
向
上
推
進
の
研
究

協
力
校
と
し
て
毎
年
、
小
・
中
学
校
１
校
ず
つ
を
２
年
間
、
指
定
す
る
仕
組
み
は
昭
和
22
年
に
始
ま
っ
た
。

　
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状 

平
成
３
年
に
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
調
査
は
、
県
平

均
に
比
べ
て
総
体
的
に
背
筋
力
、
50
㍍
走
、
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
持
久
走
が
優
れ
て
い
る
半
面
、
握
力
、
伏
臥
上
体
そ
ら
し
、

立
位
体
前
屈
、
走
り
幅
跳
び
、
懸
垂
が
劣
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
対
策
と
し
て
個
人
カ
ー
ド
作
成
に
よ
る
一
人
一
人
の
体
力
・

運
動
能
力
の
実
態
把
握
、
能
力
向
上
へ
の
意
欲
喚
起
、
体
育
の
学
習
指
導
の
充
実
、
体
育
施
設
の
積
極
活
用
な
ど
を
挙
げ
た
。

25
年
度
の
体
力
・
運
動
能
力
調
査
で
は
、
鹿
児
島
市
の
児
童
生
徒
は
全
体
的
に
見
る
と
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
学
年
や
項

目
が
多
い
。
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
中
学
１
、
２
年
男
女
の
長
座
体
前
屈
と
中
学
１
、
２
年
男
子
の
上
体
起
こ
し

と
ボ
ー
ル
投
げ
で
あ
る
。
全
学
年
平
均
で
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
の
は
、
握
力
、
反
復
横
跳
び
、
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

50
㍍
走
、
立
ち
幅
跳
び
で
あ
る
。
中
学
２
年
男
女
（
25
年
度
）
の
各
項
目
を
小
学
２
年
時
（
19
年
度
）
か
ら
縦
断
的
に
見
て
み

る
と
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
体
力
・
運
動
能
力
は
向
上
し
て
い
る
が
、
反
復
横
跳
び
は
小
学
６
年
時
か
ら
の
伸
び
が
少
な

い
傾
向
に
あ
る
。
体
育
や
健
康
に
対
す
る
指
導
は
教
科
体
育
に
限
ら
ず
、
特
別
活
動
な
ど
で
も
積
極
的
に
適
切
に
行
う
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。
25
年
度
の
鹿
児
島
市
の
中
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
へ
の
加
入
率
は
男
子
で
73
・
６
％
、
女
子
で

53
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
15
年
度
は
男
子
76
・
２
％
、
女
子
53
・
１
％
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
10
年
間
で
は
男
子
は
減
少
し
、

女
子
は
あ
ま
り
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

　
体
育
施
設
の
整
備 

児
童
生
徒
の
体
育
の
授
業
や
部
活
を
支
え
る
運
動
場
、
屋
内
運
動
場
、
プ
ー
ル
の
整
備
は
平
成
に
入
る

ま
で
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。
市
立
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
吉
田
小
学
校
、
錫
山
小
学
校
、
黒
神
中
学
校
、
松
元
中
学
校
以
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外
は
備
わ
っ
て
い
る
。
残
る
４
校
も
隣
接
す
る
学
校
や
公
園
の
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
る
の
で
不
便
は
な
い
。
た
だ
、
昭
和
40
、

50
年
代
に
造
ら
れ
た
プ
ー
ル
は
比
較
的
安
価
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
25
㍍
が
普
通
だ
っ
た
の
で
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
老
朽
化

に
伴
っ
て
造
り
替
え
る
際
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
変
え
ら
れ
た
。降
灰
対
策
で
一
時
、テ
ン
ト
式
の
上
屋
を
備
え
た
学
校
も
多
か
っ

た
が
、
台
風
に
弱
い
こ
と
も
あ
り
、
19
年
度
ま
で
に
撤
去
さ
れ
、
現
在
は
プ
ー
ル
ク
リ
ー
ナ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。
屋
内
運
動

場
は
鉄
骨
の
原
良
小
学
校
と
休
校
中
の
高
免
小
学
校
を
除
く
と
、す
べ
て
鉄
筋
で
造
ら
れ
て
い
る
。
錫
山
中
学
校
に
は
な
い
が
、

錫
山
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
を
共
用
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
て
い
る
。

　
学
校
給
食 
平
成
16
年
の
合
併
に
伴
っ
て
、
中
央
と
谷
山
、
２
カ
所
だ
っ
た
鹿
児
島
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
４
カ
所

の
共
同
調
理
場
（
吉
田
、
郡
山
、
松
元
、
喜
入
）
が
加
わ
り
、
６
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、
31
の
小
学
校
と
23
の
中
学
校
に
配
食

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
18
年
度
か
ら
は
自
校
方
式
だ
っ
た
谷
山
北
中
学
校
が
セ
ン
タ
ー
方
式
に
変
わ
り
、
東
桜
島
地
区
の
４
校

は
東
桜
島
中
学
校
で
調
理
し
、
他
の
３
校
に
配
送
す
る
親
子
方
式
に
変
更
し
た
。
従
っ
て
26
年
５
月
は
セ
ン
タ
ー
方
式
が
合
計

55
校
（
小
学
校
31
、
中
学
校
24
）
の
約
１
万
９
６
０
０
人
分
と
宮
川
、
松
元
幼
稚
園
の
給
食
を
担
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
方
式

は
市
直
轄
の
運
営
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
委
託
可
能
な
業
務
は
民
間
に
担
っ
て
も
ら
う
と
の
考
え
か
ら
専
門
的
な
調
理
と
配

送
を
民
間
に
委
託
し
て
い
る
。
６
カ
所
に
計
10
人
の
栄
養
教
諭
を
配
置
す
る
ほ
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
と
市
学

校
給
食
会
の
理
事
会
、
総
会
で
運
営
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
、
安
全
・
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
直
営
の
自
校
方
式
を
採

用
し
て
い
る
学
校
は
30
人
の
栄
養
教
諭
の
指
導
の
下
、
61
校
（
小
学
校
47
、
中
学
校
14
）
で
約
２
万
６
７
０
０
人
の
児
童
生
徒

に
提
供
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
セ
ン
タ
ー
方
式
か
、
自
校
方
式
か
で
そ
の
優
劣
に
つ
い
て
、
激
し
い
論
争
が
あ
っ
た
が
、
鹿
児

島
市
は
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、
衛
生
管
理
や
教
育
的
配
慮
を
加
え
な
が
ら
円
滑
に
運
営
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
食
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中
毒
な
ど
の
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。

　

17
年
に
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
20
年
に
は
学
校
給
食
法
も
一
部
改
正
さ
れ
る
な
ど
、
食
育
を
国
民
運
動
と
し
て
推
進
す

る
体
制
が
整
っ
て
き
た
。
鹿
児
島
市
も
発
達
段
階
に
応
じ
た
健
康
教
育
、
食
を
通
じ
た
生
活
リ
ズ
ム
の
育
成
な
ど
に
も
指
導
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
保
護
者
に
学
校
給
食
を
体
験
し
て
も
ら
う
試
み
は
25
年
度
は
85
校
で
１
３
５
回
実
施
さ
れ
た
。
献
立
に
郷

土
食
や
行
事
食
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
の
は
、
15
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
１
月
の
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ
う
学
校
給
食
週
間

に
限
ら
な
い
。
肉
、
魚
介
類
、
野
菜
な
ど
県
内
産
の
食
材
が
占
め
る
割
合
は
６
割
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
気
が
か
り
な
の

は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
の
増
加
で
あ
る
。
市
立
の
小
・
中
学
校
で
は
21
年
度
９
７
８
人
（
２
・
０
％
）、
22
年

度
１
０
９
３
人
（
２
・
２
％
）、
23
年
度
１
２
０
２
人
（
２
・
５
％
）、
24
年
度
１
２
２
３
人
（
２
・
５
％
）、
25
年
度
１
２
９

４
人
（
２
・
７
％
）
と
数
、
率
と
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
市
教
育
委
員
会
は
原
因
食
材
、
緊
急
時
対
応
法
な
ど
の
実
態
調
査
を

進
め
、
可
能
な
範
囲
で
の
給
食
対
応
や
疾
患
児
童
生
徒
へ
の
個
別
指
導
に
努
め
て
い
る
。

Ⅱ　

社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　

超
高
齢
社
会
の
到
来
で
市
民
の
健
康
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
生
活
水
準
の
向
上
や
労
働
時
間
の
短
縮
に
伴
っ
て

自
由
に
使
え
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
欲
求
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
そ
の

目
的
も
多
様
化
し
て
き
た
。
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
は
平
成
元
年
に
機
構
改
革
を
行
い
、市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
定
着
を
目
指
し
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
を
新
設
し
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
と
施
設
管
理
係
を
置
い
た
。
社
会
体
育
事
業
の
開
催

や
各
種
関
係
団
体
の
育
成
、
高
齢
者
の
健
康
体
力
づ
く
り
、
子
ど
も
の
体
力
お
よ
び
競
技
力
の
向
上
、
社
会
体
育
指
導
者
の
養
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成
、公
共
体
育
施
設
の
整
備
な
ど
に
本
腰
を
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。長
い
歴
史
を
持
つ
鹿
児
島
市
体
育
協
会
や
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
、
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
活
動
に
加
え
て
、
平
成
６
年
に
24

団
体
が
加
盟
し
て
鹿
児
島
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
も
そ
う
し
た
空
気
を
反
映
し
て
い
る
。
５
千
人
以
上

が
参
加
す
る
こ
の
協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
、
推
進
の
ほ
か
市
民
の
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
掲
げ
、
毎
年
、
こ
ど
も
の
日
に
は
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て
い
る
。

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
動
向 

鹿
児
島
市
の
成
人
で
週
１
回
以
上
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
18
年
度
が
36
・

０
％
（
全
国
平
均
は
44
・
４
％
）
だ
っ
た
の
が
、
21
年
度
で
は
39
・
４
％
に
増
え
た
。
と
は
い
え
、
全
国
平
均
（
45
・
３
％
）

に
比
べ
る
と
依
然
低
い
。
23
年
に
行
っ
た
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
週
１

回
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
成
人
の
割
合
は
38
・
０
％
で
、
週
３
回
以
上
と
な
る
と
16
・
５
％
に
な
る
。
世
代
別
で
は
週

１
回
、
３
回
と
も
70
歳
代
、
60
歳
代
に
比
べ
て
、
50
歳
代
、
40
歳
代
、
30
歳
代
は
低
く
、
20
歳
代
に
お
い
て
特
に
運
動
不
足
が

目
立
っ
た
。
鹿
児
島
市
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
と
し
て
、
①
市
民
体
力
づ
く
り
（
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
市
民
体
力
テ
ス
ト
、

健
康
体
力
相
談
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
プ
の
作
成
と
配
布
）
＝
昭
和
48
年
度
か
ら
実
施
、
②
市
民
生
き
生
き
ス
ポ
・
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
、

③
学
校
体
育
施
設
開
放
（
プ
ー
ル
、
体
育
館
、
校
庭
の
開
放
、
運
動
場
夜
間
照
明
整
備
）
＝
49
年
度
か
ら
実
施
、
④
海
水
浴
場

施
設
管
理
、
⑤
体
育
施
設
等
整
備
―
を
推
進
し
て
い
る
。
う
ち
市
民
生
き
生
き
ス
ポ
・
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
は
、
61
年
度
か
ら
始
め

た
市
民
生
き
生
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
平
成
４
年
度
ス
タ
ー
ト
の
市
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
統
合
し
た
事
業
で
、
秋
に

４
日
間
か
け
各
所
で
行
う
。
20
年
に
は
１
万
人
以
上
が
参
加
し
た
が
、
25
年
の
参
加
者
は
６
８
２
４
人
だ
っ
た
。
元
年
度
に
は

錦
江
湾
を
活
用
し
た
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
の
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
乗
り
出
し
、
14
年
度
か
ら
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
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ラ
ブ
の
運
営
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

25
年
２
月
に
策
定
し
た
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、
①
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
、
②
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
、
③
住
民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
、
④
地
元
の
人
材
を
生
か

し
た
国
体
な
ど
で
の
活
躍
を
目
指
す
競
技
力
向
上
、
⑤
鹿
児
島
の
特
色
を
生
か
し
た
「
見
る
」「
支
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
と
交
流
―
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
10
年
間
の
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

平
成
12
年
に
文
部
省
（
当
時
）
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
の
中
で
提
唱
し
て
始
ま
っ
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
住
民
が
主
体
的
に
参
加
・
運
営
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
狙
い
で
あ
る
。
13
年
度
か
ら
10
年
か
け
、
全
国
の
各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
一
つ
の
ク
ラ
ブ
を
設
け
る
こ
と
を
目
標
に
し

た
が
、
地
域
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
設
立
数
も
頭
打
ち
に
な
っ
て
き
た
。
鹿
児
島
市
は
モ
デ
ル
的
に
13
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
定

し
、
16
年
３
月
の
中
郡
校
区
を
皮
切
り
に
こ
れ
ま
で
次
の
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
行
政

が
先
導
し
た
ク
ラ
ブ
以
外
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
参
入
も
あ
り
、各
ク
ラ
ブ
は
３
か
ら
13
の
種
目
を
軸
に
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、

運
営
費
や
し
っ
か
り
し
た
指
導
者
の
確
保
な
ど
課
題
も
少
な
く
な
い
。

　

▽
地
域
ク
ラ
ブ　

中
郡
校
区
、
ソ
ン
タ
、
吉
野
台
地
、
宮
川
皇
徳
寺
、
め
い
ざ
ん
、
ひ
ろ
き
、
郡
山
、
谷
山
南
、
桜
島
、
花

野
、
喜
入
、
吉
田
、
松
元

　
体
育
施
設
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
・
見
る
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
の
開
館
記
念
式
典
が
平

成
４
年
10
月
20
日
に
あ
っ
た
。
永
吉
１
丁
目
の
鹿
児
島
刑
務
所
跡
地
に
建
っ
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
古
代
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
シ

ア
ム
（
円
形
競
技
場
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
敷
地
約
３
万
５
１
１
４
平
方
㍍
、
地
上
３
階
、
地
下
１
階
で
延
べ
床
面
積
は

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
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２
万
９
０
２
３
平
方
㍍
あ
る
。
客
席
を
６
タ
イ
プ
に
配
置
で
き
る
シ
ー
テ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
最
大
５
７
０
０
席
を
備
え
る
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
は
、

国
際
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
講
演
、
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
で
き
、
音
響
・
照
明
、
舞
台

機
構
も
整
っ
て
い
る
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
施
設
に
な
っ
て
い
る
。
武
道
場
（
柔
道
、
剣
道
、
空

手
道
等
）
や
弓
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
音
響
装
置
を
備
え
た
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
の
Ｅ
Ｘ
ス
タ
ジ
オ
、
健
康
体
力
相
談
室
も
設
け
ら
れ
た
。
刑
務
所
の
石
造
の

門
が
生
き
残
っ
た
の
は
、
歴
史
的
・
文
化
財
的
建
造
物
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の

市
民
運
動
に
一
定
こ
た
え
た
も
の
で
あ
る
。
総
事
業
費
は
１
０
７
億
円
、
鹿
児

島
市
は
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
構
想
を
練
り
、
元
年
に
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
室
を
設
置
し
て
計
画
を
進
め
た
。「
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
」

の
名
称
は
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
。

　

10
月
23
日
か
ら
は
、
こ
け
ら
落
と
し
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
人
気
選
手
の
五
輪
級
の
プ
レ
ー
に

歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。12
月
に
は
新
体
操
ワ
コ
ー
ル
杯
国
際
競
技
会
が
あ
り
、満
員
の
観
衆
は
繊
細
、華
麗
な
演
技
を
堪
能
し
た
。

11
月
か
ら
の
一
般
利
用
開
始
を
前
に
「
市
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
も
開
か
れ
、
体
育
の
殿
堂
を
身
近
に
感
じ
た
。
７
年

11
月
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
「
’95
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
も
開
催
さ
れ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
15
年
に
も
女
子 鹿児島アリーナ（メーンアリーナ）
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大
会
が
開
か
れ
、約
３
万
４
千
人
の
観
客
が
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
。
22
年
に
は
男
子
大
会
も
開
か
れ
た
。
メ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
は
著
名
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用
も
多
く
、
開
業
初
年
度
で
稼
働
日
数
は
83
日
、
14
年

度
が
２
５
５
日
、
24
年
度
は
２
７
４
日
に
達
し
た
。
24
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
ア
リ
ー
ナ
全
体
の
年
間
利
用
者
は
28
万
人
台
か

ら
46
万
人
台
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。

　

市
民
が
気
軽
に
楽
し
く
利
用
で
き
、
か
つ
世
界
も
視
野
に
入
れ
た
施
設
と
い
う
意
味
で
は
、
新
鴨
池
公
園
水
泳
プ
ー
ル
も

同
じ
で
あ
る
。
築
30
年
が
経
過
し
た
鴨
池
市
民
プ
ー
ル
の
建
て
替
え
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
19
年
度
８
万
４
７
１
６
人
、
20
年
度
５
万
５
０
５
８
人

と
利
用
者
も
低
迷
し
て
い
た
。
鹿
児
島
市
は
第
４
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
の
中

で
基
本
構
想
・
計
画
を
練
り
、
市
と
し
て
は
初
め
て
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
資
金

を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建
築
し
て
、
平
成
23
年
４
月
２
日
に
開
業
し
た
。

建
設
工
事
費
は
約
45
億
円
。
国
際
大
会
に
対
応
で
き
る
屋
内
の
50
㍍
競
泳
プ
ー

ル
は
10
コ
ー
ス
、
水
深
は
３
㍍
ま
で
の
範
囲
で
自
由
に
変
え
ら
れ
る
。
屋
外
の

飛
び
込
み
プ
ー
ル
も
新
設
し
、
一
方
で
既
存
の
屋
内
25
㍍
プ
ー
ル
は
改
修
し
て

使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
客
席
は
２
千
人
分
。
通
年
利
用
型
と
す
る
こ
と
で

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
役
立
て
る
狙
い
で
、
太
陽
光
発
電
を
取
り
入
れ
る

な
ど
環
境
に
配
慮
し
、
降
灰
に
も
備
え
て
い
る
。
名
誉
館
長
に
は
ソ
ウ
ル
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
鈴
木
大
地
氏
（
現
・
日
本
水
泳
連
盟
会
長
）
が
就
任
し
、
九

鴨
池
公
園

鴨池公園水泳プール（メーンプール）
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電
工
な
ど
が
出
資
す
る
ス
イ
ム
シ
テ
ィ
鹿
児
島
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
年
間
利
用
者
は
14
万
人
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
改
築
初
年
の
23
年
度
で
６
２
９
４
人
上
回
り
、
24
年
度
は
15
万
６
３
７
０
人
と
さ
ら
に
伸
び
た
。

　

昭
和
の
初
め
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
鴨
池
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
よ
う
に
手
を
加
え
な

が
ら
市
民
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
す
る
場
所
と
し
て
供
さ
れ
て
い
る
。
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
鴨
池
市
営
野
球
場
は

平
成
元
年
に
改
築
を
行
い
、
施
設
・
設
備
を
一
新
し
て
、
機
能
的
な
野
球
場
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
名
称
は
鴨
池
市

民
球
場
に
改
め
ら
れ
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
９
年
に
砂
入
り
の
人
工
芝
に
改
修
さ
れ
、コ
ー
ト
は
５
面
か
ら
４
面
に
変
わ
っ
た
。

　

鴨
池
公
園
多
目
的
屋
内
運
動
場
（
鴨
池
ド
ー
ム
）
は
９
年
２
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
総
事
業
費
11
億
５
千
万
円
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
の
２
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
は
３
９
６
７
平
方
㍍
、
人
工
芝
の
運
動
場
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
投
球

練
習
場
を
備
え
る
。
フ
ッ
ト
サ
ル
だ
と
２
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
４
面
が
取
れ
、
展
示
会
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
23
年

度
は
10
万
人
以
上
が
利
用
し
た
。公
園
に
は
市
が
管
理
す
る
施
設
と
し
て
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
も
あ
る
。

鴨
池
ド
ー
ム
が
で
き
る
前
の
３
年
に
、
鹿
児
島
市
は
エ
ア
テ
ン
ト
式
の
屋
内
運
動
場
を
プ
ロ
野
球
・
ロ
ッ
テ
球
団
の
キ
ャ
ン
プ

の
た
め
購
入
し
て
い
た
が
、
ド
ー
ム
の
完
成
や
設
置
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
お
役
目
ご
免
状
態
に
な
っ
た
。

　

昭
和
45
年
に
太
陽
国
体
の
会
場
と
し
て
完
成
し
た
東
開
庭
球
場（
東
開
町
）は
日
本
軟
式
庭
球
連
盟
の
公
認
コ
ー
ト
で
ク
レ
ー

の
12
面
を
備
え
て
い
た
が
、
老
朽
化
や
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
平
成
５
年
と
20
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

コ
ー
ト
は
人
工
芝
の
全
天
候
型
に
改
め
ら
れ
、
４
面
を
増
設
、
南
半
分
の
10
面
に
は
夜
間
照
明
塔
が
設
置
さ
れ
、
午
後
９
時
ま

で
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
中
央
ス
タ
ン
ド
に
は
屋
根
も
設
け
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
な
っ
た
。
改
修
の
か
い
も
あ
っ
て
利

用
者
は
増
え
続
け
て
お
り
、
24
年
度
は
13
万
人
を
超
え
た
。

東
開
庭
球
場
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こ
の
ほ
か
に
、
昭
和
50
年
代
に
建
設
さ
れ
た
市
民
体
育
館
が
あ
り
、
平
成
16
年
の
合
併
に
伴
っ
て
桜
島
総
合
体
育
館
と
桜
島

溶
岩
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
喜
入
総
合
体
育
館
、
喜
入
総
合
運
動
場
、
喜
入
武
道
館
、
吉
田
運
動
場
、
郡
山
早
馬
球
技
場
、
郡
山
花
尾

運
動
場
が
鹿
児
島
市
の
施
設
と
な
っ
た
。
市
民
ス
ポ
ー
ツ
向
け
の
施
設
が
手
薄
だ
っ
た
５
町
地
域
で
は
平
成
以
降
、
屋
内
運
動

場
な
ど
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
17
年
に
吉
田
多
目
的
屋
内
運
動
場
（
吉
田
ド
ー
ム
）、
桜
島
多
目
的
広
場
が
開
場
し
て
充
実
し
て

き
た
。（
第
１
表
参
照
）

　

市
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
こ
れ
ら
の
体
育
施
設
に
は
、
18
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
民
間
団
体
に
管

理
運
営
を
委
ね
る
こ
と
で
経
費
節
減
を
図
る
傍
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
狙
い
が
あ
る
。

　

ま
た
市
公
園
緑
化
課
が
管
理
す
る
公
共
体
育
施
設
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
23
公
園
に
加
え
て
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
皇
徳
寺
中

央
、
花
野
団
地
光
ケ
丘
、
か
ご
し
ま
健
康
の
森
、
谷
山
第
一
中
央
、
七
ツ
島
、
西
陵
第
14
、
か
に
座
（
伊
敷
台
２
丁
目
）、
慈

眼
寺
東
、
寺
山
ふ
れ
あ
い
、
広
木
、
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
各
公
園
が
整
備
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
運
動
広
場

が
中
心
だ
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
照
明
設
備
の
あ
る
施
設
も
あ
る
。
う
ち
、
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
犬
迫
町
に
４

年
４
月
完
成
し
た
か
ご
し
ま
健
康
の
森
公
園
は
、
ア
ク
ア
ジ
ム
（
屋
内
プ
ー
ル
、
体
育
館
）、
運
動
広
場
（
サ
ッ
カ
ー
）、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
７
面
、
相
撲
場
を
備
え
た
本
格
的
な
体
育
施
設
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
会
や
大
会
も
盛
ん
に
開
か
れ
て
い
る
。
生
き

生
き
健
康
社
会
づ
く
り
の
中
核
施
設
で
も
あ
り
、
緑
豊
か
な
自
然
と
マ
ッ
チ
し
た
広
場
や
屋
外
プ
ー
ル
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

も
あ
る
。
指
定
管
理
者
の
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
市
公
園
公
社
が
管
理
し
て
い
る
。

　

教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
学
校
体
育
施
設
（
体
育
館
、
柔
剣
道
場
、
運
動
場
）
を
開
放
す
る
事
業
は
昭
和
49
年
に
始
ま
っ

た
。
平
成
24
年
度
で
市
立
１
１
７
校
（
小
学
校
78
、
中
学
校
38
、
高
校
１
）
に
広
が
り
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
う

運
動
場
な
ど

の
整
備

か
ご
し
ま
健

康
の
森
公
園
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第１表　鹿児島市内のその他体育施設（完成順）
名称 所在地 施設内容 完成年月

東開庭球場 東開町 テニスコート16面（うち10面夜間照明付き）、スタンド 昭和45年
市民体育館
（本館、補
助館）

坂之上１
丁目

バレーボール４面、バスケットボール３面、バドミン
トン11面、卓球28台、ハンドボール１面、ソフトテニ
ス２面、屋外テニス２面

昭和53年

喜入武道場 喜入町 柔道場、剣道場、弓道場（５人立ち） 昭和53年
桜島溶岩グ
ラウンド

桜島横山
町 サッカー６面、ソフトボール８面 昭和54年

喜入総合体
育館 喜入町 バスケットボール１面、バレーボール４面、バドミン

トン12面、卓球８台、多目的ルーム、会議室 昭和56年
喜入総合運
動場 喜入町 陸上競技場、テニスコート８面、相撲場、多目的グラ

ウンド 昭和56年
郡山早馬球
技場 郡山町 グラウンド（ソフトボール・野球１面） 昭和57年
郡山花尾運
動場 花尾町 グラウンド（ソフトボール１面） 昭和57年

吉田運動場 本城町 グラウンド（野球１面、ソフトボール１面）、テニスコー
ト３面 昭和61年

桜島総合体
育館

桜島横山
町

バレーボール６面、バスケットボール２面、バドミン
トン18面、卓球25台、トレーニング室、会議室 昭和61年

松元平野岡
運動場 上谷口町

多目的グラウンド（ソフトボール２面）、補助グラウン
ド、テニスコート４面、パターゴルフ、草スキー、研
修施設

平成３年
４月

松元平野岡
体育館 上谷口町

鉄筋コンクリート２階建て（5313㎡）、バスケットボー
ル２面、バレーボール４面、バドミントン12面、卓球
52台、温泉施設など

平成５年
５月

吉田文化体
育センター 本城町

鉄筋コンクリート２階建て（5856㎡）、バスケットボー
ル３面、バレーボール４面、バドミントン12面、卓球
６台、トレーニング室、会議室

平成６年
３月

松元弓道場 上谷口町 木造平屋建て（305㎡）、近的６人立 ７年11月
郡山総合運
動場 東俣町 多目的競技場（サッカー２面、ソフトボール４面）、多

目的広場、テニスコート６面、グラウンドゴルフ場
平成９年
４月

松元武道場 上谷口町 鉄骨建て（635㎡）、柔道場、剣道場 平成９年
11月

松元せせら
ぎ広場 上谷口町 25ｍプール、児童プール、幼児プール、広場 平成14年

４月
茶山ドーム
松元 上谷口町 鉄筋コンクリート平屋建て（2609㎡）、フットサル２面、

ゲートボール４面、テニス３面
平成16年
４月

吉田多目的屋
内運動場（吉
田ドーム）

本城町 鉄筋コンクリート（1190㎡）、フットサル１面、テニス
コート１面、ゲートボール２面

平成17年
２月

桜島多目的
広場

桜島横山
町 芝生広場（サッカー１面）、野外ステージ 平成17年

８月
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た
め
の
夜
間
照
明
設
備
は
、
２
小
学
校
と
19
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
健
康
・
体
力
づ

く
り
で
き
る
よ
う
に
と
、
27
校
区
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
距
離
は
３
９
２
０
㍍
か
ら
５
０
０
㍍
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
親
子
で
走
る
姿
も
散
見
さ
れ
る
。

　

16
年
10
月
16
日
、
中
山
町
に
総
面
積
が
50
・
46
㌶
の
鹿
児
島
市
最
大
の
総
合
公
園
が
開
園
し
た
。
事
業
費
約
１
５
０
億
円
を

か
け
た
「
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」
で
、
運
動
広
場
、
屋
内
運
動
場
、
天
然
温
泉
付
き
の
温
水
プ
ー
ル
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
楽
し
め
る
施
設
や
遊
具
広
場
も
備
え
た
。
運
動
広
場
は
芝
生
と
土
に
分
か
れ
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
用
に
２
面
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
用
に
４
面
と
れ
る
。
鴨
池
ド
ー
ム
と
同
規
模
の
屋
内
運
動
場
は
砂
入
り
の
人
工
芝
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
に
６
面
、

テ
ニ
ス
用
に
４
面
、
フ
ッ
ト
サ
ル
用
に
２
面
が
と
れ
、
小
運
動
会
も
で
き
る
。
待
望
久
し
い
市
民
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
一
大
拠
点
の
完
成
だ
っ
た
。
し
か
し
、
鹿
児
島
県
が
整
備
す
る
予
定
の
専
用
球
技
場
ゾ
ー
ン
（
10
・
５
㌶
）
は
財
政

難
を
理
由
に
手
つ
か
ず
で
、
市
か
ら
県
へ
の
土
地
売
却
も
足
踏
み
が
続
き
、
当
初
予
定
さ
れ
た
３
万
人
規
模
の
観
客
席
を
備
え

た
多
目
的
球
技
場
は
規
模
を
縮
小
し
た
ま
ま
凍
結
さ
れ
た
。
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
合
宿
誘
致
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
も
と
描
い
て
い

た
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
の
夢
が
し
ぼ
み
か
け
た
20
年
、
県
議
会
は
放
置
し
て
き
た
ま
ま
の
用
地
の
取
得
議
案
を
可
決

し
、
天
然
芝
２
面
、
照
明
設
備
を
備
え
た
人
工
芝
１
面
の
工
事
が
進
み
、
26
年
２
月
１
日
に
開
場
式
が
行
わ
れ
た
。
施
設
整
備

に
は
約
15
億
円
を
か
け
、
ス
タ
ン
ド
は
６
７
０
０
人
の
観
客
を
収
容
で
き
る
。
建
設
予
定
地
の
決
定
か
ら
す
る
と
、
20
年
の
道

の
り
だ
っ
た
が
、
球
技
人
口
の
拡
大
と
競
技
力
向
上
に
役
立
つ
と
の
期
待
が
膨
ら
む
。
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
は

民
間
の
視
点
で
の
接
客
や
安
定
的
運
営
が
期
待
で
き
、
経
費
節
減
も
図
れ
る
と
し
て
、
16
年
10
月
か
ら
㈱
セ
イ
カ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
。

鹿
児
島
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
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公
設
の
海
水
浴
場
施
設
は
、
毎
夏
約
２
万
人
以
上
が
利
用
す
る
磯
海
水
浴
場
（
吉
野
町
）
に
、
16
年
の
合
併
に
伴
っ
て
生
見

海
水
浴
場
（
喜
入
生
見
町
）、
西
道
海
水
浴
場
（
桜
島
藤
野
町
）、
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ
（
桜
島
横
山
町
）
が
加
わ
っ
た
。
生
見

海
水
浴
場
に
は
22
年
に
シ
ャ
ワ
ー
室
や
ロ
ッ
カ
ー
、
更
衣
室
を
備
え
た
生
見
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
が
で
き
た
。
磯
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
に

次
い
で
２
カ
所
目
の
施
設
で
あ
り
、
年
間
約
５
千
人
が
利
用
す
る
生
見
海
水
浴
場
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。

　

鹿
児
島
県
が
所
有
す
る
鹿
児
島
市
内
の
体
育
施
設
は
、
鴨
池
陸
上
競
技
場
、
鴨
池
野
球
場
、
鴨
池
庭
球
場
、
鴨
池
補
助
競
技

場
（
以
上
与
次
郎
２
丁
目
）
と
鴨
池
緑
地
球
技
場
、
鴨
池
緑
地
庭
球
場
（
と
も
に
鴨
池
新
町
）、
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
（
犬
迫

町
）、
平
川
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
太
陽
国
体
に
合
わ
せ
て
建
築
さ
れ
た
。（
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
鹿
児
島
市

史
第
Ⅳ
巻
で
詳
述
し
て
い
る
の
で
省
く
）
鴨
池
緑
地
球
技
場
が
平
成
22
年
に
人
工
芝
に
変
わ
り
、
鴨
池
補
助
競
技
場
は
26
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
て
全
天
候
型
天
然
芝
フ
ィ
ー
ル
ド
に
全
面
改
修
が
進
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
も
公
認
施
設
の
更
新
に
合
わ
せ

た
手
直
し
や
照
明
設
備
を
増
強
す
る
な
ど
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
県
の
施
設
は
18
年
４
月
か
ら
㈱
セ
イ
カ
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
に
な
っ
て
い
る
。

　

稼
働
率
は
１
０
０
％
近
い
の
に
狭
隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
で
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
競
技
の
運
営
に
も
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館
と
補
助
体
育
館
（
と
も
に
下
荒
田
４
丁
目
）
と
同
武
道
館
（
与
次
郎

１
丁
目
）
で
あ
る
。
特
に
昭
和
35
年
に
完
成
し
た
体
育
館
は
築
50
年
以
上
を
経
て
お
り
、
平
成
32
年
の
開
催
が
決
ま
っ
た
第
75

回
国
民
体
育
大
会
を
見
据
え
る
と
、
早
急
な
整
備
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
県
は
21
年
に
総
合
体
育
館
等
整
備
基
本
構
想
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
た
。
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
23
年
３
月
に
県
庁
東
側
の
県
有
地
と
民
有
地
の
計
４
万

５
千
平
方
㍍
を
予
定
地
と
す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
２
年
後
、
伊
藤
祐
一
郎
知
事
が
本
港
区
ウ
ォ
ー
タ
ー

海
水
浴
場

県
の
体
育
施

設
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フ
ロ
ン
ト
に
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
を
廃
し
て
建
設
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
混
沌
と
し
て
き
た
。
市
民
か
ら
疑
問
の
声

や
反
発
が
相
次
ぎ
、知
事
は
再
検
討
を
表
明
、姶
良
市
な
ど
周
辺
市
町
で
誘
致
運
動
が
に
わ
か
に
活
気
づ
く
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
民
間
企
業
の
参
入 

健
康
ブ
ー
ム
の
高
ま
り
や
余
暇
時
間
の
増
加
を
反
映
し
て
、
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
ス
タ
ジ

オ
な
ど
の
施
設
を
建
設
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
乗
り
出
す
民
間
企
業
も
増
え
て
き
た
。
鹿
児
島
市
に
お
け
る
草
分

け
は
セ
イ
カ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
昭
和
41
年
に
株
式
会
社
を
設
立
し
て
高
麗
町
に
屋
内
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
と
プ
ー
ル
を

オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
、
各
地
に
店
舗
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
県
内
唯
一
の
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
は
建
物
、
機
器
と
も
老
朽
化

が
激
し
く
、
建
て
替
え
も
困
難
に
な
っ
た
た
め
平
成
17
年
４
月
に
閉
鎖
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
し
て

親
し
ん
で
い
た
競
技
団
体
や
ス
ケ
ー
ト
愛
好
家
は
存
続
や
公
設
を
求
め
て
署
名
活
動
も
行
っ
た
が
、
実
現
の
め
ど
は
立
っ
て
い

な
い
。日
本
ガ
ス
は
元
年
、城
南
町
に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
教
室
を
備
え
た
延
べ
床
面
積
８
２
５
０
平
方
㍍
の「
Ｅ
Ｒ
Ｇ
」（
エ

ル
グ
）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
都
市
生
活
者
の
取
り
込
み
を
図
っ
て
い
る
。
お
年
寄
り
か
ら
幼
児
ま
で
親
し
め
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
は
原
田
学
園
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
小
松
原
２
丁
目
）、
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
武
２
丁
目
）、
ジ
ェ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
鹿
児
島
（
明
和
２
丁
目
）
な
ど
多
数
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
も
各
所
で
オ
ー
プ
ン
、
中
高
年
層
や
会
社
勤
め
の
会
員
ら
を

集
め
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催 

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
な
ど
施
設
が
充
実
し
た
こ
と
で
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
競
技
会
や
国
際
大
会

が
頻
繁
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
流
の
選
手
や
妙
技
を
直
に
目
に
す
る
こ
と
は
、
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も
た
ち
や
市
民

に
計
り
知
れ
な
い
刺
激
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
指
導
者
や
競
技
団
体
の
育
成
、
底
辺
拡
大
、
競
技
力
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

国
際
規
格
の
屋
内
コ
ー
ト
が
Ｅ
Ｒ
Ｇ
に
完
成
し
た
こ
と
で
、
平
成
３
年
３
月
、
国
の
威
信
と
名
誉
を
か
け
て
戦
う
男
子
テ
ニ

デ
ビ
ス
カ
ッ 

プ
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一
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ス
の
国
別
対
抗
戦
・
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
の
招
致
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
試
合
会
場
と
な
っ
た
の
は
城
南
町
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
で
、
県
体
育
館
が

練
習
会
場
に
充
て
ら
れ
た
。
全
国
で
７
番
目
の
地
方
開
催
で
、
九
州
で
は
昭
和
38
、
54
年
の
福
岡
、
61
年
の
熊
本
に
次
い
で
４

度
目
。
１
９
０
０
年
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
鹿
児
島
開
催
は
県
テ
ニ
ス
協
会
な
ど
に
よ
る
２
年
越
し
の
運

動
で
結
実
し
た
。
鹿
児
島
大
会
は
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
ゾ
ー
ン
１
回
戦
の
日
本
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
が
３
月
29
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
エ
ー
ス
・
松
岡
修
造
選
手
ら
の
奮
闘
も
む
な
し
く
、
日
本
は
１
勝
４
敗
で
初
戦
敗
退
し
た
が
、

２
千
席
の
仮
設
ス
タ
ン
ド
を
ぎ
っ
し
り
埋
め
た
観
客
は
熱
狂
的
な
声
援
を
送
っ
た
。

　

平
成
６
年
10
月
29
～
31
日
に
は
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
な
ど
で
第
６
回
世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
が
、
過
去
最
多
の
11
カ

国
、
約
２
千
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
４
年
に
一
度
開
か
れ
て
お
り
、
日
本
開
催
は
４
回
目
。
競
技
人
口
26
万
人
の
鹿
児
島

県
の
実
績
が
決
め
手
に
な
っ
た
。
遠
来
の
選
手
を
市
民
は
お
は
ら
節
や
さ
つ
ま
太
鼓
な
ど
で
歓
迎
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
。

大
会
は
岩
手
県
の
チ
ー
ム
が
台
湾
チ
ー
ム
を
下
し
て
初
優
勝
、
県
勢
も
３
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
た
。
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と
は

別
に
国
際
交
流
親
善
大
会
も
開
か
れ
、
親
交
を
深
め
合
っ
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
熱
の
高
ま
り
を
受
け
て
昭
和
56
年
３
月
１
日
、
桜
島
町
（
当
時
）
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
桜
島
を
開
催
し
た
。
第
１
回

の
申
込
者
は
１
２
４
０
人
。「
マ
イ
ペ
ー
ス　

あ
な
た
が
映
え
る
溶
岩
原
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
通
り
の
コ
ー
ス
と
景
観
、

温
か
い
も
て
な
し
は
全
国
の
評
判
と
な
り
、
年
を
追
う
ご
と
に
申
込
者
は
増
え
、
第
10
回
大
会
は
２
５
９
４
人
、
20
回
大
会
は

４
０
８
３
人
に
膨
ら
ん
だ
。
平
成
21
年
の
30
回
記
念
大
会
は
過
去
最
多
の
４
９
２
１
人
が
申
し
込
み
、
豪
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

マ
ラ
ソ
ン
に
ペ
ア
で
招
待
す
る
抽
選
も
あ
っ
た
。
春
風
と
一
緒
に
走
る
コ
ー
ス
は
５
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
る
。

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
官
民
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
き
た
こ
と
が
奏
功
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
家
が
全
国
か
ら
訪
れ
る

世
界
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ

桜
島
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よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
11
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
２
０
１
１
年
世
界

室
内
自
転
車
選
手
権
が
開
か
れ
た
。日
本
で
の
開
催
は
13
年
の
加
世
田
市
以
来
、

２
度
目
で
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
誘
致
し
た
。
鹿
児
島

大
会
に
は
14
カ
国
・
地
域
か
ら
約
１
６
０
人
の
選
手
・
監
督
が
参
加
し
て
、
サ

イ
ク
ル
サ
ッ
カ
ー
と
曲
乗
り
の
妙
技
を
競
う
サ
イ
ク
ル
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
２
種
目

で
世
界
一
を
争
っ
た
。
開
会
式
で
は
桜
島
火
の
島
太
鼓
や
一
倉
小
学
校
児
童
に

よ
る
一
輪
車
の
演
技
も
披
露
さ
れ
、
約
４
千
人
の
観
衆
の
喝
采
を
浴
び
た
。
大

会
の
成
功
は
、
自
転
車
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
桜
島
地
区
の
観
光
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
、
25
年
３
月
の
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
桜
島
の

開
催
に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
鹿
児
島
市
で
初
め
て
開
か
れ
た
一

般
公
道
を
使
っ
た
公
式
戦
で
、
個
人
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
（
２
・
８
㌔
）
と
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
（
５
・
２
㌔
）
の
合
計
順
位
を
男
女
計
10
部
門
で
競
っ
た
。
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
を
含
む
小
学
４
年
生
か

ら
60
歳
代
ま
で
２
２
１
人
が
参
加
し
、
緻
密
な
戦
略
と
脚
力
で
沿
道
の
観
客
を
沸
か
せ
た
。

　
地
元
選
手
の
活
躍 

高
校
球
児
の
み
な
ら
ず
、
鹿
児
島
県
民
に
と
っ
て
も
夢
と
な
っ
て
い
た
甲
子
園
の
初
優
勝
に
最
初
に
王

手
を
か
け
た
の
は
、
平
成
６
年
夏
の
樟
南
高
等
学
校
だ
っ
た
。
第
76
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
秋
田
、
双
葉
（
福
島
）、

長
崎
北
陽
台
、
柳
ケ
浦
（
大
分
）
に
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
は
史
上
初
九
州
勢
同
士
、
佐
賀
商
業
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

世
界
室
内
自

転
車
選
手
権

高
校
野
球

世界室内自転車選手権（サイクルサッカー）
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樟
南
は
先
行
し
た
も
の
の
、
最
終
回
に
痛
恨
の
満
塁
本
塁
打
を
浴
び
、
４
―
８
で
敗
れ
た
。
深
紅
の
大
優
勝
旗
に
は
い
ま
一
歩
の

と
こ
ろ
で
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
長
く
語
り
つ
が
れ
る
名
勝
負
で
、
県
勢
初
の
準
優
勝
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

２
年
後
、〝
春
の
夢
〟
が
実
現
し
た
。
８
年
の
第
68
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
は
伊
都
（
和

歌
山
）、
滝
川
二
（
兵
庫
）、
宇
都
宮
工
（
栃
木
）、
岡
山
城
東
を
破
り
、
４
月
５
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
、
智
弁
和
歌
山
を

６
―
３
で
下
し
て
初
優
勝
し
た
。
前
評
判
の
高
さ
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、
持
ち
前
の
全
員
野
球
を
貫
い
た
こ
と
が
栄
冠
に
結

び
つ
い
た
。
県
勢
初
の
頂
点
に
地
元
で
は
花
火
が
上
が
り
、
新
聞
の
カ
ラ
ー
号
外
が
配
ら
れ
る
ほ
ど
沸
き
立
っ
た
。
凱
旋
（
が

い
せ
ん
）
パ
レ
ー
ド
の
後
、
市
民
ら
に
報
告
す
る
選
手
ら
の
笑
顔
は
誇
ら
し
さ
と
達
成
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

甲
子
園
初
出
場
と
思
え
な
い
大
活
躍
を
見
せ
た
の
は
18
年
夏
の
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
で
あ
る
。
第
88
回
全
国
高
校
野
球
選

手
権
の
初
戦
で
高
知
商
、
３
回
戦
で
香
川
西
、
準
々
決
勝
で
福
知
山
成
美
（
京
都
）
を
破
っ
て
ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た
し
た
。

準
決
勝
で
は
、
優
勝
し
た
早
稲
田
実
（
東
京
）
に
完
封
負
け
を
喫
し
た
も
の
の
、
県
立
高
の
出
場
自
体
が
53
年
ぶ
り
の
出
来
事

で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
延
長
で
甲
子
園
に
進
ん
だ
こ
と
で
な
お
さ
ら
感
動
を
深
め
た
。

　

19
年
春
の
第
79
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
は
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
が
21
年
ぶ
り
出
場
し
た
。
春
夏
通
算
で
は
25
回
の
出
場

と
な
る
市
立
の
名
門
校
に
と
っ
て
も
、
私
立
高
ば
か
り
続
け
て
甲
子
園
切
符
を
手
に
し
て
い
た
状
況
に
一
矢
報
い
る
こ
と
が
で

き
た
。
夏
を
含
め
て
も
12
年
ぶ
り
と
な
っ
た
甲
子
園
で
は
初
戦
、
北
陽
（
大
阪
）
を
相
手
に
善
戦
し
た
が
、
好
機
を
逃
し
た
の

が
響
き
０
―
１
で
敗
れ
た
。

　

平
成
８
年
１
月
８
日
の
第
74
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、強
い
風
雨
の
中
で
行
わ
れ
た
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校（
以

下
鹿
実
）
と
静
岡
学
園
と
の
決
勝
戦
は
２
―
２
の
ま
ま
延
長
戦
で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
規
定
に
よ
り
両
校
優
勝
と
な
っ
た
。
悲

高
校
サ
ッ

カ
ー
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願
の
初
優
勝
に
、
鹿
実
イ
レ
ブ
ン
は
歓
喜
の
輪
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
電
車
通
り
を
凱
旋
し
た
後
、
県
庁
と
鹿
児
島
市
役
所
で
14

度
目
の
挑
戦
で
果
た
し
た
日
本
一
を
報
告
し
た
。
６
０
０
人
が
集
ま
っ
た
祝
勝
会
で
牛
鼻
健
主
将
は
「
全
員
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
た
の
が
勝
因
」
と
話
し
、
単
独
優
勝
が
次
の
大
き
な
目
標
に
な
っ
た
。

　

鹿
実
サ
ッ
カ
ー
が
通
算
２
度
目
、
初
の
単
独
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
17
年
の
第
83
回
大
会
。
初
戦
で
修
徳
（
東
京
）
を
破
っ

て
波
に
乗
り
、
北
海
（
北
海
道
）、
多
々
良
学
園
（
山
口
）
で
も
試
合
巧
者
ぶ
り
を
発
揮
、
国
見
（
長
崎
）
に
も
快
勝
し
た
。

千
葉
代
表
の
市
立
船
橋
と
の
決
勝
は
互
い
に
一
歩
も
譲
ら
な
い
好
ゲ
ー
ム
と
な

り
、
無
得
点
の
ま
ま
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
で
の
勝
利
と
な
っ
た
。
赤
い
イ
レ
ブ
ン
の
は

つ
ら
つ
と
し
て
力
強
い
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
に
県
民
は
酔
い
し
れ
た
。
伊
藤
祐
一
郎

知
事
は
国
立
に
応
援
に
駆
け
付
け
、
森
博
幸
鹿
児
島
市
長
は
「
市
民
と
と
も
に

感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
祝
福
し
た
。
街
頭
パ
レ
ー
ド
や
報
告
会
で
選
手

た
ち
は
口
々
に
「
多
く
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
話
し
て
、
ク

ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
人
間
性
が
培
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
た
。

　

翌
18
年
の
第
84
回
大
会
で
は
連
覇
が
期
待
さ
れ
た
鹿
実
だ
っ
た
が
、
惜
し
く

も
決
勝
で
延
長
戦
の
末
、
野
洲
（
滋
賀
）
に
屈
し
て
、
４
校
目
と
な
る
連
覇
の

偉
業
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
県
サ
ッ
カ
ー
界
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

と
、
幼
児
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
ま
で
含
ん
だ
裾
野
の
広
が
り
は
確
か
な
も
の

に
な
っ
て
き
た
。

鹿児島実業高校サッカー部単独日本一
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鹿
児
島
の
サ
ッ
カ
ー
の
底
力
を
立
証
し
た
の
は
平
成
22
年
６
月
に
開
幕
し
た
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
南
ア

フ
リ
カ
大
会
で
大
活
躍
し
た
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
の
遠
藤
保
仁
、
松
井
大
輔
の
両
選
手
だ
。
と
も
に
全
４
試
合
に
先
発

出
場
し
、
攻
守
の
要
と
な
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
し
た
。
２
人
が
市
民
に
与
え
た
感
動
と
勇
気
に
対
し
て
、
鹿

児
島
市
は
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
贈
り
、
た
た
え
た
。
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
遠
藤
選
手
は
授
賞
式
後
、
母
校
・

桜
洲
小
な
ど
を
訪
問
、
祝
福
の
あ
ら
し
に
包
ま
れ
た
。
遠
藤
選
手
は
26
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
も
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
主
軸
と
な
っ
て
奮
闘
し
た
。

　

鹿
児
島
市
は
平
成
20
年
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
た
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
上
位
３
位
以
内
に
入
賞
し
た

者
を
た
た
え
る
賞
と
し
て
「
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
」
を
創
設
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
は
こ
れ
に
準
じ
た
も
の
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
の
第
１
号
は
、
20
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
水
泳
男
子
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
宮
下
純
一
選
手
（
鹿
大
付
属
小
・
中
―
甲
南
高
―
筑
波
大
卒
）
だ
。
第
１
泳
者
の
重
圧
に
耐
え
て
力
泳
、
日
本
新
で
の

３
位
に
貢
献
し
た
。
得
意
の
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
決
勝
で
も
８
位
に
入
賞
す
る
快
挙
。
故
郷
の
大
声
援
に
感
謝
し
た
。

　

24
年
夏
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
迫
田
さ
お
り
選
手
が
、
３
位
決
定
戦
の
韓
国
と
の
マ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
で
決
め
た
ス
パ
イ
ク
は
語
り
草
に
な
っ
た
。
谷
山
小
・
中
、
鹿
児
島
西
高
と
強
豪
校
出
身
で
は
な
い
な
が
ら
も
努
力
を

重
ね
て
、
持
ち
味
の
跳
躍
力
、
滞
空
時
間
を
生
か
し
た
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
に
磨
き
を
か
け
た
。
帰
鹿
後
の
９
月
２
日
、
市
民
の

応
援
に
感
謝
し
て
母
校
な
ど
訪
問
、
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
県
知
事
表
彰
も
受
け
た
。

　

平
成
以
降
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
る
と
、
４
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
２
人
生
ま
れ
た
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
木
場
良

平
選
手
（
原
良
町
出
身
、
鹿
児
島
実
高
卒
）
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ソ
ウ
ル
大
会
と
３
大
会
連
続
出
場
し
な
が
ら
取
り
こ
ぼ
し

サ
ッ
カ
ー
Ｗ

杯五
輪
メ
ダ
リ

ス
ト
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た
メ
ダ
ル
を
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
・
フ
リ
ー
ラ
イ
フ
ル
３
姿
勢
で
手
中
に
し
た
。
射
撃
の
マ
ラ
ソ
ン
と
も
評
さ
れ
る
競
技
を
強
い
精

神
力
で
勝
ち
抜
い
て
の
３
位
は
、
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
界
に
と
っ
て
も
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
正
式
種
目
と

な
っ
た
野
球
で
は
、
社
会
人
野
球
の
住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
か
ら
代
表
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
川
畑
伸
一
郎
選
手
（
和
田
中
―

鹿
児
島
商
高
卒
）
は
甲
子
園
こ
そ
縁
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
持
ち
前
の
打
撃
で
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
以
降
の
五
輪
に
出
場
し
た
鹿
児
島
市
生
ま
れ
・
育
ち
の
選
手
を
列
挙
す
る
。
敬
称
略
。

　
《
４
年
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
》
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
フ
ル
ー
レ　

市
ケ
谷
廣
輝
（
西
紫
原
中
―
鹿
児
島
南
高
卒
）《
８
年
・
ア
ト
ラ
ン

タ
》
サ
ッ
カ
ー　

遠
藤
彰
弘
（
鹿
児
島
実
業
高
卒
）
▽
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
級　

本
博
国
（
鹿
児
島
工
業
高
卒
）
▽
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
・
フ
ル
ー
レ　

市
ケ
谷
廣
輝
、同
エ
ペ　

久
保
紀
子
（
鹿
児
島
南
高
―
東
京
女
子
体
育
大
卒
）《
12
年
・
シ
ド
ニ
ー
》
サ
ッ

カ
ー　

平
瀬
智
行
（
西
陵
小
・
中
―
鹿
児
島
実
高
卒
）《
16
年
・
ア
テ
ネ
》
陸
上
・
１
万
㍍　

大
野
龍
二
（
谷
山
小
―
桜
島
中

―
鹿
児
島
実
高
卒
）《
20
年
・
北
京
》
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
エ
ペ　

西
田
祥
吾
（
鹿
児
島
南
高
卒
）

　

６
人
の
選
手
が
た
す
き
を
つ
な
い
で
都
大
路
を
駆
け
る
全
国
高
校
駅
伝
。
平
成
22
年
12
月
の
第
61
回
大
会
で
、
鹿
児
島
実
業

高
等
学
校
は
42
・
１
９
５
㌔
を
２
時
間
３
分
59
秒
で
走
り
抜
き
、
初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
14
年
連
続
、
22
度
目
の
出
場
で
の
優

勝
だ
っ
た
。
劇
的
な
逆
転
優
勝
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
市
田
宏
（
吉
野
中
卒
）
と
高
田
康
暉
（
東
谷
山
中
卒
）
両
選
手
の

区
間
賞
の
走
り
。
双
子
の
兄
・
市
田
孝
選
手
も
１
区
２
位
で
流
れ
を
つ
く
っ
た
。
外
国
人
留
学
生
を
入
れ
た
学
校
が
席
巻
す
る

よ
う
に
な
っ
た
大
会
を
、純
粋
に
地
元
勢
だ
け
で
制
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
鹿
児
島
市
は
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
陸
上
部
員
、

上
岡
貞
則
監
督
ら
に
鹿
児
島
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
授
与
し
た
。
鹿
児
島
実
業
高
校
の
活
躍
は
８
年
か
ら
鹿
児
島
県
陸
上
競

技
協
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
策
の
成
果
だ
ろ
う
。
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
は
は
じ
め
男
子
だ
け
で
始
ま
っ
た

駅
伝
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が
、
平
成
元
年
か
ら
女
子
の
部
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
記
念
大
会
と
な
っ
た
第
25
回
で
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
陸
上

競
技
部
は
初
出
場
を
果
た
し
、
５
区
間
21
㌔
余
で
争
わ
れ
る
コ
ー
ス
で
１
時
間
10
分
54
秒
で
走
り
抜
き
23
位
と
奮
闘
し
た
。

　

春
高
バ
レ
ー
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
の
第
63
回
大
会
（
平
成
22
年
１
月
）
で
３
位

と
健
闘
し
た
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
は
た
ゆ
ま
ぬ
練
習
を
続
け
、
同
年
８
月
に
沖
縄
県
で
開
か
れ
た
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

で
は
準
優
勝
と
一
段
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。
決
勝
で
は
古
川
学
園
（
宮
城
）
に
惜
敗
し
た
が
、
凱
旋
し
た
選
手
ら
は
全
校
生

徒
の
前
で
「
次
は
日
本
一
」
と
意
気
込
ん
だ
。
24
年
８
月
の
全
国
高
校
総
体
（
富
山
県
氷
見
市
）
で
も
再
び
準
優
勝
に
輝
い
て

い
る
。
男
子
で
も
市
立
高
の
活
躍
が
光
る
。
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
は
26
年
１
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
の
第
66
回
大
会
で
県
勢
初
の
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
果
た
し
た
。
前
２
大
会
で
連
続
ベ
ス
ト
４
の
鹿
商
は
第

３
シ
ー
ド
と
し
て
出
場
し
、
高
速
コ
ン
ビ
バ
レ
ー
を
武
器
に
初
戦
で
石
川
工
、
３
回
戦
で
習
志
野
（
千
葉
）、
準
々
決
勝
で
創

造
学
園
（
長
野
）、
準
決
勝
で
雄
物
川
（
秋
田
）
を
撃
破
し
た
。
決
勝
で
は
強
豪
・
星
城
（
愛
知
）
に
０
―
３
と
力
負
け
し
た

も
の
の
、
県
民
へ
の
素
晴
ら
し
い
お
年
玉
に
な
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム 

平
成
18
年
２
月
19
日
、
鹿
児
島
市
の
繁
華
街
は
祝
賀
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
っ
た
。
プ
ロ
野
球
の

日
本
シ
リ
ー
ズ
を
制
し
、
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
の
初
代
王
者
に
も
な
っ
た
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
優
勝
パ
レ
ー
ト
で
、
長
年
、

鴨
池
野
球
場
で
行
っ
て
き
た
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
親
し
ん
で
き
た
チ
ー
ム
と
あ
っ
て
３
万
人
の
市
民
、
フ
ァ
ン
が
沿
道
を
埋
め

た
。
ア
ミ
ュ
広
場
で
の
優
勝
報
告
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
ボ
ビ
ー
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
監
督
や
選
手
は
「
み
な
さ
ん
の
盛
大
な
応
援
と

温
泉
、
す
ば
ら
し
い
食
べ
物
、
親
切
な
お
も
て
な
し
の
お
か
げ
」
と
感
謝
を
表
し
、
連
覇
を
誓
っ
た
。

　

36
年
続
い
た
鹿
児
島
で
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
が
、
20
年
、
ロ
ッ
テ
は
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
施
設
改
善
へ
の
不
満

バ
レ
ー
ボ
ー

ルキ
ャ
ン
プ
誘

致
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を
理
由
に
、
あ
っ
さ
り
沖
縄
・
石
垣
島
に
拠
点
を
移
し
た
。
２
軍
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
こ
そ
薩
摩
川
内
市
に
一
本
化
さ
れ
は
し
た

が
、
秋
季
キ
ャ
ン
プ
も
22
年
を
最
後
に
鹿
児
島
市
か
ら
撤
退
し
た
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
球
団
が
姿
を
消
す
一
方
で
、
韓
国
の
プ

ロ
野
球
球
団
や
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
に
鹿
児
島
の
人
気
は
高
い
。
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
は
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
、
清
水
エ
ス
パ
ル
ス

は
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。
25
年
春
は
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
に
加
え
て
、
文
化
・
観
光

交
流
協
定
を
締
結
し
た
縁
で
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
（
長
野
県
）、
野
球
で
は
韓
国
の
ロ
ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
多
数
あ
る
の
が
魅
力
と
い
う
。

　

一
流
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
目
に
す
る
こ
と
が
、
若
い
競
技
者
の
刺
激
に
な
り
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
活
動
に
熱
を
入
れ
な
が
ら
も
、
地
元
を
本
拠
地
と
す
る
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
力
を
つ
け
、
上
位
リ
ー
グ
に
羽
ば
た

く
姿
を
見
た
い
と
願
う
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
は
多
い
。
鹿
児
島
市
を
ホ
ー
ム
と
す
る
チ
ー
ム
は
25
年
現
在
４
チ
ー
ム
あ
る
。

地
域
密
着
型
の
チ
ー
ム
は
プ
レ
ー
を
見
て
、
応
援
す
る
楽
し
み
を
広
げ
た
。
選
手
た
ち
は
競
技
以
外
に
地
域
社
会
貢
献
活
動
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

昭
和
34
年
に
発
足
し
た
鹿
児
島
サ
ッ
カ
ー
教
員
団
を
母
体
に
平
成
７
年
、
社
会
人
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
移
行
し
た
ヴ
ォ
ル
カ

鹿
児
島
は
早
く
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
が
、九
州
リ
ー
グ
で
の
戦
い
が
長
く
続
い
た
。全
国
地
域
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
決
勝
大
会
に
は
４
度
出
場
し
た
が
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
昇
格
は
果
た
せ
な
い
ま
ま
で
、
23
年
に

は
運
営
会
社
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｓ
を
立
ち
上
げ
た
。
一
方
、「
鹿
児
島
を
ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
に
」
を
合
言
葉
に
21
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会

人
チ
ー
ム
・
Ｆ
Ｃ
鹿
児
島
が
、
鹿
児
島
市
を
含
む
県
全
域
を
ホ
ー
ム
に
し
た
の
は
鹿
屋
体
育
大
学
の
社
会
人
登
録
チ
ー
ム
を
前

身
と
す
る
大
隅
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
の
流
れ
を
く
む
か
ら
だ
。
23
年
以
降
は
九
州
リ
ー
グ
を
主
戦
場
に
し
て
お
り
、
ヴ
ォ
ル
カ
と
優
勝
を

Ｊ
リ
ー
グ
へ

の
道
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争
う
の
が
常
と
な
っ
て
い
た
。
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
と
も
に
県
立
鴨
池
競
技
場
で
、

Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
と
い
う
当
面
の
目
標
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
両
チ
ー
ム
が
併
存
す
る
状
態
に
県
内
の
各
界
か
ら
統
合
を
求
め
る
声
が

強
ま
り
、
Ｊ
リ
ー
グ
側
か
ら
も
「
準
加
盟
申
請
を
一
本
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
指
導
を
受
け
た
。
25
年
８
月
、
ヴ
ォ

ル
カ
と
Ｆ
Ｃ
は
よ
う
や
く
統
合
に
合
意
す
る
。
第
37
回
全
国
地
域
リ
ー
グ
決
勝
大
会
で
は
両
チ
ー
ム
が
そ
ろ
っ
て
決
勝
リ
ー
グ

に
進
出
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
入
会
基
準
も
確
保
で
き
、
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
名
称
で
入
会
申
請
を
行
い
、
25
年
12
月
晴
れ
て

Ｊ
Ｆ
Ｌ
参
入
が
認
め
ら
れ
た
。
両
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
す
る
な
ど
し
て
強
化
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
は
、
新
た
に
掲
げ
た
29
年

の
Ｊ
２
、
32
年
の
Ｊ
１
と
い
う
目
標
に
向
け
一
丸
と
な
っ
て
い
る
。

　

ジ
ュ
ブ
リ
ー
レ
鹿
児
島
は
平
成
20
年
、
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
加
盟
し
た
。
そ
の
際
、
チ
ー
ム
名
を
公
募
し
て
鹿
児

島
鴨
池
Ｆ
Ｃ
ア
サ
ヒ
ナ
か
ら
改
称
し
た
。
ジ
ュ
ブ
リ
ー
レ
と
は
「
輝
く
」
と
「
勝
利
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
25
年
シ
ー

ズ
ン
は
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
・
ウ
エ
ス
ト
に
参
戦
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
運
営
母
体
に
、
若
手
の
育
成
や
チ
ー

ム
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
か
ら
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
機
構
２
部
（
Ｊ
Ｂ
Ｌ
２
部
＝
25
年
か
ら
Ｎ
Ｂ
Ｄ
Ｌ
と
改
称
）
で
戦
う
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿

児
島
は
鹿
児
島
教
員
ク
ラ
ブ
が
母
体
で
、
プ
ロ
契
約
選
手
も
混
在
す
る
。
鹿
児
島
市
の
イ
ベ
ン
ト
会
社
が
運
営
す
る
県
内
初
の

プ
ロ
チ
ー
ム
で
も
あ
る
だ
け
に
、
選
手
は
試
合
だ
け
で
な
く
、
事
業
や
営
業
な
ど
の
仕
事
も
こ
な
す
。
チ
ー
ム
名
が
意
味
す
る

「
改
革
」
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
支
援
の
輪
の
広
が
り
を
目
指
し
て
い
る
。

参
考
文
献
・
資
料　
「
鹿
児
島
市
の
教
育
」、「
鹿
児
島
の
教
育
行
政
」、「
鹿
児
島
県
教
育
振
興
基
本
計
画
」、「
鹿
児
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」、

女
子
サ
ッ

カ
ー

初
の
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
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体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

一
〇
二
七

「
学
校
基
本
調
査
報
告
書
」、「
鹿
児
島
県
私
立
学
校
名
簿
」、「
鹿
児
島
大
学
50
年
史
」、「
鹿
児
島
大
学
概
要
」、「
鹿
児
島
国
際
大
学
70
年
史
」。

そ
の
他
、
各
学
校
・
団
体
Ｈ
Ｐ




